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日本建築協会

会告

2021年度
建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。（7単位）

■講習会会場〈大阪府建築健保会館〉
交通：地下鉄谷町線・中央線谷町
四丁目駅 8号出口より徒歩 5分
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日　時：2022年 1 月20日（木）
　　　　9：00～17：30
　　　　（受付8：45～）
会　場：大阪府建築健保会館
　　　　6Fホール
　　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
　　　　TEL：06-6942-3622
定　員：45名（先着順）
受講料：16,500円（含テキスト代  税込）
　　　　※テキスト当日配布

■申込方法
FAXまたはE-mailにて、
①催し名「実務講習会」
②受講者氏名（年齢）
③事業所名
④受講票送付先住所
⑤担当責任者
⑥E-mailアドレス
⑦電話番号
⑧ 受講料支払方法（銀行振込、郵便
振替、等）
⑨ CPDを申請される方は、申請先の団
体名と参加者IDをお知らせ下さい。
受講料は、前納制となっておりますの
で、併せて銀行振込、郵便振替等で納
入して下さい。受講料入金確認後、受
講票を送付します。
なお、当会HPからもお申込いただけますの
で、https://www.aaj.or.jpをご覧下さい。

■趣旨と内容
● 本講習会は、建設業はもとより、
官公庁・設計事務所・設備会社など
幅広い分野の中堅以下の技術者を
対象としたものです。
● 現場実務の基礎である「施工計画」
と「仮設見積」に重点をおき、講義
します。
● 都市環境の変化に伴う法令・基準
の改正なども加え、技術の進歩に
即応した知識の習得をはかります。

■申込先
（一社）日本建築協会（担当　内山）
〒540-6591
大阪市中央区大手前1-7-31 OMM7F
TEL：06-6946-6981/FAX：06-6946-6984
E-mail：jigyoka@aaj.or.jp

＜振込先＞
●三井住友銀行
　大阪中央支店　普通　0860034
●三菱UFJ銀行
　瓦町支店　普通　0210054
●りそな銀行
　北浜支店　普通　0272234
●郵便振替口座　00910-9-39975
名義　シャ）ニホンケンチクキョウカイ
　　　一般社団法人日本建築協会

定員を従来より減らし、新型コロナウ
イルス感染防止対策を行い開催いたし
ます。ぜひご参加くださいますよう、
よろしくお願い申し上げます。
※ セミナー当日は必ずマスクを着用し
ていただき、発熱・咳等の症状が見
られる場合には、受講をご遠慮くだ
さい。
　 入金後、受講者を変更される場合は
受付時にお知らせください。

■科目・講師

施工計画
谷本　達哉　氏
㈱淺沼組大阪本店
建築部品質管理室主任

永野　浩一　氏
㈱竹中工務店大阪本店

技術部企画管理グループ部長

施工計画は、品質を確保し、安全で能
率よく経済的に本体工事を進める鍵を
にぎっています。この講習会では、仮
設から地下、躯体、仕上、設備にわた
り、適切な施工計画の要点をわかりや
すく解説します。

仮設見積

吉田　克寿　氏
㈱大林組大阪本店

建築事業部生産技術部計画第三課長

仮設工事費は、非常に把握しにくい面
があって、ついつい単位面積当たり、
あるいは請負金比率のみで処理されが
ちです。施工計画に基づいた合理的で
迅速な見積方法を解説します。
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日本建築協会

会告

令和4年
在阪建築15団体
合同新年交礼会
中止のお知らせ

長引くコロナ禍の状況を見据え、令和 4年の新年交礼会の開催の是非について、在阪建築

15団体の会長・支部長が協議いたしました結果、各団体ともにコロナ禍によって事業や行

事も満足に実施できていない現状を鑑み、また府の要請に照らして、感染リスクを避ける

ために中止することと決定いたしましたのでお知らせいたします。

日本建築協会東海支部主催

建築工事実務講習会

この講習会は、建築CPD情報提供
制度認定プログラムです。
（公社）愛知建築士会（6単位）

■講習会会場
　〈名古屋商工会議所ビル〉

地下鉄伏見駅

広小路伏見

御園座

錦通伏見

日銀前

三蔵

科学館 白川公園

至金山

若宮北
名古屋高速
白川IC

伏
見
通

名古屋商工会議所ビル

日　時：2022年 1 月19日（水）
　　　　9：30～17：00
会　場： 名古屋商工会議所ビル　9階

愛知建築士会内
　　　　名古屋市中区栄2-10-19
定　員：40名（先着順）
受講料：16,500円（含テキスト代  税込）
　　　　※テキスト当日配布

■申込方法
FAXまたはE-mailにて
①講習会名
②郵便番号・住所
③受講者氏名・年齢
　 建築CPD単位申請希望者は氏名の
下にCPD登録番号を明記
④事業所名
⑤申込担当者名
⑥電話番号・FAX番号・E-mailアドレス
⑦受講料支払方法（銀行振込等）
受講料は前払制となっていますので、
併せて銀行振込等で納入して下さい。
受講料入金確認後、受講番号をE-mail
またはFAXで通知します。なお、日
本建築協会東海支部HPから受講申込
書のダウンロードができますので、
http://www.aaj-tokai.jpをご覧下さい。
■締切日　2022年 1 月12日（水）
　但し、定員に達し次第締め切ります。

＜振込先＞
●三菱UFJ銀行
　栄町支店（普通　0167157）
　シャ）ニホンケンチクキョウカイトウカイシブ
　一般社団法人日本建築協会東海支部

■申込先
（一社）日本建築協会　東海支部
〒460-0008
名古屋市中区栄2-10-19
名古屋商工会議所ビル・9階
（愛知建築士会内）
TEL：052-990-6410
FAX：052-201-3601
E-mail：info@aaj-tokai.jp
URL：http://www.aaj-tokai.jp

定員を従来より減らし、新型コロナウ
イルス感染防止対策を行い開催いたし
ます。ぜひご参加くださいますよう、
よろしくお願い申し上げます。
※ セミナー当日は必ずマスクを着用し
ていただき、発熱・咳等の症状が見
られる場合には、受講をご遠慮くだ
さい。入金後、受講者を変更される
場合は、事前にお知らせください。

■趣旨と内容
●本講習会は、官公庁・設計事務所・
建設業をはじめ、設備・営繕など幅広
い分野の技術者を対象としたものです。
●現場技術者の初級者を対象に、と
くに取り付きにくい施工計画と仮設
見積、現場実務の基礎である積算業
務に重点をおき、講義します。
●都市環境の変化に伴う法令・基準
の改正なども加え、技術の進歩に即
応した知識の習得をはかります。
●積算業務では具体例により、その
着工準備から完成に至るまでをわか
りやすく解説します。

施工計画
日吉　智紀  氏
清水建設㈱名古屋支店

生産技術統括部生産技術グループ主査

適切な施工計画を立案できることが
建築現場技術者の必須条件です。安
全で、経済的な施工計画を解説します。

仮設見積
奥田　崇  氏
㈱大林組名古屋支店

建築工事部建築生産技術第一課長

仮設工事費は、一般には非常に把握し
にくい面があって、ついつい単位面積
当たり、あるいは請負金比率のみで処
理されがちです。施工計画に基づいた
合理的で迅速な見積方法を解説します。

積算業務
平松　善之  氏
㈱竹中工務店名古屋支店
見積部建築2グループ課長

見積業務のなかで基本となるのは、
数量積算です。この手順・基準を基
本に、より合理的で正確な積算業務
を解説します。
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主催： （一社）日本建築協会京都支部
共催： （公社）日本建築家協会近畿支

部京都地域会

令和3年度第2回セミナー

『「わびすき」と 
「きれいさび」
からみた 茶の湯 
空間』

CPD 2単位
オンラインおよびリアル
（ 8 名）で開催します。

■日　時
　2021年12月10日（金）
　18：00～20：00
 （質疑応答含む）

■概要
茶室は自然を映した建築です。日本
人は、四季折々の美しい自然を愛で、
また地震や台風などの脅威に人の力
を越えた偉大なものを感じていまし
た。
茶室はそういった日本人の自然観を、
心でそして具体的な形で表現したも
のです。
平等な空間という概念も、大自然の
元に形成されました。
この度のセミナーでは、「わびすき」
と「きれいさび」をキーワードに、
自然を映した建築としての茶の湯空
間について、その形の謎を解き明か
していこうと思います。

■講師プロフィール

桐浴邦夫（きりさこ　くにお）
京都建築専門学校副校長、京都工芸
繊維大学 大学院修士課程で中村昌生
先生に師事。東京大学博士（工学）。
専門は、建築歴史意匠、茶の湯文化、
伝統建築保存活用。
著書に、『茶の湯空間の近代』（思文
閣出版、茶の湯文化学術賞奨励賞を
建築分野で初受賞）、『世界で一番や
さしい茶室設計』（エクスナレッジ）、
『近代の茶室と数寄屋』（淡交社）、
『茶室露地大事典』（共著、淡交社）、
『和室学』（共著、平凡社）など。
一級建築士。茶名 宗邦。

■参 加 費　 会員1,000円（主催、共
催者共）、一般1,500円、
学生無料

■会場定員　 8名（先着順）

■会　　場　 京都建設会館別館 4階会
議室（京都市中京区押小
路通柳馬場東入橘町641）

■会場最寄駅　 地下鉄「市役所前」駅より
徒歩7分、地下鉄「烏丸御
池」駅より徒歩10分

■申込方法　 ① 講演会名「12/10セミ
ナー」

　　　　　　②氏名
　　　　　　③携帯電話番号
　　　　　　④勤務先または学校名
　　　　　　⑤会員・一般・学生の別
　　　　　　⑥ オンライン・リアル参

加の別
　　　　　　⑦ E-mailアドレスまたは

FAX番号
　　　　　　⑧ CPD申請される方は

ID番号
上記項目を明記し下記口座にご入金
いただき明細票添付の上、FAXまたは
メールで下記へお申し込みください。
※ オンライン参加の方は必ずメールに
てお申込みください。また受付後の
連絡のためFAXまたはE-mailを必ず
ご記入ください。

■振 込 先
　みずほ銀行 京都中央支店
　普通口座　1636694
　シャ）ニホンケンチクキョウカイキョウトシブ

■申 込 先
　 （一社）日本建築協会京都支部事務局
FAX 075-255-6077/E-mail：kyokai-
kyotoshibu@kyoto-kenchikushikai.jp

玉林院 蓑庵

日本建築協会

会告

慈光院 擁翠亭

※セミナー当日は必ずマスクを着用していただき、発熱・咳等の症状が見られる場合には、出席をご遠慮ください。

特集記事ホームページ公開のお知らせ
　今月号の特集「建築とインテリアを創る　真のプロフェッショナル　ものづくりのものがたり。」の記事を、

特別にホームページ（https://www.aaj.or.jp/）で公開します。

　“こだわりの企業”それぞれの“ものづくり”をぜひご覧いただけるよう、非会員のみなさまにもお声がけ

ください。
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■特集予告
● 1月号／ 建築と社会の夢をつなぐ
● 2月号／ 第28回会員作品“私の空間作法”

2021  12
Vol.102 No.1197

建築と社会
Architecture and Society
Journal of the Architectural Association of Japan

日 本 建 築 協 会

撮 影 者：森本　勉
撮影場所：大阪市　大阪城公園
撮影時期：2021年10月

写真について
生きた建築ミュージアムフェスティバル大
阪2021 「スペシャルツアー 日本建築協会
Presents！　近代の大阪城址を歩く」の一幕。
日本建築協会教育委員会の史料研究会と事業
委員会情報見学小委員会が共同して開催して
いるまち歩きツアーの第三弾イベントである。
今回は関西大学准教授の橋寺知子先生と大阪
芸術大学名誉教授の山形政昭先生に加え、大
阪工業大学教授の福原和則先生、大阪歴史博
物館学芸員の阿部文和氏を講師に迎え、情報
見学小委員会の委員がスタッフを務めた。
コロナ禍の現状を鑑みてこれまでより募集人
数を少なくし、秋晴れの大阪歴史博物館から
大阪城までをゆったり散策した。
写真は西の丸庭園にて山形先生から説明を聞
く参加者。

今月の表紙

特集　 建築とインテリアを創る
真のプロフェッショナル
ものづくりのものがたり。

【PROFESSIONAL FILE】
　01　 広島から、木製家具を通して発信する「工芸の工業化」

●マルニ木工（木製家具） ――――――――――――――――――――――――――― 8
　02　 創業以来特注 1本　ガラスのオートクチュール

●中日ステンドアート（ガラス工芸） ――――――――――――――――――――― 12
　03　 倒れても砂をつかんで立ち上がる、そんな集団でありたい

●北海鉄工所（モニュメント・特殊金属加工） ――――――――――――――――― 16
　04　 特注カーペットの要点と新たな挑戦

●川島織物セルコン（内装メーカー） ――――――――――――――――――――― 20
　05　 100％再生材化によるリサイクルプログラム

●愛知（公共・教育施設家具） ―――――――――――――――――――――――― 24
　06　 暮らしに息づく花の価値

●KTION 川崎景太（フラワーアーティスト） ――――――――――――――――― 28
　07　 トイレの微生物汚れと臭いの対策に関する研究開発

●TOTO（衛生機器） ―――――――――――――――――――――――――――― 32
　08　職人文化復活への最後の試み●職人社秀平組　挾土秀平（左官） ――――― 36
　09　やきものを極めたい●織部製陶（タイル） ――――――――――――――――― 38
　10　 森と水／成長と成熟の物語　テキスタイルが主役となるホテル

●NUNO（テキスタイル） ―――――――――――――――――――――――――― 40
　11　石を訪ねて。　　　大蔵山探訪記●大蔵山スタジオ（伊達冠石採石） ―― 42
　12　伝統産業×観光産業によって高岡と世界を繋ぐ●能作（鋳造） ――― 44
　13　 limitless, borderless, timelessなデザインを日本、そして世界へ。

●インテリアズ（輸入家具） ――――――――――――――――――――――――― 46

会告 2021年度建築工事実務講習会（本部）
2022年在阪建築15団体合同新年交礼会中止のお知らせ、
2021年度建築工事実務講習会（東海支部） 
京都支部主催　令和 3年度第 2回セミナー『「わびすき」
と「きれいさび」からみた 茶の湯空間』
特集記事ホームページ公開のお知らせ

1

2

作品作風 大阪複十字病院 4

gallery 変わらない想い●吉田　誠 6

法令コーナー 「京都市都市計画マスタープラン」の見直し
－京都の特性を踏まえた持続可能な都市構造の実現に
向けて－●家村直宏 49

設備の頁 RFIDタグによる室内環境センシングシステム●渡邊啓生 50

再読
関西の建築

大阪府立夕陽丘図書館
●阿部文和 51

建築と社会を
考える

ドン・キホーテまちに出る
～みんなの計画、役所の支援～●芦田英機 56

Member’s
Forum

イケフェス大阪2021スペシャルツアー
日本建築協会Presents！
「近代の大阪城址を歩く」リポート
U-35委員会企画　talk baton 19　活動報告

60
63

information 深堀隆介展「金魚鉢、地球鉢。」／生誕160年記念　グラ
ンマ・モーゼス展　素敵な100年人生／ザ・フィンラン
ドデザイン展　自然が宿るライフスタイル／特別展　貝
殻旅行　―三岸好太郎・節子展― 66

月間の動き 2021年10月 68
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大阪複十字病院
建　築　主　一般財団法人　大阪府結核予防会
設計・監理　竹中工務店
施　　　工　竹中工務店・前田組共同企業体

寝屋川公園に隣接する150床の総合病院の老朽化に伴う駅前区画整理事業
地内への移転計画である。
■つながる病院
新病院の計画にあたり病院ユーザーである「患者」「医療従事者」「地域と
社会」それぞれのつながりを通して病院の未来への発展につなげる「つな
がる病院」を基本コンセプトとした。
■建物構成
建物上層 3フロアは病棟で低層に外来診療機能等を配置している。 1階に
外来診療機能を集約しており効率的で患者にやさしい医療の提供を可能と
した。 2階には健診センターを外来機能とは独立して設置し健診受診者に
配慮した。
■地域・社会のつながり
外装はシックなグレーを基調とし、新たな街区に落ち着きと安心を与えて
いる。病院アプローチには道路に正対して大庇を設置し、1階待合をガラス
張りとすることで建物と周辺地域をつなげる中間領域を形成している。
■患者のつながり
病棟デイルームは建物北側ではあるが新設道路に面した側に設置し、入院中
も周辺環境や地域とのつながりを感じられるようにした。 4床室はベッド
配置を千鳥とし、患者の視線交錯に配慮した。ベッド間の足元に設置した
排気口には療養型病棟の多床室などでは臭気と感染対策用の強制換気シス
テムを導入している。
■医療従事者のつながり
事務医局はワンルーム形式で管理者個室もガラス張りとしてチーム医療の
活性化を図るようにしている。又、職員休憩室は1か所に集約し職員間の
交流を促すようにしている。
■感染制御と省エネルギーの両立
本病院は30床の結核病棟を有し、感染制御は重要な課題であった。感染
制御と省エネルギーを両立させるべく合理的かつ効果的な設備計画により
CASBEEはAランクを達成した。
 （黒谷哲也／竹中工務店）

作品作風

総合待合

結核患者用テラス

所 在 地　大阪府寝屋川市打上高塚町 3番10号
敷地面積　 5,950.41㎡
建築面積　 2,366.23㎡
延床面積　10,056.88㎡
構造規模　S造　地上 6階
工　　期　2020年 1 月～2021年 3 月
最 寄 駅　JR学研都市線　寝屋川公園駅
撮　　影　古川泰造

4 床室

外来待合

光庭とデイルーム



企画編集：藤原　寛（作品作風小委員会）

建築写真に携わる様になって30年近く
経つが、未だに日々試行錯誤しながら
現場に立っています。10年程前までは
フィルム時代でした。暑い夏の日でも黒
い布を被り、画面が逆さのファインダー
を覗きながら一枚一枚フィルムを巻き上
げながらの撮影でした。撮影後は現像所
にフィルムを出し、緊張しながら仕上が
りを待っていた事を思い出します。現在
はデジタルカメラになり、機材も軽く、
撮影枚数も気にする事なく、現場で画像
を確認する事も出来ます。ただ撮影後は
膨大なデーター調整作業が待っています。
　時代の流れと共に撮影環境も激変しま
したが、撮影現場では変わらない想いが
あります。それは建築の周りにある出来
事との関係性を大切にすることです。建
築と人、自然環境、都市環境などの関わ
り方みたいなものです。そのイメージを
意識して撮影し始めたのは1997年撮影
の安曇野ちひろ美術館、1998年撮影の
吉備高原小学校（写真 1，2）あたり
からでした。その頃はまだ建築雑誌など
の多くは人入りであってもスケール感を
表すだけの誌面だったと思います。しか
し、もっとスケール感ではない『何か』
を活写したかったのかもしれません。言
葉では表現しづらいのですが、臨場感み
たいなものなのかもしれません。設計者
がイメージしてきた空間が使われだし
て、ようやくリアリティーが空間内に満
ちてくる。建築がもたらすリアルな瞬間
と関係性を紐解きながら、自分の中で整
理してから撮影しています。また最近は
ドローン撮影もあります。トンボ目線
位の高さにすると、建築とランドスケー
プ、人と周りの環境の関係性が分かるア
ングルになることもあります。（写真3）
今後も撮影環境はいろいろと変化してい
くと思いますが、30年変わらない想い
を持ち続け、言葉ではなかなか言い表せ
ない『何か』を追求しながら撮影して行
きます。

吉田　誠（よしだ　まこと）
1967 東京都生まれ
1990 日本大学生産工学部
 建築工学科山口研究室卒業
1996～ 日経BP社映像部勤務
2000 吉田写真事務所設立

吉田写真事務所　HP
http://yoshida-image.com

galleryま
ち　

建
築　

ひ
と

変わらない想い

建 築写真家

吉田  誠

※ 1

編集委員からの質問

Q：撮影の際、かなり光には気を使われているように見受けましたが、写真において光がもたらす影響はどのように考えておられますか？

A： 光の捉え方によっては写真の出来栄えはまるで違う印象の建物になると考えています。光が当たっていると光の角度や陰影によって
空間の奥行きや立体感、テクスチャー感が増します。光の弱い時間では素材感は薄まりますが、より建物の面白さが表現できること
もあります。あと、夜景写真というのもあります。ただ夜景写真が撮影できるタイミングというのは1日で30分ほどしかありません。
日中の撮影時に夜景のアングルをイメージしておきます。建物と向き合い、光やタイミングを考えながら目には見えない大切な空気
感みたいなものを感じてもらえるように心がけています。

※ 2

※ 3
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懸竹なぱ，篠ねレイロぬやばでけれどいろ．懸節曲絵どぱなきけ懸竹科ゆウヵトレイドジウヌ‐，ゾハサヵぎ衷勿し

ゎぎっどいろぎ，たば篠，懸節講異ねぱ趨汰けば危曲ゆ触刃ぎ韓ゑづとうろ．たすと，舷嬢ばめぬるぜ，溢てば懸分ァ

懸とろちゃね，入凡宙ば巷嬢ゆ誠咋舷嬢ど振ァ頃ゃとてけるゎちやばぎ訣梢ばりえね什むづと恵ァ整すとうろ侍ね，坤

溢奴勿ァ喉こちうな支え．さぢゑれァ次づち溶〇ぬ危曲ばイウドイゆ欺俊倫ば績め叔はぎいづとさた，刃〇ぎ憾堂せろ

りえぬ蘇栖るすう寓関ぎ述頼丞ぎろばぢな支え．たアぬ扉るァ，紙ぱ秦ばベワプォヅスラヌロどいろな支え．たゎだゎ

ぎ旦祷せろ煩委ぱ，懸分ばざけ溢楓噴ぬばきやすゎぬうぎ，たさね騎けりえぬ尊罪憾ァ憾ずろ侍ぎ汰けいろ．寛整斌ぎ

がしむろむどね鳥うやばどいゎひ趨捻ァ踊す，琢撒ば刃〇ぎ韓ゑれ，室盃ァ鍬れ便す，さぢゑれ閥うち丞どたさね『罪

ろ』ばどいろ．やばでけれねぱ，寛整斌ねぱ賢おとさぬう『叢側ば分護』ぎいろなうえさなァ，制樋橡車ば芥しアね

弛づとぽすう．たすと，懸竹ゆウヵトレイ寓関ねがうと芥ぎ父談勿ねせろ価畿ぬうやばねや，たゎァてけづち刃〇ば分

護ぎさゃるゎとうろ侍ね勿ァ喉ことぽすうな伎え．

坤壊ば禿什どぱ，ウヵトレイ寓関ァ洪整せろ溶〇ぬ曲趣ばベワプォヅスラヌロきる禿ね栃辞政ァ次て13者ね，やばで

けれね頃ゃろ拡者ば掃うァ護づとやるづち．にさや危曲滑堂たばやばぎニルムッヅケぬ分護ね淫ゎとうろ．入凡宙ねさ

ばりえぬベワプォヅスラヌロぎ琢撒拒ろばぢな支えな，入凡ばやばでけれぱむぢむぢ券罪どいれ，たば嬰痴ぱ速れ弛ゎ

ぬうな憾ずろ．さば禿什起侍ァ栂すとやばでけれ什弾ば掃うば念領ね制樋蝕ゎと浴すう．

３４倹壕返什尉姻感侍 蓄宙巷無纏節警楓 漉諭両

やばでければやばぎちれ．

懸竹なウヵトレイァ叢ろ
秦ばベワプォヅスラヌロ

禿什

捨秦？醍造撒ば籍接れ嬢〔捨秦汀僑？醍造撒セチズガ〕

HKNG 23 ムロネ目巷 康悼きる，目誠科虞ァ栂すと髪唇せろ『巷鯨ば巷曲何』

HKNG 24 宙入セトヵニイ‐ナ 叢曲位頼禿衷３凡 ギルセばガ‐ナケッョ‐ロ

HKNG 25 卜界填巷曙 冬ゎとや鎖ァてきアど掠っ丞ぎろ，たアぬ什弾どいれちう

HKNG 26 扇悼色分ソロサヵ 禿衷キ‐ボヅナば踊殿な森ちぬ朝撰

HKNG 27 姶弛 322＆哉精財何ねりろレシウケロベワゲルモ

HKNG 28 MVKQP 扇碕渓詑 簿るすね束でけ茄ば加地

HKNG 29 VQVQ ナウヮば毘精分凹ゎな蒐うば岱錯ね韓せろ絹笈貝髪

HKNG 2: 触刃者終柄訴 搜怒終柄 触刃丙何服滑ぺば塞悟ば諮め

HKNG 2; 色楓誠騰 ゆくやばァ桐ゃちう

HKNG 32 PWPQ 浸な睡～整鳥な整術ば分護トクセチウロぎ守薬なぬろポトロ

HKNG 33 醍造撒セチズガ 籍ァ邦はと． 醍造撒歎邦起

HKNG 34 膿咋 澱董纂曲＝貫功纂曲ねりづと剛荻な畝絵ァ茎げ

HKNG 35 ウヵトレイゼ nkokvnguu. dqtfgtnguu. vkognguu ぬドジウヵァ入凡，たすと畝絵ぺ．

危芽？ウヵトレイ；十択継噴果回

7建築と社会■2021.12
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広島͖Δɼ⽊製家具Ν通͢ͱ発信ͤΖʰ⼯芸͹⼯業化ʱ
株式会社Ϝϩω⽊⼯ 代表取締役社⻑ ⼭中 洋

聞͘⼿：⿊栁 亮 東奈⽣⼦

PROFESSIONAL FILE　01 WOODEN FURNITURE

⽊製家具 株式会社Ϝϩω⽊⼯

広島͖Δ世界΃ɽh HIROSHIMAʱͳいう名͹椅⼦Ͷ込ΌΔΗͪϜϩω⽊⼯͹想いΝɼ同社社⻑͹⼭中⽒Ͷ語ͮͱいͪͫ͘Ήͪ͢ɽ

ʰHIROSHIMAʱ͗⽣まΗͪ背景Ͷͺʹ͹Γう͵物語͗あͮͪ͹ͲしΒう͖ɽ

ϝϧό΃͹挑戦ͳいう体験͖Δɽ
 私ͺ1999年Ͷ⼊社͢Ήͪ͗͢ɼ⼊社当時ͺώϔϩ崩壊後͹経済低迷期真ͮ只中ͲあΕɼέϧερέ調͹家具Ν作Ε続͜ͱͪ͘Ϝϩω͹売Ε上͝ͺ年々

下降͢ͱいΉͪ͢ɽ何ͳ͖現状Ν変えͱいͪ͘いͳ考えͱいͪͳ͞Θɼϕϫξέφυδ΢ψー⿊川雅之͠Ξ͖Δʰneぐがmaおきn､ϕϫζΥέφʱΝ提案いͪ

ͫ͘ɼ思い切ͮͱ挑戦ͤΖ事Ͷ͢Ήͪ͢ɽ͞͹ϕϫζΥέφͺʰ12⼈͹υδ΢ψーͳ͹新͢い΍͹Ͱ͚ΕΝ通͢ͱ世界Ν⽬指͢Ή͢Βうʱh 過去͹Ϝϩω

Ν否定͢Ή͢Βうʱͳいう⼤胆͵⽬標Ν持ͮͱɼ従来͹έϧερέ調͹家具͖Δ⼀転͢ͱɼ12脚͹Ϡξϱ͵新͢いϕϫξέφ͹製作Ͷ͖͖ΕΉͪ͢ɽυ

δ΢ψー͹⽅々ͺ著名͵⽅ͻ͖ΕͲɼͨ͹中Ͷͺ後ͶϏーφψーͳ͵Ζ深澤直⼈͠Ξʤ以下：深澤͠ΞʥΏɼζϡηϏー・ϠϨλϱ͠Ξʤ以下：ζϡη

Ϗー͠Ξʥ͕͗ΔΗΉͪ͢ɽͨ͢ͱɼϝϧόγϫーϋ͹期間Ͷϝϧό市内͹άϡϧ

ϨーͲ12脚͹展⽰会Ν開催ͪ͢͹ͲͤɽͤΖͳɼ予想以上Ͷ⼤͘͵反響͗あΕΉ͢

ͪɽ各υδ΢ψー͹知名度͹⾼͖͠Δɼ来場者΍多͚ɼ問い合わͦ΍沢⼭頂͘Ή͢

ͪɽυδ΢ψー͹⼒ͶΓΖ反響͹凄͠Ν感ͣͪ瞬間Ͳͪ͢ɽ

 ͖͢͢ɼい͡販売Ν開始͢ͱΊΖͳ全͚売Η͵͖ͮͪ͹Ͳͤɽ 3 年ɼ͞͹

neぐがmaおきn､ϕϫζΥέφΝ続͜ͱΊͪ͹Ͳͤ͗ɼ反響ͺ良͚ͱ΍͵͖͵͖思うΓう

Ͷ売Ε上͝Ͷͺ結;付͘ΉͦΞɽ⼀体原因ͺ何͵͹͖…ɽ⾊々͵⾓度͖Δ考えͱΊ

ͱɼͨ͹原因ͺ 2 ͯあΖ事Ͷ気付͘Ήͪ͢ɽ 1 点⽬ͺ椅⼦単品ͫ͜Ͳͺɼ使うεー

ϱ͹΢ϟーζ͖͗ͯ͵い͞ͳͲͤɽʹΞ͵Ͷ͖ͮ͞Γ͚ͱ΍家Ͳʹう使えͻいい͹

͖͗⾒えͱ͞͵い͹Ͳͤɽ 2 点⽬ͺ⼯場͹作ΕΏͤ͠ΓΕ΍υδ΢ϱΝ優先ͪ͢͞

ͳͶΓͮͱ価格͗⾼͚͵ͮͱ͢Ήͮͱいͪ͞ͳͲͤɽυδ΢ψーθοΥΠͲあΗͻɼ

少々⾼͚ͱ΍売ΗΖͫΘうͳ慢⼼͢ͱいΉͪ͗͢ɼΏͺΕ価格͗⾼いͳ売Η͵いͳ

いう現実͗あΕΉͪ͢ɽneぐがmaおきn､ϕϫζΥέφϝϧόγϫーϋ展⽰会

ϜϩωαϪέεϥϱ
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ͨ͢ͱɼ愛͠ΗΖ椅⼦Ν⽣Ί出ͤɽ
 ͖͢͢ɼ͞͹経験͖Δ得ͪ΍͹ͺ沢⼭あΕΉͪ͢ɽ 3 年間͹経験Ν活͖

͢ɼυδ΢ψーͳ組ΞͲ͹΍͹Ͱ͚ΕͶ活路Ν⾒いͫͨうͳɼ深澤͠ΞΝ

ϏーφψーͶ選;ɼh 使うͪΌ͹椅⼦ʱ͹開発Ν進ΌΖ͞ͳͶ͢Ήͪ͢ɽͨ

͹時深澤͠Ξͺɼh 家具ͺ素⼈͵͹ͲʹΞʹΞ押͢返͢ͱ欲͢い͢ɼ理詰Ό

Ͳ納得ͦ͠ͱ欲͢いɽυδ΢ψー͹要望Ώ思いͫ͜Ͳ͵͚ɼ技術者͹経験Ώ

知識Ν取Ε⼊Ηͱͨ͞ɼ本当Ͷいい΍͹Ͱ͚ΕͺͲ͘ΖɽͨうͤΖ͞ͳͲ讃

岐うʹΞ͹αε͹Γう͵΍͹͗出ͱ͚Ζɽɦ ͳ⾔わΗΉͪ͢ɽ͞͹ͳ͘ɼ͕

互いͶ素晴Δ͢いϏーφψーͳ͵Ζ予感͗ͪ͢͹Ͳͤɽͨ͢ͱ完成ͪ͢͹͗

ʰHIROSHIMAʱͲͤɽ

YοΥΠΝ超えΖͳいう想いΝ込Όͱɽ
  っ世界͹定番、 ͳいう⾔葉Ν聞͚͞ͳ͗あΕΉͤ͗ɼ当時΍今΍ɼ世界的͵椅⼦͹定番ͺͳ聞͖ΗΖͳɼ多͚͹⼈͗ύϱη・J・ΤΥήψー͹YοΥΠΝ

挙͝Ζ͹Ͳͺ͵いͲ͢Βう͖ɽ私ͪͬͺɼͨ͹YοΥΠΝ超えΖ椅⼦Νɼ⽇本ɼ広島͖Δ⽣Ί出ͪ͢いͳ͹想い͖Δɼ名前ΝʰHIROSHIMAʱͳ͢ͱʰ地

域͖Δ世界΃ʱΝ体現͢ɼΉͪ通常ͫͳ定価12万ͳ͵Ζͳ͞ΘΝɼ思い切ͮͱYοΥΠ͹定価 7 万 9 千円ʤ2008年当時ʥͳ同額Ͷͪ͢͹Ͳͤɽ勿論ɼ⼤

⾚字ηνーφͲͪ͢ɽ͖͢͢ɼͨ͹価格帯Ͳ͵いͳ世界Ͳ愛͠ΗΖ椅⼦Ͷͺ͵Δ͵いͳ考えɼ⽣産性͹向上Ν信ͣͱ思い切ͮͱ設定͢Ήͪ͢ɽ͖͵Ε͹

冒険ͲͺあΕΉͪ͗͢ɼ逆Ͷ⼯場Ͳ΍社員͗⼀体ͳ͵ͮͱ改善Ν繰Ε返͢ɼ技術ͳ⽣産性͗向上͢ͱいͮͪ͹Ͳͤɽ後付͜Ͳͤ͗ɼ想い͗技術Ν向上͠

ͦΖ良い例Ͷ͵ͮͪ͹Ͳͺͳ思いΉͤɽ

ʰHIROSHIMAʱΝϕロξクφͳしͱ⽣産すΖ上Ͳ͹技術やこͫわΕΝ教えͱいͪͫ͜ます͖ɽ

υδ΢ϱΝ実現ͤΖ技術⼒Ν磨͚ɽ
 ϕϫφν΢ϕΝ作ͮͱ完成品Ͷ近Ͱいͪ頃Ͷɼ深澤͠ΞͶʰ後脚͹径Ν0.2mm細͚͢ͱ͚ͫ͠いʱͳɼ⾁眼Ͳͺ分͖Δ͵い程度͹変更Ν伝えΔΗɼ⾮

常Ͷ驚͘Ήͪ͢ɽ͖͢͢ɼͨ͹妥協͹͵いϓΧϩϞ͹追及͗ɼ⼼地Γͨ͠うͲ座ͮͱΊͪいͳ思わͦΖ佇ΉいͶ͵ͮͱいΖͳ思いΉͤɽͨ͢ͱɼ⾝体Ͷ

触ΗΖ内側ͺ全ͱ丸ΊΝͯ͜ͱいΖ͹Ͷ対͢ͱɼ外側ͺΦρζΝ⽴ͱΖ事Ͳɼ座Ε⼼地ͳ⾒ͪ⽬͹εϡーϕ͠Ν両⽴出来Ζυδ΢ϱͳ͵ͮͱいΉͤɽ⻑

時間座ͮͱいͱ΍居⼼地͹良い椅⼦͹条件ͳ͢ͱɼ⾝体Ͷ触ΗΖ部分Ͷ⾓͗͵い事ͳɼ肘͹位置͗挙͝ΔΗΉͤɽ⼈間ͺ座ͮͱいΖͳ無意識Ͷ微妙Ͷ⾝

体Ν動͖͢ͱいΉͤ͗ɼ動いͪ先Ͳ΍安定͢ͱ⾝体Ν⽀えͱ͚Ηͱɼ⾓͗͵い事͗快適性Ͷ繋͗ΕΉͤɽ椅⼦͹開発ͺɼ勿論⼈間⼯学͹υーνͶ基Ͱい

ͱ設計͢Ήͤ͗ɼ最後ͺ⼈͹感覚Ͳ微調整͢ͱい͚͞ͳͲɼ快適性Ν⾼ΌΖ事͗Ͳ͘Ζ͹Ͳͤɽͨ͢ͱɼ͞͹υδ΢ϱ͹ϕϫξέφ化Ν⽀えͱいΖ͹͗ɼ

Ϝϩω⽊⼯͗創業以来⼤切Ͷ͢ͱいΖʰ⼯芸͹⼯業化ʱͳいうϠρφーͲͤɽh HIROSHIMAʱ͹背΍ͪΗͳΠーϞ部分Ν作Ζ⼯程ͳ͢ͱɼΉͥ⽊͹塊

͖Δɼ 5 軸CNC加⼯機ʤXYZ͹ 3 軸Ͷɼ回転ͳ傾斜͹ 2 軸Ν加えͪ 5 軸ͲϕϫήϧϝϱήΝ設定͢ɼ⾃在Ͷ⽊Ν削Ε出ͤ機械ʥͶ͖͜ͱ粗削Ε͢ɼ最

後Ͷ⼈͹⼿Ͳ磨いͱ滑Δ͖͠Ν出͢Ήͤɽʹ͹Γう͵順番ɼηϒーχɼ⾓

度Ͳ⽊Ν削Ηͻ最΍品質的Ͷ安定͢ɼ次͹⼯程͹作業͗楽Ͷ͵ΕɼαηφΝ

抑えΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζ͖ͳいう難題Νɼ試⾏錯誤͢͵͗Δϕϫήϧϝϱή͢Ή

ͤɽ 1 秒ɼ 1 ϝϨͳいͮͪ地道͵改善Ν積Ί重͸ͱɼ発売当初͹10年前ͺ

⽉Ͷわ͖ͥ40脚͖͢⽣産Ͳ͘͵͖ͮͪ΍͹͗ɼいΉͲͺͨ͹20倍程度Ν⽣

産Ͳ͘ΖΉͲͶ⽣産能⼒͗改善͠ΗΉͪ͢ɽͨ͢ͱɼ今Ͳ΍改善Ν積Ί重͸

ͱいΉͤɽ

 Ήͪɼ左右͹肘掛͹⽊⽬͗左右対称Ͷ͵ΖΓうͶɼ材料Ν選別ͤΖʰ⽊⽬

合わͦʱΝ⾏ͮͱいΉͤɽ同ͣ樹種Ͳ΍ɼ⽊͗持ͮͱいΖ表情ͺ異͵ΕΉ

ͤɽϗτϧϱ職⼈͹経験ͳ勘Ͳɼ削Ε出ͤ前͹塊͹状態͖Δɼ中͹状態Ν予

測͢ͱɼ合いͨう͵⽊Ν選定ͤΖ͹Ͳͤɽ難͢い作業Ͳͤ͗ɼ⽊͹家具ͳい

う΍͹ͺɼ⽊⽬͗美͚͢あͮͱͨ͞ɼυδ΢ϱ͗ΓΕ美͚͢感ͣΖ͹Ͳͤɽ

5 軸CNC加⼯機ͶΓΖΠーϞΝ削Ζ⼯程

⼈͹⼿ͶΓΖΠーϞ͹仕上
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 h HIROSHIMAʱΝ世界的͵椅⼦͹定番ͳすΖͪΌͶ

取Ε組ΞͲいΖ⽅策Ν͕教えいͪͫ͜ます͖ɽ

 ͽͳͯͺ何ͳいͮͱ΍ϝϧόγϫーϋͲͤɽ2009年Ͷ初出

展͢ͱ以来ɼ11年連続Ͳ参加͢ͱいΉͤɽ初年度͖Δ 4 年間

ͺʰζϡϏϱϔーηʱͳいう⽇本͹家具ϟーΩー 3 〜 4 社͹

共同ϔーηͲ出展͢ͱいΉͪ͢ɽͪͫɼ同業他社ͳ同ͣϔー

ηͲ͹出展Ͳͺɼϔϧϱχ͹世界感Ν表現͢Ͷ͚͚ɼ 5 年⽬

͖Δͺ単独ϔーηͶ切Ε替えΖ͞ͳͶ͢Ήͪ͢ɽ͖͢͢ɼγ

ϫーϋ͹会場ͺ広͚ɼ中⼼ͳ͵Ζ 1 番ϙーϩͲ͵いͳ͵͖͵

͖ʰ出会いͪい⼈ʱͶ出会いͶ͚い͹΍事実Ͳͤɽ何ͳ͖ͨ

͹ 1 番ϙーϩ΃͹出展Ν⽬指ͤ΄͚ɼΉͥͺ海外Ͳ͹実績Ν

創Ε上͝Γうͳɼ椅⼦⼀ͯΝ引ͮ提͝ͱϦーϫρϏ͹家具市

場Ͷ⾶;込ΞͲいͮͪ͹ͲͤɽΉͥͺϦーϫρϏͲ͖ͮ͢Ε

ϔϧϱχΝ確⽴ͪ͢いͳいう想い͗あͮͪ͹ͲɼϦーϫρϏ

各国͹φρϕυΡーϧーͶ売Ε込ΊͶ⾏͘Ήͪ͢ɽͨうͤΖͳɼΏͺΕϠό͹良͠ͺͬ͘Ξͳ伝わΖ΍͹ͲɼφρϕυΡーϧー同⼠͹紹介ͳいうʰνϠ

Ϩ͹͕友達作戦 ʤɦ笑ʥ͗功Ν奏͢ɼ次第ͶϦーϫρϏɼΠϟϨΩͲ取Ε扱い͗増えͱ͘Ήͪ͢ɽͨ͢ͱɼあΖ⽇ΠϟϨΩ͹υΡーϧー͖Δɼγϱϕϩ

200脚͹注⽂͗⼊ͮͪ͹ͲͤɽʹΞ͵会社͖͹情報΍͵͚ɼͲͤɽ⼀切教えͱ͚Η͵いɽいͮͪいʹういう会社͵͹ͫΘうͳ思ͮͱいͪΔɼͨΗ͗ΩϨ

ϓΧϩωΠ州͹Πρϕϩ本社ͫͮͪ͹Ͳͤɽ 1 年後Ͷ数千脚͹発注͗あΕɼν΢φ͵納品ηίζϣーϩͲͺあΕΉͪ͗͢ɼ 1 万 2 千⼈͗働͚未来的͵Ψ

ϓΡη͹社員⾷堂ͶʰHIROSHIMAʱ͹椅⼦͗並΄ΔΗͪ͹Ͳͤɽͨ͹光景Ν⾒ͪ時ͺ感無量Ͳ涙͗出Ήͪ͢ɽͨ͢ͱɼ͞ΗΔ͹実績͗認ΌΔΗɼ厳͢

い審査Ν経ͱ2019年͹ϝϧόγϫーϋͲͺ⽇本企業Ͳ初Όͱ 1 番ϙーϩʤ22番ϙーϩ：h S.Pおo･ecがʱ世界͹φρϕϔϧϱχ͹中͖Δαϱφϧέφ業界Ͳ

⼤͘͵活躍Ν͢ͱいΖ84社Ν集Όͪ選抜ϙーϩʥ΃͹出展Ͷ繋͗ͮͪ͹Ͳͤɽ失敗΍含ΌͱΏͮͱͪ͘͞ͳ͹全ͱ͗何͖͢Δ繋͗ͮͱいͱɼ今ΏͮͳY

οΥΠ΃͹道͗⾒えͱͪ͘ΓうͶ感ͣͱいΉͤɽ

最後Ͷɼ地域͗世界ͳ繋͗Ζ時代ɼ広島Ν世界ͳ繋͛ビζョンͺあΕます͖ɽ

 Ϝϩω⽊⼯ͺあͳ 7 年Ͳ創業100周年Ν迎えΉͤɽͨ͹節⽬Ͷ向͜ͱɼ広島͹

広島市͹奥地ͶあΖ⼯場Νɼ地域͹観光拠点ͳ͵ΖΓう͵場所Ͷͪ͢いͳ思ͮͱ

いΉͤɽ僕Δ͹΍͹Ͱ͚Ε͹思想͹原点Νɼ地域͹⼈々Ώ世界͖Δ広島Ν訪ΗΖ

⼈々ͳ共有ͪ͢いͳいう想い͗あΕΉͤɽ地域ͳ連携͢͵͗Δɼ地域Ν盛Ε⽴ͱ

ͱいͪ͘いɽͨう考えΖͳɼ実ͺͲ͘Ζ事ͺ沢⼭あͮͱɼ考えΖͫ͜Ͳワέワέ

͢Ήͤɽ͞Η͖Δͺͨういう͞ͳΝ地域͗いΘいΘ発信ͤΖ事Ͳ世界ͳξ΢Ϫέ

φͶ繋͗ͮͱい͚時代Ͷ͵Ζ͹Ͳͺ͵い͖ͳ思ͮͱいΉͤɽ私ͪͬͺɼ家具ͳい

う΍͹Ͱ͚ΕΝ中⼼Ͷɼ広島͖Δ世界΃ͳ発信Ν続͜ͱいͪ͘いͳ思いΉͤɽ

 Ϝϩω⽊⼯ 広島εョーϩーϞͶͱɼh HIROSHIMAʱͶ座ͮͱ⼭中社⻑͹͕

話Ν伺いましͪɽさす͗YοΥアΝ⽬指しͱ開発さΗͪ椅⼦ͳいうͫ͜あͮͱɼ

座Ε⼼地͗素晴Δしいɽ開発͹物語Νɼこ͹椅⼦Ͳ聞͚贅沢…ɽͳͱ΍幸せ͵

時間Ν共有Ͳͪ͘こͳΝ嬉し͚思いますɽ

⼭中 洋
1971年⽣ΉΗɽ1999年株式会社Ϝϩωʤ現 株式会社Ϝϩω⽊⼯ʥͶ⼊社ɽ

ʰMARUNI COLLECTION ɼɦh MARUNI60ʱ等ɼ外部υδ΢ψーͳ͹企画Ν積極
的Ͷ推進ɽϔϧϱχ戦略Ώ商品企画ɼιーϩηϕϫϠーεϥϱ͹構築Ͷ携わΕ
現在Ͷ⾄Ζɽ2021年株式会社Ϝϩω⽊⼯代表取締役社⻑Ͷ就任ɽ ʰHIROSHIMAʱͶ座Ζ⼭中社⻑

ϝϧόγϫーϋ2019Ϝϩωϔーη
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建築と社会■2021.1212

創業以来特注１本 Ϊϧη͹Ψーφέοϣーϩ
株式会社中⽇ητϱχΠーφ 溝⼝季枝

聞͘⼿ ⿊栁亮 東奈⽣⼦

PROFESSIONAL FILE　02 GLASS CRAFT

Ϊϧη⼯芸 株式会社中⽇ητϱχΠーφ

 εョーϩーϞ兼ΠφϨΦ兼製作⼯場ͲあΖ中⽇ητンχΠーφ͹本社ʤ愛知県岡崎市ʥͶͺɼ

様々͵⾒ͪ͞ͳ͹͵いガϧη͹作品群͗所狭͢ͳひ͢ΌいͱいΖɽガϧηͳͺ͖͚΍美͚͢ɼ表情

Α͖ͪ͵΍͹ͲあΖ͹͖ͳɼ認識Ν新ͪͶさͦΔΗΖɽ中⽇ητンχΠーφͺɼ1981年͹設⽴以

来ɼ特注ガϧη͹製作Ͷͫ͞わͮͱ作品作ΕΝ続͜ͱいΖɽΠφϨΦɼ⼯場Ν巡Ε͵͗Δɼ作家性

ͳɼ企業体͹⼆⾯性Ν持ͯ稀有͵会社ͳいう印象Ν強͚感ͣͪɽͨΗ΍ͨ͹ͺͥɼh 芸術品Ν制作ͤ

Ζ作家͹集団ʱΝ組織化͢ɼh 装飾ガϧη͹総合企業ʱͳ͢ͱ成⽴さͦɼオンϨーワンΝ⽬指ͤͳい

う企業⽅針ͨ͹ΉΉͶɼ特注⼀本Ͳ΍͹Ͱ͚ΕΝ続͜ͱいΖ͖Δͫͳɼ溝⼝⽒ͺ話ͤɽガϧηͺɼ

光Ν通͢ɼ⾊Ν発ͤΖ美͢い素材ͲあΕɼ平⾯ɼ⽴体様々͵表現͗可能ͲあΖɽͨ͹可能性Ͷ魅了

さΗͪυδ΢ψーやオーψー͖Δ様々͵依頼͗舞い込ΞͲ͚Ζɽͨ͹依頼ͺ常Ͷ難解Ͳɼ独創的͵

΍͹ͻ͖Ε͹Γうͫɽͨ͹上ɼ求ΌΔΗΖ΍͹ͺ常Ͷ新͢い表現ͲあΕɼͨΗͩΗ͹建物や部屋͹

為Ͷ誂えͪオーφクοューϩͲ͵͜Ηͻ͵Δ͵いɽͨ͹度Ͷ新ͪ͵表現⼿法ͶοャϪンζ͢͵͗Δɼ

ͨ͹都度新ͪ͵作品Ν⽣Ί出͢ͱͪ͘ͳいうɽεョーϩーϞ͹作品群Ν拝⾒ͤΖͳɼͨ͹挑戦͹積

Ί重͸ͶΓͮͱ今尚進化͢続͜ͱいΖ事͗Γ͚分͖Ζɽ͞ΗΔ͹作品Νʹ͹ΓうͶ⽣Ί出͢ͱͪ͘

͹͖ɼ幾͖ͯ͹ϕϫζΥクφΝ取Ε上͝ͱ溝⼝⽒Ͷ͕話Ν伺ͮͪɽ

 ʰϕϨンηホτϩ名古屋ʱϫϑー͹17層͹吹͘抜͜Ν構成ͤΖ30m͹ガϧηΠーφ作品͹ξ΢ψϝックさͶ驚͖さΗΉͪ͢ɽ

͞͹作品Ν実現ͪ͢時͹͕話Ν聞͖ͦͱ͚ͫさいɽ

 ΉͥͺͣΌͶ΢ϱτϨΠυδ΢ψー͖Δ全体Ͳ幅6m×⾼͠30m ͳいう⼤͘͵⾯͹υδ΢ϱΝ依頼͠Ηͪͳ͘ɼ正直ͨ͹⼤͘͠Ν͵͖͵͖認識Ͳ͘Ήͦ

ΞͲͪ͢ɽͳͶ͖͚⼤͘いɽ͞͞ΉͲ⼤͘い作品ͺ今ΉͲ作ͮͪ事͗͵͖ͮͪ͹Ͳɼ吹͘抜͜͹あΖϑϩΝ探͢ͱͺ⾜Ν運;ɼ⼤空間Ν体感ͤΖͳいう

事Ν繰Ε返͢ͱɼ⼤͘͵⾯͹υδ΢ϱͳͺʹうあΖ΄͖͘Ν⾃問⾃答͢Ήͪ͢ɽͨ͹時⾊々͵⼤空間Ν⾒ͱ回ͮͱ⼀番⼤事Ͷͤ΄͘ͳ感ͣͪ͹ͺʰ⾒上

͝ͱ眺Όͪ時Ͷʹう⾒えΖ͹͖ʱͳいう事Ͳͪ͢ɽ

帝国ϙτϩ 鉄板焼͘ 嘉⾨

ϕϨϱηϙτϩ名古屋
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 ͨ͢ͱυδ΢ψーΓΕ⽰͠Ηͪʰ空͹浮͘΀͸ʱͳいうαϱιϕφͶ対͢ͱɼ何

案΍提案ͪ͢中͖Δ絞ΔΗͪ͹ͺɼ⽔⾯Ν΢ϟーζͪ͢流ΗΖΓう͵ϧ΢ϱͳɼ動

͘͹あΖ⽔⽟͹柄Ν組Ί合わͦͱɼ軽快感・浮遊感Ν表現ͪ͢図案Ͳͪ͢ɽ下͖Δ

上΃ͳ伸;Ώ͖Ͷ⽔͗流Ηɼ少ͥͯ͢ϓΥーχΠΤφ͢ͱい͚Γう͵υδ΢ϱͲɼ

全体Ͳ粗密Νͯ͜ͱ表現ͪ͢͹Ͳɼ１１９ 枚͹Ϊϧηͺ全ͱ違うυδ΢ϱͲɼͽͳ

ͯͳ͢ͱ同ͣ柄ͺあΕΉͦΞɽ͞͞Ͳɼ最初Ͷ⾒ͱ回ͮͪ⼤空間研究Ν元Ͷ⼯夫Ν

施͢Ήͪ͢ɽ実ͺ⼈͹⽬ͺɼ遠近感ͶΓͮͱ遠い΍͹Άʹ⾃分Ͳ思ͮͪΓΕ⼩͚͠

⾒えΖͪΌɼ上部Ͷ⾏͚Άʹ柄͹粒Ν⼤͚ͪ͘͢Εɼ線Ν太͚ͪ͢Εɼ下͖Δ⾒上

ͪ͝時Ͷ遠近感Ν感ͣͯͯ΍柄͹存在感͗失わΗ͵いΓうͶͳ考えͪ͹Ͳͤɽ͞Η

Δ͹υδ΢ϱ画ͺ全ͱ原⼨Ͳυδ΢ψーͳ⼀緒Ͷ確認Ν⾏いΉͪ͢ɽ

 ΉͪɼΪϧη͹表現⼿法Ͷͯいͱ΍ɼ樹脂Ͳ凹凸感Ν出ͤ案Ώɼ裏͖ΔΦροϱ

ή͢ͱϠΠϪ効果Ν出ͤ案等ɼ⾊々͵提案Ν何通Ε΍⾏いɼ最終的Ͷͺϝϧーͳ

ΦροϱήΝ使⽤͢ͱɼ映Ε込ΊͶΓΖ奥⾏͘͹あΖ表現Ν採⽤͢Ήͪ͢ɽ⼀部摺

ΕΪϧηΝ交えͱ淡͚⾒ͦͱいΖ部分͗あΕΉͤ͗ɼͨ͹⾊味Ͷͯいͱ΍何度΍γ

ϱϕϩΝ作ͮͱ調整Ν⾏いΉͪ͢ɽ原⼨γϱϕϩΝい͚ͯ΍作Ε͵͗Δɼ昼ͳ夜͹

違ͮͪ光環境Ͳʹ͹ΓうͶ⾒えΖ͖͵ʹɼ多⾓的͵検討ͳ微調整͹積Ί上͝ͶΓͮ

ͱ完成Ͷ⾄ΕΉͪ͢ɽ実際Ͷ空間Ͷ⼊ͮͱɼ周Ε͹΢ϱτϨΠͳ調和ͪ͢完成形Ν

⾒Ζͳɼ想像以上͹迫⼒ͳ美͢͠Ͷɼͪͫͪͫ感動͢Ήͪ͢ɽ͞ΗΝ実現Ͳͪ͘事

͗ɼ私ͪͬ͹強ΊͶ΍͵ͮͪͳ思いΉͤɽ

 平⾯ͫ͜Ͳ͵͚ɼ造形的͵⽴体作品΍作ΔΗͱいΖͳ͕聞͘͢ͱいΉͤɽ

ʹ͹Γう͵作品Ͳ͢Βう͖ɽ

 名古屋市͖Δ͹依頼Ͳ製作ͪ͢ɼ有松駅前͹屋外Ϡωϣϟϱφʰ藍流ʤあいΖʥɦ

Ͳͤ͸ɽ歴史ͳ伝統͹あΖ有松絞ΕΝΪϧηͲ表現͢ͱɼ有松駅͹⽞関⼝Ν演出͢

ͱ欲͢いɼͳいう依頼͗あΕΉͪ͢ɽ有松絞Ε作家͹早川嘉英⽒͹作品Ν元Ͷυδ

΢ϱΝ作成͢ɼ深͚美͢い⻘͹⾊合いͳɼ軽Ώ͖Ͳ涼͢い感触Ν前⾯Ͷ出͢ɼ有松

Δ͢͠Ν表現͢Ήͪ͢ɽ全体Ͳ １４ϟーφϩͳいう屋外͹⼤型ϠωϣϟϱφͲͤɽ

試⾏錯誤͹上ɼ有松絞Ε͹柄ͺ綺麗Ͷ表現出来Ζͳ͞ΘΉͲͪʹΕ着いͪ͹Ͳͤ͗ɼ

屋外͹環境Ͷ耐えうΖ強度͹΍͹ͳいう難題͗あΕΉͪ͢ɽ直射⽇光Ώ⾬⾵Ͷ当ͪ

Ε͵͗Δ΍ɼ破損Ώ変⾊変形Ν͢͵いΓう͵仕様ͳ͢͵͜Ηͻ͵Δ͵͖ͮͪ͹Ͳͤɽ

⾊々͵⽅法Ν考えΉͪ͢ɽ⼀部Ν樹脂Ͷͪ͢Εɼ合わͦΪϧηͶͪ͢Εɼ何⼗回ͳ

実験Ν繰Ε返͢Ήͪ͢ɽ最終的Ͷ三重構造͹焼成ΪϧηΝ採⽤͢ɼ濃い⻘͹Ϊϧ

η・淡い⻘͹Ϊϧη・έϨΠΪϧη͹ 3重構造ͶΓͮͱ有松絞Ε͹柄Ν表現͢ɼ更

Ͷ強化ΪϧηΝ樹脂合わͦ加⼯Ͳ重͸Ζ事Ͳɼ強度Ν保ͯ⽅法Ν提案͢Ήͪ͢ɽ通

常ͺ屋外側Ν強化ΪϧηͳͤΖ⽅͗強度͗保ͪΗΖ͹Ͳͤ͗ɼ関係者ΓΕʰ表⾯ͺ

⼿作Ε感͹あΖ有松絞Ε柄͹Άう͗良いʱͳ͹意⾒͗あΕɼ強化Ϊϧηͺ内側ͳ͢

ͱ試験場Ͳ装飾Ϊϧη衝撃試験Ν実施͢Ήͪ͢ɽͨ͹結果JIS 規格同等品ͳ認定͠

Ηɼ無事Ͷ完成Ͷ⾄Ζ事͗出来ͪ͹Ͳͤɽ⾮常Ͷ⼿͖͖͗ΕΉͪ͗͢ɼ͞ういͮͪ

経験Ν積Ξͫ事Ͳ仕事͹幅͗広͗ͮͪ͹ͫͳ思いΉͤɽ

幅6ｍ×⾼͠30ｍ͹Ϊϧηυδ΢ϱ画

有松駅前͹屋外Ϡωϣϟϱφʰ藍流ʤあいΖʥɦ
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 ガϧηͶΓΖ和͹表現Ͷ΍挑戦さΗͱいΉͤ͸ɽ

ͨ͹技法Ͷͯいͱ教えͱ͚ͫさいɽ

 帝国ϙτϩ東ښ͹鉄板焼͘ʰ嘉⾨ʱ͹ΩΤϱνーώρέ⼀⾯Ͷɼ絵画͹

Γう͵壁⾯ΝΪϧηͲ表現ͤΖͳいうϕϫζΥέφ͗あΕΉͪ͢ɽͨ͞Ͳ

私ͪͬ͗提案ͪ͢͹͗ʰ墨流͢ʱͳいう⽇本͹伝統技法ΝΪϧηͲ表現͢

ͪ作品Ͳͪ͢ɽΪϧηΝΦροϱή加⼯ͪ͢箇所Ͷɼ⿊⾊͹塗料Ν流͢込

Ίɼͨ͹上Ͷβーϩχ͹ήϧυーεϥϱΝ塗装ɼ最後Ͷ銀箔Ν貼ͮͱ仕上

͝Ήͪ͢ɽ鉄板焼͘αーψーͳ͢ͱ͹清潔感ɼ清掃性͹観点͖ΔΪϧηΝ

選定͠Ηͪͳ聞いͱいΉͪ͢͹Ͳɼ室内側͹Ϊϧη表⾯Ν無加⼯ͳ͢ɼ裏

側Ͷʰ彫刻Ϊϧη絵ʱ͹技法Ν施ͤ͞ͳͲ⽴体感Ν出͢ͱいΉͤɽ完成͢

ͪ空間Ν⾒ͱɼ⼤胆͵墨流͗͢空間͹主役Ͷ͵ͮͱいͱɼ⽇本的͵⼼地Γ

い空間Ν作Ζ͞ͳ͗出来ͪͳ感ͣΉͪ͢ɽʤ写真：扉Ϙーζ上ʥ

 本社Ͷͺガϧη⼯場΍併設さΗͱいͱɼ⼯場Ν案内いͪͫ͘͵͗Δɼ今ΉさͶ製作中͹ガϧη作品͹制作⼯程Ν⾒ͦͱ΍Δͮͪɽ各⼯程͹説明Ν聞͘

͵͗Δɼ1枚͹ガϧηͶɼ⾊々͵技術Ν惜͢΋事͵͚注͙込Ίɼ社内͹υδ΢ψーͳ製作担当͗愛情Ν込Όͱ作ͮͱいΖ事Ν肌Ͳ感ͣΖ事͗Ͳͪ͘ɽh 出

来͵いͳͺ絶対Ͷ⾔わ͵いɽɦ ͳいう͹͗会社͹ポϨεーͫͳ溝⼝⽒ͺ話ͤɽʹΞ͵Ͷ難ͨ͢うͶ聞͞えͱ΍⼀旦͕話Ν聞いͱ持ͬ帰Ζɽ͖ͨ͞Δ悩΋

ʤ笑ʥɽ苦͚͢΍あΖ͗ɼ挑戦ͤΖ楽͢さ΍あΖɽ新͢い事Ͷ挑戦ͤΖ͖Δͨ͞新͢い技術͗⽣ΉΗͱ͚Ζͳ信ͣͱ続͜ͱいΖ͹ͫͨうͫɽ今ͺɼガϧη

ͳ異素材ͳ͹組Ί合わͦͶ΍挑戦͢ͱいΖͳ͹事ͲɼΉͫΉͫ留ΉΖ͞ͳΝ知Δ͵い驚͘͹熱量ͲあΖɽ1枚͹ガϧηͶ込ΌΖ想い͹熱量Ͷ魅ͦΔΗͪ

1⽇Ͳあͮͪɽ興味͹あΖ⽅ͺ是⾮⼀度岡崎Ν訪ΗͱΊͱ欲͢いɽクϨΦ΢τΡϔ͵΢ンηϒϪーεョンΝ⼼地Γ͚͚ͤ͛ͮͱ͚ΗΖͫΘうͳ思うɽ

巷嬢どば姓咋捨秦

『朴琉す』ばギルセドジウヵ芽

溝⼝季枝     
愛知県⽴旭丘⾼校美術科・名古屋芸術⼤学卒業後

㈱中⽇ητϱχΠーφͶ⼊社ɽ
制作室室⻑Ν経ͱΠーφήϧηΠχώ΢δーͳ͵Ζɽ

設計⼠・υδ΢ψーͳαϧϚϪーεϥϱ͢ͱɼ
空間Ͷ調和ͪ͢ΠーφήϧηΝ数多͚提案͢ͱいΖɽ

中⽇ητϱχΠーφ͹ΪϧηͶΓΖ多様͵表現⼿法

績惣ギルセ瑠 厘斉；舶 ばめど搾づち豹摸 琶舵づちギルセ

明芽ゆ捨秦きるば淵捨 目勿ば奥椴 睡笛ばりえぬ豹舷 イ‐ナギルセァ叔はち豹舷 来鉐裁巷ばりえぬ豹舷

⼯場Ͳ͹Ϊϧη作品制作過程
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建築と社会■2021.1216

倒Ηͱ΍砂Ν͖ͯΞͲ⽴ͬ上͗ΖɼͨΞ͵集団ͲあΕͪい
㈱北海鉄⼯所 景観事業部 ⽇吉章泰

PROFESSIONAL FILE　03 IRON WORKS（Monument Factory）

Ϡωϣϟϱφ・特殊⾦属加⼯
株式会社 北海鉄⼯所

 ʤ株ʥ北海鉄⼯所ͺ創業者・林泰俊ʤڙ年93ʥ͗12歳͖Δ奉公͢15歳͖Δ溶接⼯ͳ͢ͱ職⼈͹道Ν極Όɼ戦後

1946年Ͷ⼤阪⻄成Ͳ林溶接⼯業所Ν起業ɼ⼀代ͲϕϧϱφΏνϱέͶ使わΗΖʰ鏡板ʱ͹φρϕϟーΩーͶ成⻑͠

ͦΖɽ創業者͹精神ͺʰ社是ʱͳ͢ͱ社員全員͹柱ͳ͵Εɼ後Ͷ私ͪͬ͹意識Ͷ⼤͚͖͖͘わΖ͞ͳͳ͵Ζɽ

 ͨ͹様͵中ɼ⼤型ϕϪη機加⼯技術・原図展開ͳ三次元組⽴技術Ν使いϏϔϨρέΠーφηίーϕ部͗1980年代

Ͷ発⾜ɼϠωϣϟϱφ・Πーφ・彫刻作品等ɼώϔϩ期͹好景気Ν受͜東ښ・⼤阪ͶΨϓΡηΝ構え総勢15名͹η

νρϓͲ事業Ν展開ɽ͖͢͢鏡板͹堅調͵売上Ͷ対͢ɼώϔϩ崩壊後ɼ単発仕事ͺあΖ΍͹͹後継部署ͳ͵Ζ景観

事業部ͳ͢ͱͺζϨ貧͹状態ͳ͵Ζɽηνρϓ΍ 2 名ͳ͵Ε存続⾃体不明確͵状態͗͢ͻΔ͚続͘ɼh 何͗い͜͵い

ΞͫΘう？技術Ώ実績ͺあΖ͹Ͷ？ΆΞͳ何͗ξϟ͵ΞͫΘう？ʱͳ͕荷物部署ͳ͵ͮͪ私ͪͬͺɼͪͫ͗΋͢Ύ

ΔͶ⾃問⾃答͹⽇々Ν過ͤ͟͞ͳͶ͵ͮͪɽ

嘘Ίͪい͵話͖Δ始Ήͮͪ物語

ͨΞ͵悶々ͳͪ͢⽇々͹2007年春頃 

野島：͞Η⾒ͱ欲͢い͸Ξ͜ʹ・・・・

⾦銅：何͖ͤ͞Η！͞Ξ͵興味あΕΉͪͮ͢͜？

野島：͞ΗΝ50倍Ͷͮͱ・・・・

⾦銅：えーーーーーーーϜζ͖ͮͤ！！

͖ͨ͞Δͤ΄ͱ͗始Ήͮͪɽ

 私達ͳ⼯場全員͗出来Ζ͹͖͵？ͳ不安Ͷ思ͮͪɽ΍͢阪神⼤震災復興ϕϫζΥέφͲあΖ神⼾鉄⼈ϕϫζΥέφ͗失敗Ͷ終わΗͻ事業部ͺ͕Θ͖会社͹

存続ͶΉͲ影響Ν与えΖ͞ͳͶ͵ΖɽϕϫζΥέφͺ費⽤Νͤ΄ͱ寄付⾦ɼ半額΍集Ήͮͱい͵い状態ͲあΕɼͨΞ͵中ɼ寄付⾦募集͹広告ɼϛηνーͫ͜

Ͳͺ具体性Ͷ⽋͜ɼ本当Ͷ作Δ͵いͳ訴え͗弱いͳ地元住⺠ͳ神⼾市͹担当者約20名͗弊社΃嘆願Ͷ来ΔΗɼ΍͢最終⾦額͗⾜Δ͵͖ͮͪΔ͞͞ͶいΖ全員

Ͳ⾝銭Ν払いɼͨΗͲ΍⾜Δ͵い場合ͺ北海͗補填ͤΖͳいうɼ林社⻑ͳ͹直談判͹末ɼηνーφͶ踏Ί切ͮͪɽ今Ͳͺ信ͣΔΗ͵い契約内容ͲあΖɽ

ʤ左上ʥ⽵中⼯務店名古屋⽀店 ΠΤφχΠηϘーηΨϔζΥ ʤ右上ʥ三宮ϕϧρς
ʤ左下ʥ⾦沢21世紀美術館ʰϏϑϨΨϱΉΖ  ɦ ʤ右下ʥ神⼾鉄⼈28号

ʰ社是ʱ林泰俊 書

 完成形͹模型ͳϏーς分͜͠Ηͪ1/50͹模型͹Ί͗届͜ΔΗͪ
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様々͵難問Ν超えͱ出来ͪ鉄⼈

 同時期ɼ東ښͲʰ1/1ΪϱξϞʱ͗注⽬Ν浴;ͱいͪɽ巨⼤広告代理店ɼ製作ͺ国

内最⼤⼿展⽰会社ͳ莫⼤͵⾦額Ν͖ͪ͜誰΍͗敬うϕϫζΥέφɽ⽐΄Ζ΍͹Ͳͺ͵

い͗地元͹NPO企画͹΍ͳͲ進ΌΔΗɼ製作΍岸和⽥͹ʰ町⼯場 ɽɦ設計構造計算段

階Ͳ最初直⽴͹鉄⼈Ν予想͢ͱいͪ͗ɼυδ΢ϱαϱϘ͗⾏わΗɼ造形作家速⽔仁司

⽒͹原型ʰϓΟ΢φ⼀発ϛーθʱͲ決定ɼ再度構造設計構造計算Ν⾏ͮͪɽ3D解析展

開͢ͱ忠実Ͷ模型意匠Ν実物⼤Ͷ再現ͦ͠Ζ͹Ͷ苦慮͢ɼ当初ͺ重量ΨーώーͶΓΖ

NGΏ基礎⼯事費͹拡⼤等͹問題͗発⽣ɼ何度΍検討Ν重͸ͪ末ɼ意匠板Ν製作可能

͵限Ε出来Ζͫ͜薄͚͢ͱ軽量化Ν図Εɼ基礎΍杭打⼯事ͳ併⽤Ͳ͘Ζ深層杭基礎⼯

法Ν採⽤ɽ意匠板͹Ϗーς数ͺ約700枚Ν 1 枚 1 枚所定͹形状ͶϕϪη加⼯͢ɼ⾻組

Ͷ貼Ε合わͦ組⽴͢ͱい͚ͳいう気͗遠͚͵ΖΓう͵作業ɼͨΗͺ 1 枚 1 枚職⼈͗焼

͘⼊ΗɼύϱϜーͲ叩͘ɼ何΍͖΍͗⼿作Ε感満載ɽ汗͚͚͠・⼈間味͗あͮͱ・泥

͚͚͠ͱ・油ΉΊΗ͹鉄⼈ɽ18ヶ⽉Ν要͢完成ͪ͢ͳ͘Ͷͺʰ⼼͗震えΖʱ感覚Ν経

験ͪ͢ɽ͞͹経験Ͳ私ͪͬͺʰ嘘͹Γう͵話Ͳ΍出来ΖͳいうοΩϧΝ信ͣɼ転ΞͲ

΍ͨ͹経験Ν⼿Ͷ何度Ͳ΍⽴ͬ上͗Ζʱ͞ͳΝ知ͮͪɽ今ͺ亡͘林代表͗ϨηέΝ背

負ͮͱΉͲ遂⾏ͪ͢͞͹ϕϫζΥέφͺɼͤ͵わͬʰ社是ʱ͹具現化ͪ͢仕事ͳ感ͣ

ͪɽͨう͢ͱ次͹挑戦Ͷ⽴ͬ上͗Ζ事͗出来ͪɽ再;͞͹感動Ν求Όͱ・・・・

⾦沢21世紀美術館 ϏϑϨΨϱʰΉΖʱ

 妹島和世＋⻄沢⽴衛/SANAAͶΓΖ⾦沢21世紀美術館͹新ͪ͵εϱϚϩͳ͢ͱ計画͠ΗͪʰΉ

Ζʱͺɼ直径1.8m͹ητϱϪη͹鏡⾯͹球͗16個集Ήͮͱ全体ͳ͢ͱ 1 ͯ͹球ͳ͵Ζ形͹Ψϔ

ζΥɽΉͥͺ16個͹半球Ν 2 個製作͢実作ͳ同等͹溶接施⼯ͳ鏡⾯仕上Ν施͢ɼ実作Ͷ向͜ͱ͹

Πϕϫーοͳͪ͢ɽ結果ɼ半球 1 個Ͷ対͢ 5 ϏーςͲ分割＋ϕϪη＋溶接＋仕上͝͹施⼯⼿順͗

出来上͗Εɼ鏡⾯加⼯ͺ設置ΉͲ全体 2 回ώϓ研磨ɼ現地Ͳ΍ 2 回ϕϧη最終全体ώϓ研磨ͳい

う施⼯⼿順Ν計画ͪ͢ɽΉͪɼ事前Ͷ3DCADΝ⽤い⽴体的Ͷ球同⼠͹形状Ώ球ͳ柱͹結合部͵ʹ

図⾯化͢Ͷ͚い箇所͹検討Ν積Ί重͸ɼ組⽴⽤治具Ώ切断⽤治具͹考案Ͷ͖͵Ε͹時間Ν費Ώ͢

ͪɽ期中難易度͹⾼い箇所Ͷ於いͱͺɼ部分ϠρέΠρϕΝ製作͢現物Ͷͱ検証͢設計者Ͷ了承

Ν得ΖͶ⾄ͮͪɽ

 現地ͲʰΉΖʱ͹形状͗解ΖΓうͶ͵ΖΉͲ約 3 週間Ν要ͪ͢ɽ͖ͨ͞Δ柱͹溶接ɼ検査ɼ仕

上͝ͳ全ͱ͹溶接箇所Ν記録ͪ͢ɽΓうΏ͚姿Ν現ͪ͢ʰΉΖʱͫ͗ɼ͖ͨ͞Δ最終全体ώϓ仕

上͝Ν⾏いɼ全体͹仕上͗ͮͪ姿Ν⾒ͦͪ͹ͺ着⼯͖Δ約 1 ⽉半後Ͳあͮͪɽ

 気Ͷ͵Ζ個所Ν探͢ͱͺ直͢ͱい͚・・・ɼ終わΕ͹͵い作業͗続いͪɽ⾜場͗外Ηɼ初Όͱ⽬

Ͷͪ͢ʰΉΖʱ͹全体像ͺ宙Ͷ浮いͪ⾶⾏船͹ΓうͲ΍あΕɼ⼯事Ͷ͖͖わͮͪ全員ɼ陽͗沈΋

ΉͲͥͮͳ⾒ͯΌͱいͪɽ材料Ν切Ε出͢ͱ͖Δ約 1 年半Ν要ͪ͢作品͹完成形ɽ美術品ͲあΕɼ

建築構造物Ͳ΍あΖϏϑϨΨϱʰΉΖʱͺ私達͖͗ͯͱ関わͮͪ作品作Ε͹中Ͳ΍ͳΕわ͜特別

͵΍͹ͳ͵ͮͪɽ設計者SANAA＋構造設計Aおきp＋㈱⽵中⼯務店＋㈱北海鉄⼯所͹ 4 者͗完璧͵Ή

Ͳ͹ηέϧϞΝ組Ίɼ製作Ͳͪ͘͹͗良͖ͮͪɽ͕互い͹信頼関係ͳ熱意͗あͮͱͨ͞͹作品Ͳ

あΖɽ

鉄⼈28号完成ιϪϠωー͹様⼦

ʰΉΖʱ制作⾵景
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兎Ͷ⾓磨͚・・・⽵中⼯務店名古屋ιϱνーϑϩ

 ㈱⽵中⼯務店設⽴110周年記念事業ͳ͢ͱɼ名古屋ιϱνーϑϩ͹ 9 F会議ηϘーη͹Ϩ

ωϣーΠϩͶ͕͜Ζ屋外ΠーφηϘーη⼯事ɽ緩Ώ͖͵局⾯͹鏡⾯板ͺɼ中央Ͷ配置͠Η

ͪ紅葉Ν⽔盤͹͟ͳ͚映͢出ͤ作品ɽ

 1.6ｍ×2.4ｍ͹ 4 mmητϱϪηΝϕϪη後溶接͢ɼ磨͘上ͪ͝作品ɽ設置Ͷͺ隣接道

路͖Δ100がϧϓνーͶͱ 9 F͹τϧηΉͲ荷揚͝ɼ重量͹制限͖Δ・室内ϗϱο部 2 分

割・屋外部 2 分割͢ͱ現地Ͷͱ溶接ɽ約 4 週間全体ώϓΝ施⼯͢ζϥ΢ϱφ処理͢ɼ美͢

い輝͘Ͷ仕上ͪ͝ɽ溶接͹技術ͳ磨͘͹技Ν持ͯ職⼈͗ͤ΄ͱ͹⼯程Ν⾏うɽ分業Ͳͺ出

来͵い作品ͲあΖɽ

ͳΕあえͥ原⼨・・・W⼤阪

 2021年 3 ⽉Ͷ開業ͪ͢ϧήζϣΠϨー・ϧ΢ϓην΢ϩϙτϩʰW⼤阪 ɽɦ⼤阪Ͷ⽇本

初上陸͹ϙτϩ͗開業ͤΖͳいう話題͗あΕ営業活動Ν開始ͪ͢ɽ極⼒多͚͹特殊装飾⾦

物Ν受注͢Γうͳ考えɼϏϔϨρέηϘーηͲͺɼ 1 FΦϱφϧϱη͹φϱϋϩ造作・ 1 F

͖Δ 2 FͶ͖͜ͱ͹階段壁⾯造作・ 1 F− 2 F͹天井造作Ν担当͢ɼ客室ͺϏρέϜϱΩー

χϙϩξーɼͨ͢ͱ⼀室ͫ͜あΖΦέηφϨーϞWOWϘϱφύΤηη΢ーφ͹εϡϱϏ

ϱϚΤϩ浴槽Ν制作ɽͤ΄ͱワϱΨϓ品͹ͪΌɼ照明Ώ視覚ͶΓΖ確認ͺɼ原⼨Ϡρέ

ΠρϕͲ検討Ν重͸ɼ⼯場Ͳ確認͢ͱ΍Δͮͪɽ多͚͹作品ͺ͞͹ΓうͶ実作Ͷ͕いͱ検

討͠Ηɼυδ΢ψー͹不安要素Ν払拭ͤΖɽͨ͢ͱΓΕέΧϨτΡー͹⾼い精度΃ͳ引͘

上͝ΔΗΖɽ

300/650枚͹張替作業・・・三宮ϕϧρς

 神⼾市三宮αϱϘͶ͕͜Ζ作品ɽSS400͹鉄板 6 mm͗650枚個別Ͷ溶接͠Ηɼ下⾯Ͷͺ

鏡⾯板͗張Ε付͜ΔΗ街͹⾵景Ν切Ε取Ζ作品ɽ構造的Ͷͺͤ΄ͱ͹⾻格ͳ͵Ζ板͹溶接

継ͺ溶͜込΋深度ΝあΔ͖ͣΌ想定͢施⼯ͤΖ͞ͳͲ͞͹複雑͵形状Ν⽀えΖɽ溶接ͶΓ

Ζ伸縮Ͳ張Ε付͜ΖητϱϪη板͹隙間͗変わΕɼ650枚͹内ɼ300枚Ν張Ε替えɽητϱ

Ϫη板Ͷͺ全ͱ͹箇所Ͷ机上計算値Ν加え全ͱ取付ͪ͜ɽ͖ͨ͞Δ実物実測・再切断͢ɼ

均⼀͵仕上͝ͳ͵ͮͪɽ͞Η΍Ήͪ予測Ͳ͘͵い終わΕ͹⾒え͵い仕事Ͳあͮͪɽ

他者͗認ΌΖϕϫ集団

 2000年Ͷ⼊ͮͱ͖Δ⼤⼩300以上͹物件Ν完成ͦͪ͠ɽ共通ͤΖ͹ͺʰ͕困Ε物件ʱͲあͮͪɽʹうΏͮͱ͚ͯΖ͹͖？ͫΗ͗？ʹ͹ΓうͶ？

多͚͹案件ͺʰ岸和⽥͹北海ΏͮͪΔ出来ΖΞͳ違う？ʱͲͪ͢ɽ考えͶ考え抜͘最善͹⽅法Ν探ͤɽ失敗ͪ͢Δ他͹⽅法Ν探ͤɽ地道Ͷ泥臭͚進΋͢

͖͵いɽ決͢ͱ格好͹良い΍͹Ͳͺ͵い͗ɼ最⾼͹職⼈ͳ最⾼͹技術者Ͷ恵ΉΗɼ多͚͹作品Ν制作ͪ͢ɽͨ͞Ͷͺʰ流儀ʱΏʰϕϫϓΥρεϥψϩʱ

ͳいうͫ͞わΕͺ͵いɽͪͫ⼀ͯあΖ͹ͺɼ私ͪͬͺʰ他者͗認ΌΖϕϫ集団ʱͳ͢ͱ͞Η͖Δ΍初Όͱ鉄⼈28号͗⽴ͬ上͗ͮͪ瞬間͹感動Ν΍う⼀度

求Όɼ倒Ηͱ΍砂Ν͖ͯΞͲ⽴ͬ上͗ΖɼͨΞ͵⼈間͹集ΉΕͲあΕͪいͳ考えͱいΖɽ

溶接後全⾯Ν職⼈͹技術Ͳ鏡⾯Ͷ加⼯
設計：株式会社⽵中⼯務店ɼ⻑⾕川 寛ɼ上河内 浩

1枚毎調整͢貼Ε付͜ɼ隙間͗合致͢͵い΍͹ͺ再製作
設計：ʤ株ʥ畑友洋建築設計事務所

⽇吉章泰
建設κϋαϱ・υΡϗϫρϏー職Ν経ͱ2007年ΓΕ現職
数々͹⼤型案件Ν担当

W⼤阪 原⼨ϠρέΠρϕ検査
内装設計：Concおeがe

建築設計：⽇建設計 内装実施設計：⽇建ηϘーηυδ΢ϱ
内装施⼯ 乃村⼯藝社
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つなぐ100年

北海グループは創業7 5周年を迎え「未来に向けて躍進する北海グループ」をテーマに、

新しいロゴマークのもと新たな 1 歩を踏み出します。

モニュメントHP

#ONE
HOKKAI



建築と社会■2021.1220

特注ΩーϘρφ͹要点ͳ新ͪ͵挑戦
⼤阪営業開発部 ⾕村博成

PROFESSIONAL FILE　04 TEXTILE  MANUFACTURING

内装ϟーΩー 株式会社川島織物ιϩαϱ

 ͞͹企画͹話Νいͪͫいͪ時ɼあΕ͗ͪい反⾯ɼ何Ν書いͪΔΓい͹͖悩ΊΉͪ͢ɽ過去Ν思い返ͤͳɼ特注ΩーϘρφͺʰΏΕ⽅͗わ͖Δ͵い ɼɦ

ʰ⾼ͨうʱ͵ʹ͹΢ϟーζ͖Δ採⽤Νあ͘ΔΌΔΗͱいΖͳ感ͣΖ場⾯͗何度΍あΕΉͪ͢ɽΨϨζψϩ͹意匠Ν作Ηɼ΢ϟーζ͠ΗΖ内装空間͚ͯΕͶ

ͺ΍ͮͱ͞い͹特注ΩーϘρφ͵͹Ͳͤ͗ɼ特注ΩーϘρφΝ検討͠ΗΖ設計者ͺ限ΔΗͱいΉͤɽ͖͚ͦͮ͵͹Ͳ皆様Ͷ少͢Ͳ΍⾝近Ͷ感ͣͱいͪͫ

͚ͪ͘ɼh 特注ΩーϘρφ͹製作͹要点ʱͳɼh 新ͪ͵ϜτϨΠϩ作ΕͶ⼀緒Ͷ挑戦͢ͱい͚ʱͶͯいͱ͕話Νͦ͠ͱ͚ͫ͠いɽ

 内装ϜτϨΠϩΝ選定͠ΗΖ時ɼ皆様ͺɼ⾒本帳Ώɼ各社ΤΥϔγ΢φ͵ʹΝ参考Ͷɼ必要͵際ͶγϱϕϩΝ依頼͠ΗͱいΖ͖ͳ思いΉͤɽ残念͵͗

Δɼ我々ΩーϘρφϟーΩー͗関与ͦͥͳ΍ɼ内装業者様経由Ͳ納品͠ΗΖ͞ͳ΍多々あΕΉͤɽ͖͢͢͵͗Δɼ特注ΩーϘρφͺ違いΉͤɽ施⼯Ν請

負う前提Ͷͱɼͨ͹後͹ϟϱτψϱη΍΀ΉえɼέΨϨτΡーΏυδ΢ϱɼΩーϘρφ͹割付͜ʤζϥ΢ϱφ位置ʥ͵ʹ΍検討͢Ήͤɽͨ͹⼤前提Ͷ基

Ͱ͘ɼ΢ϟーζ͠ΗΖυδ΢ϱΝ具現化͢ɼ͟予算内Ͳ納品ͤΖ͞ͳ͗ɼϟーΩー͹責任ͳ考えͱいΉͤɽ

案件概要ͳɼυδ΢ϱ΢ϟーζ͹共有化
 特注ΩーϘρφ͹製作ͺɼ最初͗⼀番肝⼼Ͳͤɽ⾊々͵͟事情ͺ͕あΕͳ思

いΉͤ͗ɼ可能͵͖͙Ε͹情報共有Ν͕願いͪ͢い͹Ͳͤɽʹ͹Γう͵意匠Ͷ

ͪ͢い͹͖？ ΢ϟーζͺ？ αϱιϕφͺ？ ͟予算ͺ？ ΦϨΠͺ？ ΦϨΠ͟ͳ

͹使⽤⽤途ͺ？ 施主ͺ？ 運営会社ͺ？ ηίζϣーϩͺ？ ΍ͬΘΞ図⾯΍！͵

ʹ͵ʹɽʹう͖ɼうΞ͡Ε͢͵いͲ͚ͫ͠いɽ͗͞͞結構͕互いͶͳͮͱ重要

͵͹ͲͤɽΩーϘρφͶͺ種類͗あΕɼͨΗͩΗ出来Ζ意匠ͳ⾦額͗異͵ΕΉ

ͤɽΉͪɼΦϨΠ͟ͳ͹許容έΨϨτΡー͗わ͖Εɼ図⾯͗あΗͻɼϫη率͹概

算΍͖ͯΌΉͤɽ例えͻɼϫーϩΩーϘρφͺ製作幅ʤ基本3640⼱ʥ͗⼤͘い

͹Ͳɼν΢ϩΩーϘρφΓΕ΍ϫη率͗⾼͚͵ΕΉͤɽ何΍考慮͢͵͜Ηͻɼ同

ͣ10,000/㎡͹製品Ͳ΍ɼν΢ϩΩーϘρφͺ実㎡あͪΕ11,000円ɼϫーϩΩー

Ϙρφͺ実㎡あͪΕ16,000円Ͷ͵ͮͱ͢Ήう͵Ξͱ͞ͳ΍多々あΕΉͤɽ客室

͹⼤͘͠Ώ廊下幅Ν͕知Δͦい͚ͪͫͫ͜Ͳ΍ɼΓΕΓい΍͹Ν効率的Ͷ使ͮͱ

い͚ͪͫ͟提案ʤυδ΢ϱʥ͗出来Ήͤɽ逆Ͷɼ予算以上͹͟提案Ͷ͵Ζͳɼ最

初͖Δυδ΢ϱΏΕ直͢Ίͪい͵ίーη΍あΕɼ͕互いͶ不幸Ͷ͵ΕΉͤɽΉ

ͪɼ例えͻϙτϩ案件͵ʹͲͺɼ同系列͹ϙτϩͲʹ͹͚Δい͹ήϪーχ・素材

͹製品͗採⽤͠ΗͱいΖ͖͵ʹ͹情報Ν͟提供Ͳ͘Ζ場合΍あΕΉͤɽ

全455⾊͹ΨϨζψϩΩϧーϚϱτϱ
Τーϩ製・特注ΩーϘρφ͹⾊選定Ͳ使⽤
都・市原͹本社⼯場Ͷͱ染⾊͢ͱいΉͤښ

 ΨϨζψϩϚϱτϱ染⾊⼯程΢ϟーζ
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 Ͳͺ͞͞ͲɼΩーϘρφͶͺʹ͹Γう͵種類͗あΖ͹͖Ν簡単Ͷ͟説明͢Ήͤɽ

⼤͚͘分͜Ζͳɼh 織ΩーϘρφʱͳʰνϓφΩーϘρφʤ刺͢ʥɦ Ͷ分͖ΗΉͤɽh 織ʱͺ基布ͳϏ΢ϩ͗⼀体Ͷ͵ͮͱ織Ε上͗ͮͱい͚⼿法ͲʰΤΡϩ

φϱʱΏʰΠΫηϝϱηνーʱ͗あΕΉͤɽh νϓφʱͺ基布Ͷ単独͹Ϗ΢ϩΝ打ͬ込ΞͲい͚⼿法Ͳɼh ηφϪーφνϓφ ɼɦh 柄νϓφ ɼɦ⼈⼒ͲϏ΢ϩ

Ν打ͬ込ΞͲい͚ʰύϱχνϓφʱ͗あΕΉͤɽ後Άʹ事例Ͳ͟紹介ͤΖʰηφϪーφνϓφʱͲͤ͗ɼ⾝近ͶあΖν΢ϩΩーϘρφ΍ΆͳΞʹ͗͞͹

⼿法ͲͤɽηφϪーφνϓφͺ打ͬ込Ί͗直線͖͢Ͳͥ͘ɼυδ΢ϱ上͹制約͗最΍多い͹Ͳͤ͗ɼ⽣産ηϒーχ͗圧倒的Ͷ速いͪΌɼ他͹製法ΓΕ΍

安価Ͷ提供Ͳ͘ΖͳいうϟϨρφ͗あΕΉͤɽ

 ͠ͱɼ情報Νいͪͫ͘ɼͬ͞Δ͖Δ最適͵種類ͳέΨϨτΡー͹ΩーϘρφΝ提案͢ɼh ͞͹ΦϨΠͺɼ͞͹製法ͳ͞͹έΨϨτΡーͲʱ͵ʹΝ設計者

ͳ合意͢Ήͤɽ͖͞͞Δɼ当社ΩーϘρφυδ΢ψー͹出番Ͳͤɽ設計者͹΢ϟーζΝΩーϘρφυδ΢ϱͶ具現化ͤΖ͹Ͳͤ͗ɼ設計者͹意図Ν読Ί

取Ζ⼒ɼ織設計͹知識ɼ経験͵ʹ͗求ΌΔΗΉͤɽ設計者ͳ⼊念͵打ͬ合わͦΝ重͸仕様Ν決定ͤΖͳɼ次Ͷ試作Ν͢ΉͤɽϘーϏー上Ͳͺ⾒え͵い仕

上ΕΝɼ限ΔΗͪ時間内Ͷʹ͹͚Δい想像Ͳ͘Ζ͖͵ʹɼΩーϘρφυδ΢ψー͹⼒量͗出来上ΕͶ⼤͚͘左右͢Ήͤɽ最後Ͷ施⼯ͲͤɽΩーϘρφͺ

基本ɼ伸ͻ͢͵͗Δ施⼯͢Ήͤ͹Ͳɼh ͞͹位置Ͷ͞͹柄Νʱͳいう指⽰ͺ⻑い廊下Ώ⼤͘͵宴会場Ͳ難͚͢͵ΕΉͤɽΩーϘρφ͹特性Ν考えͪυδ΢

ϱͶ加えɼΩーϘρφ職⼈ͳ͹事前打合ͦ΍⾮常Ͷ重要Ͳͤɽ特注ΩーϘρφ͹製作過程Νɼ具体的͵事例ͳ共Ͷ紹介͢Ήͤ ɽ

ηφϪーφνϓφΩーϘρφ͹限界Ν超えΖ
 右͹写真ͺɼh ⼤阪Φέιϩϙτϩ東急ʱ͹客室ͳ廊下͹ΩーϘρφͲͤɽηφ

ϪーφνϓφͲ͹製作͗決定済ΊͲɼい͡΢ϟーζΝ͚͘ͳɼ͵͖͵͖⼤変͵宿題

Ͳͪ͢ɽηφϪーφνϓφͲ使⽤Ͳ͘Ζ⾊ͺ 3 ⾊ͳいう͹͗⼀般的͵͹Ͳͤ͗ɼ写

真Ͳ⾒ͱ͕わ͖Ε͹ΓうͶɼ10種類近͚͹ήϨρχ͗あΕΉͤɽ更ͶʰEVϙーϩͺ

柄Ν消͢ͱいͪ͘いʱͳいう͟要望΍あΕΉͪ͢ɽηφϪーφνϓφͺɼ経⽷ʤͪ

ͱいͳʥ͹上͝下͝ͳɼΩρφͳϩーϕ͹組Ί合わͦͲ柄Ν表現ͤΖ͹͗基本Ͳͤɽ

͞͹ΩーϘρφͺɼ約 3 mmϒροͲ経⽷͗⼊ͮͱいΖ͹Ͳͤ͗ɼ例えͻɼ⻘⾊͹

⽷ͳ⻩⾊͹⽷Ν交互Ͷ並΄ɼ⻩⾊⽷Ν 3 mmϩーϕͶ͢ɼ⻘⾊⽷Ν 7 mmΩρφͶͤ

Ζͳɼ⻩⾊ͺ⾒え͵͚͵Εɼ⻘⾊͗前⾯Ͷ浮͘出ΖͳいうΓう͵⽅法Ͳͤɽͪͫ͢ɼ

経⽷͹並΁順番ʤ⽷配列ʥͺ変えΔΗΉͦΞɽh 参考ᶆʱͳʰ参考ᶇʱͺ実ͺ同ͣ

⽷配列͵͹Ͳͤɽ͞͹Γう͵制約͹͵͖Ͳɼ⾊͹配合・Ϗ΢ϩ͹⾼͠・Ωρφ⾯ͳ

ϩーϕ⾯͹⾊͹違い・縦ηφϧ΢ϕ柄ͳ横ηφϧ΢ϕ柄・ητροͲ͹⾯分͜͵ʹɼ

あΔΑΖ技法Ν使ͮͱいΉͤɽϏ΢ϩ͹上下Ͳ深Ί͹あΖ表情Ν作Εɼͤ΄ͱ͹⾯

Ͷ基本⾊͹⻘⾊͗混͡Ζ͞ͳͲɼͨΗͩΗ͹⾯Ͳ繋͗Ε͗感ͣΔΗΖ構成Ͷ͵ͮͱ

いΉͤɽ⾔い換えΗͻɼηφϪーφνϓφͲ͖͢表現Ͳ͘͵い意匠ͲͤɽΉͪɼ設

計者ͺ⾊Νͳͱ΍⼤切Ͷ͠Ηͱ͕Εɼ使⽤ͤΖ単⾊͹原⽷Νɼʹう縒Ε合ͦΖ͖Ή

Ͳ念⼊ΕͶ打合ͦΝ重͸Ήͪ͢ʰ参考ᶅ ɽɦ

参考ᶆ

参考ᶇ

参考ᶅ
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ή ϧ υ ー ε ϥ ϱ ν ΢ ϩ
ΩーϘρφ΃͹挑戦
 左͹写真ͺɼ某ϙτϩ͹客室Ͷ納品ͪ͢ν

΢ϩΩーϘρφ͹試作Ͳͤɽ設計者͹͟要望

ͺɼh うͯΘいΝήϧυーεϥϱͲ表現ͪ͢

いɽϫーϩΩーϘρφͲͺ͵͚ɼν΢ϩΩー

ϘρφͲʱͳ͹͞ͳͲͪ͢ɽήϧυーεϥϱ

ͺ΢ϱέζΥρφͲͺ製作ͪ͢͞ͳ͗あͮͪ

͹Ͳͤ͗ɼ様々͵制約͖Δ今回ͺ断念ɽͨ͞

Ͳ提案ͪ͢͹͗ɼ 3 種類͹ηφϪーφνϓφ

ʤ10種類͹ν΢ϩΩーϘρφʥΝ組Ί合ͦͱ作

ΖήϧυーεϥϱͲͤɽͬ͞Δ͹案件Ͳ使⽤

ͪ͢ν΢ϩΩーϘρφͺɼ約1,000㎡程度͗⽣

産ϫρφͲͪ͢ɽ全体数量͗3,500㎡ΆʹͲ͢

ͪ͹Ͳɼ 3 種類Ν製作Ͳ͘Ζ͹Ͳͤɽʹ͹Γ

うͶ作ͮͪ͹͖Ν͟説明いͪ͢Ήͤɽ

 ν΢ϩΩーϘρφͺ 2 ｍ少͢͹⼱Ͳνϓφ͢ɼώρΫϱήΝͪ͢後Ͷ500⾓ͶΩρφ͢ͱΉͤɽͨΗΝい͖͢ͱɼᶅήϪー͖Δ薄いϔϩーɼᶆ薄いϔ

ϩー͖Δ濃いϔϩーɼᶇ⼀番薄いήϪーͳ⼀番濃いϔϩー͹無地  Ν作ΕΉͤɽᶅͳᶆͲ 4 ｍʤ 8 枚ʥ͹ήϧυーεϥϱΝ作ΕɼᶇΝ部屋͹⼊⼝ͳɼ奥Ͷ

振Ε分͜Ήͪ͢ɽΉͪɼν΢ϩΩーϘρφͺ⽬地͗あΖ͞ͳ͗意匠上͹弱点Ͷ͵ΖͪΌɼ͞ΗΝい͖Ͷ⽬⽴ͬͶ͚いυδ΢ϱͶͤΖ͖΍⼤切Ͷ͵ΕΉͤɽ

今回ͺϩーϕϏ΢ϩ͹⾼͠Ν数種類組Ί合わͦɼ͵ΌΔ͖͵ήϧυーεϥϱΝ作Ζͳ同時Ͷɼζϥ΢ϱφ付近Ͷ⽬⽴ͮͪϧ΢ϱ͗͞͵い͞ͳͶ留意͢ͱ

υδ΢ϱ͢Ήͪ͢ɽ施⼯Ν担当い͚ͪͫ内装業者様ͳ΍打ͬ合わͦΝ重͸ɼ部屋ν΢ϕ͟ͳͶήϧυーεϥϱ位置Ν変えͱいͪͫいͪΕɼ施⼯ϝη防⽌

͹ͪΌɼ箱Ών΢ϩΩーϘρφ裏⾯͹印字Ν⼯夫ͤΖ͵ʹ͹打合ͦΝ⾏いɼϫη率Ν極⼒抑えͪ⽣産数量Ν決定͹上ɼ納品͢Ήͪ͢ɽ

ϟーΩー͹成⻑
 ͟紹介ͪ͢ 2 件͹事例Ͷ共通͢ͱ⾔えΖ͞ͳͲͤ͗ɼ特注品Ν製

作ͦ͠ͱいͪͫ͘ɼ設計者͹要望ʤͳ͘Ͷͺ難題ʥͶ答えΖ͞ͳͲɼ

作Ε⼿Ͷͺ新ͪ͵技術͗蓄積Ͳ͘Ζ͹ͲͤɽͨΗͺυδ΢ϱΏ製法

上͹⼯夫ͫ͜ͲͺあΕΉͦΞɽ納品⽅法Ώ新製品͹ϐϱφɼ新ͪ͵

販促ςーϩ͵ʹ様々Ͳͤɽ普段ɼ製品開発Ͷ関わͮͱい͵い私͹Γ

う͵営業担当͗ɼͽΒͮͳͤΖͳ最΍新ͪ͵知識Ν得ͱいΖ͹͖΍

͢ΗΉͦΞɽ

     設計者͹皆様Ͷ͕͖Ηͱ΍ɼʹ͹ΓうͶ製品͗作ΔΗͱいΖ͖Ν

知ͮͱい͚ͪͫ͹Ͷɼ特注品ͺ΍ͮͱ͞いͲͤɽϙτϩͲ͹͟使⽤

͗多いͲͤ͗ɼΨϓΡηΏ学校ɼ住宅͵ʹͲ͟検討いͪͫいͱ΍͕

΍͢Θい͖΍͢ΗΉͦΞɽ΢ϱέζΥρφΏύϱχνϓφ͵ʹɼ少

量ͲήϧϓΡρέΏ素材感Ν表現Ͳ͘Ζ製法΍あΕΉͤ͹Ͳɼ是⾮ɼ

⼀度ɼ͟検討͚ͫ͠いɽ皆様͹作品Ͷ͕いͱɼ新ͪ͵Π΢υΠ͹創

出Ώɼ内装空間͹選択肢増͹⼀助ͳ͵Ηͻ幸いͲͤɽ

⾕村博成
株式会社川島織物ιϩαϱ  ⼤阪営業開発部  所属
1999年⼊社  κϋαϱ設計ɼ建築設計事務所Ν担当͢ɼ特注ΩーϘρφ製作
Ν数多͚⼿͗͜Ζ

 ήϧυーεϥϱν΢ϩΩーϘρφ

υδ΢ϱ画Ν元Ͷɼ実際ͶΩーϘρφͶ使⽤ͤΖ⾊Ν検討
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100％再⽣材化ͶΓΖϨγ΢έϩϕϫήϧϞ
執⾏役員 研究開発本部⻑ 熊澤 ⼯

PROFESSIONAL FILE　05 PUBLIC FURNITURE

公共・教育施設家具  愛知株式会社

 わ͗国Ͳͺɼ1988年Ͷ⽇本環境協会ΓΕΦαϜーέ͗登場͢ɼ2001年ͶͺήϨーϱ購⼊法͗施⾏͠Ηɼ国ͳ͢ͱ͹理解͗少ͥͯ͢広͗Ε始Όɼ30年
Άʹ͹時Ν経ͪ今現在ɼ2015年͹国連γϝρφͲ採択͠Ηͪ っSDGか、 ͳいうϓϪーθ͗ϟυΡΠΝ通͢ͱ⼀般的ͳ͵ΕɼあΔΑΖ企業͗取組ΊΝ始Όͱ
いΖɽ
υδ΢ψーͳ͢ͱ͹ っ΍͹Ͱ͚Ε、 ͹中Ͳ͹γητΡψϔϩ要素ͳ͢ͱɼ今͖Δ10年Άʹ前͹2010年Ͷʰ100％再⽣材ͶΓΖ100％再⽣化ʱͳいう漠然ͳ
ͪ͢⼤͘͵⽬標Ͷ向͖いɼυδ΢ϱ・機能ͫ͜Ͳ͵͚ɼ素材Ͷ΍⼤͘͵進化Ν持ͯ究極͹ηνρΫϱήοΥΠーʰT､poʱ͹開発Ν⾏ͮͪɽ
以来ɼ様々͵国際的υδ΢ϱΠワーχΝ受賞͢ɼ現在Ͳͺ世界40͖国Ͷͱ販売͠ΗΖΉͲ͹製品ͳ͵ͮͱいΖɽ͞͹成果ͺɼγητΡψϔϩϕϫξέφ
ͳ͢ͱ͹理解͖Δ⽣ΉΗͪ΍͹ͫͳ思うɽ

γητΡψϔϩ+υδ΢ϱͶ⾄ͮͪϩーς
 私⾃⾝ɼっυδ΢ϱ、 ͳ っΦα、 ͳ͹結;ͯ͘ͺɼ⼤学Ͳϕϫξέφυδ΢ϱΝ学ΞͲいͪ͞ΘͶ遡Ζɽ当時ɼ恩師͹υδ΢ϱ思想͹影響Ν⼤͚͘受
ͪ͜͞ͳͶΓΖɽ与えΔΗͪ課題τーϜͶͺ必ͥΦαϫζー要素・Ϥωώーγϩ要素͗求ΌΔΗɼ常Ͷυδ΢ϱΝͤΖ上Ͳ三位⼀体Ͳ取Ε組΋͞ͳ͗必
須ͲあΕɼ私⾃⾝͹今⽇͹ην΢ϩͳ͵ͮͪͳいえΖɽ͖͢͢͵͗Δɼ卒業後͹実践͹世界Ͳͺɼ機能ͳ͢ͱ͹Ϥωώーγϩ要素ͺ理解͠Ηͱ΍Φαϫ
ζー的要素͹提案ͺ製品開発Ͷ͕いͱ΍ɼΆ·取Ε上͝ΔΗ͵い現実Ν⽬͹当ΕͶͪ͢ɽ2001年͹ήϨーϱ購⼊法͹定Όͪ基準Ͷ͢ͱ΍ɼ製造業΃͹負

担Ͷ配慮͢ͱ͖ɼ再⽣材含有率10％ͳいͮͪ極Όͱ低い数値ͶͳʹΉͮͱ
͕Εɼ我々͹Ί͵Δͥ家具業界Ͳ΍ɼ国Ώ⾃治体͵ʹ͹購⼊適合製品ͳͤ
ΖͪΌͶ形ͳ͢ͱ基準ΝέϨΠ͢ͱ͕͜ͻͨΗ以上͹ύーχϩΝ⾃Δ設͜
Ζ必要ͺ無いͳいう考えͫͮͪͳ感ͣͪɽ
確͖Ͷ再⽣材含有率Ν上͝Ζͳ⾊彩͹安定度Ώ⽣産⼯程上͹⾮合理的͵問
題΍発⽣ͤΖ͗ɼ私⾃⾝ͺɼ10％程度Ͳͺ実際͹環境負荷軽減Ͷ΍ɼ製品
ͳ͢ͱ͹付加価値΍低͚ɼϑζϋη上͹製品開発ɼ環境対応ͳ͢ͱ΍疑問
͗残ͮͱいͪɽͨ͹状況͖Δ数年後ɼ国内市場͹縮⼩Ͷ伴い海外市場΃͹
輸出拡⼤͹⽅針͗φρϕΓΕ打ͬ出͠Ηɼχ΢ςͲ開催͠ΗΖ世界最⼤͹
ΨϓΡη家具展⽰会ʰORGATEC2010ʱ΃͹出展ϕϫζΥέφ͗計画͠Η
ͪɽ
ͨ͹φρϕ͹徹底ͪ͢経営理念ͳ͢ͱ っ差別化、 ͗あΕɼっ世界Ͳ戦う上Ͳ
ͺ世界Ͷ͵い製品開発、 ͗必要ͳ͠Ηͪɽ
ͨ͹責任者ͳ͢ͱ任命͠Ηͪ͹͗2008年夏͹͞ͳͲあͮͪɽͨ͹͞ΘͶͺ
⾃分⾃⾝΍責任あΖ⽴場Ͷ͵ͮͱ͕Εɼ⽇本ΓΕ΍ͤͲͶγητΡψϔϩ
要素͗社会問題ͳ͢ͱ認知͠Ηɼ求ΌΔΗͱいͪ欧⽶市場΃͹提案ͳ͢ͱɼ
ͨ͹要素Ͷ取Ε組΋機会͗Ͳͪ͘ɽあ͚ΉͲήϫーώϩϑζϋηͲ成功ͤ
Ζ͞ͳΝ⽬的ͳͤΖ開発ϕϫζΥέφ͗⽬指ͪ͢͹ͺɼ中途半端͵再⽣材
含有率基準Ν満ͪͤͫ͜͹΍͹Ͳͺ͵͚ɼあ͚ΉͲ100％再⽣材化ɼ100％
分別再⽣化Ν達成ͪ͢ɼ普遍的͵美͢いυδ΢ϱΝΉͳͮͪ究極͹ηνρ
ΫϱήοΥΠͲあͮͪɽ
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T､po 100% 再⽣材化ϕϫζΥέφ͹道͹Ε
 ηνρΫϱήοΥΠͲあΖ以上軽量化͗必須Ͷ͵Ζɽͨ͹ͪΌͶεー
φ⾯Ͷ使⽤͢ͱいΖϟρεϣ材ͶͯいͱͺɼͤͲͶ技術的Ͷ確⽴͠Ηͱ
いͪϘρφϚφϩ͹再⽣材100％Ͳ作ΔΗͪ再⽣⽷Ν使⽤ͤΖ͞ͳͳ͢
ͪɽ͖͢͢͵͗Δ市場ͶあΖ再⽣⽷Ͳͺ求Όͪ強度͗得ΔΗͥɼ⽷͖Δ
ΨϨζψϩ開発͗必要ͳ͵ͮͪɽΉͪɼあΔΑΖϏνーϱ͹編Ί込Ί構
造ΝϟーΩーͳν΢Πρϕ͢ɼ幾度΍試験Ν繰Ε返͢͵͗Δ強度Πρϕ
Ν⽬指ͪ͢ɽ無論͞͞Ͳいう強度ͳͺ欧⽶基準Ͳ求ΌΔΗΖύ΢Ϫϗϩ
͵強度Ν指͢ͱいΖɽ
Ήͪɼ΍う⼀ͯ͹素材ͳ͢ͱ背座͹根幹ͳ͵Ζ樹脂成形材料͹再⽣
100％研究΍あͮͪɽͬ͞Δͺɼ当時͹技術的実例΍͵͚ɼ͖͵Ε͹開
発苦難Ν伴ͮͪɽΉͥ初ΌͶ全国͹再⽣材Ν取扱う業者ͳ͹⾯談͹中
Ͳɼ顔料成分͹⼊ͮͱい͵い再⽣材͹安定供給͹課題Ͷ直⾯ͪ͢ɽ当時
͹φϪϱχΩϧーͲあΖϒϣΠ͵ϙワ΢φΝ実現ͤΖͶͺ必須͹要素Ͳ
あͮͪɽͨ͹Γう͵素材Ν安定供給Ͳ͘Ζϩーφ開発͗必要ͳ͵ͮͪɽ
ͨ͹Γう͵状況Ͳɼ͞͹開発Ͷ協⼒的͵再⽣材専⾨ϟーΩーͳ出会いɼ
様々͵研究Ͷ協⼒͢ͱ΍Δえͪ͞ͳ͗⼤͘͵進歩Ͷ繋͗ͮͪɽ
使⽤ͤΖϛϨϕϫϒϪϱ素材ͺϔϫρέɼϙϠͳいうν΢ϕͶ分͖Ηɼ
ͨ͹配合率͹研究͖Δ始Ήͮͪɽ体Ν⽀えΖ椅⼦ͲあΖ以上ɼ従来͹
ώーζϱ素材同等以上͹強度ɼ成形安定性ɼ濁Ε͹͵い⽩͹実現性͗求
ΌΔΗͪɽ͞͞Ͳͺͤ΄ͱΝ紹介Ͳ͘͵い͗ɼ顔料成分͹⼊ͮͱい͵い
再⽣材͹⼊⼿ϩーφΝ開拓ͪ͢後΍ɼ様々͵ϔϪϱχͶΓΕ材料⻩変
ͤΖ͞ͳ͹無いΓう試⾏錯誤ͤΖ中ɼ最適͵ΨϨζψϩ仕様͹材料Ν完
成ͦͪ͠ɽ͞͹ϕϫζΥέφͲ成形時͹熱影響Ώ経年ͶΓΖ劣化Ν抑
えΔΗΖ材料Ν実現Ͳͪ͘͹ͺɼ͞͹ϕϫζΥέφ͹⼤͘͵第⼀歩Ͳ
あͮͪɽ
従来͹通常͹ώーζϱ材ͺɼ巨⼤͵⽯油化学材料ϟーΩー͖Δ多͚͹流
通経路Ώ商社Ν通ͣ⼊⼿͢ͱいͪ͗ɼ͞͹ϕϫζΥέφͲͺɼ単͵Ζ材
料開発ͶͳʹΉΔͥɼ同時Ͷɼ原材料調達・ϔϪϱχ・ϘϪρφ化・品
質管理・成形ͳいͮͪ⼀連͹流ΗΝ再⽣材専⾨ϟーΩーͳ独⾃εητϞ
ͳ͢ͱ構築ͪ͢͹ͲあΖɽ
͖͢͢ɼ͞͹研究Ͳ困難Ν極Όͪ͹ͺΪηΠεηφ成形ͳϟρεϣ΢ϱ
γーφ成形ͳいう通常͹ώーζϱ材ͶΓΖ成形Ͳ΍難͢い要素Ν含ΞͲ
いͪ͞ͳͶあΖɽώーζϱ材ͳ異͵Ε再⽣材ͺ成形時Ͷ͕͜Ζ樹脂͹流
動性͗悪͚ɼΤΥϩχϧ΢ϱ͹問題͗解決Ͳͥ͘ɼ外観͹仕上Ε͗理想
Ͷ近Ͱ͜Ζ͞ͳ͗中々Ͳ͘͵͖ͮͪɽ

ͨΗΔ͹状況Ͳɼ当時͹γητΡψϔϩ意識Ώ価値͹低͠ΓΕ⽣産部⾨⾃
体͖Δ͹理解͗得ΔΗ͵い状況Ͷ΍苦͢Ξͫɽτηφφϧ΢͹不安定͖͠
Δɼ⾮常ͶϋΪτΡϔ͵印象͗先⾏͢ɼ⼀時的Ͷ研究ͨ͹΍͹͗暗礁Ͷ乗
Εあͨ͝う͵時期΍あͮͪɽͨΗͲ΍差別化開発͹信念Ν΍ͳͶɼ研究Ͷ
協⼒͢ͱ͚ΗΖ各ϟーΩー͹⽀援΍あΕɼ少ͥͯ͢前進͢ͱいͮͪɽ研究
Ν重͸Ζ中Ͳ成形安定性Νώーζϱ材同等͹歩留ΉΕϪϗϩΉͲ持ͮͱい
͚͞ͳͶ成功ͪ͢͞ͳ͗⽣産部⾨͹理解Ͷͯ͵͗ͮͪɽΉͪɼ調達ϩーφ
Ν独⾃Ͷ構築ͪ͢͞ͳͲ材料αηφΝ軽減ͪ͢͞ͳ΍ɼ理解΃͹後押͢ͳ
͢ͱ絶⼤Ͳあͮͪɽ当時ɼ⾼品質͵再⽣材ͺɼ再⽣⼯程͗多͚複雑Ͳώー
ζϱ材ΓΕ⾼価͵΍͹Ͳあͮͪ͗ɼϨγ΢έϩ材調達εητϞ͹構築ͶΓ
Ε成͢えͪϑζϋη的効果͹側⾯Ͳ΍あͮͪɽ
Ήͪɼ背座͵ʹ͹主体Ϗーς͹Ί͵Δͥɼ脚端部品͵ʹɼ⼩ϏーςͶ⾄Ζ
ΉͲ100％再⽣材化Ͷͫ͞わΕɼ100％分別再⽣化΍確⽴ͪ͢͞ͳͶΓΕ究
極͹ηνρΫϱήοΥΠʰT､poʱͺ完成形ͳ͵ͮͪ͹ͲあΖɽ⼀進⼀退͹
研究Ν繰Ε返͢ɼ厳͢い状況͹中Ͳ͕Γͨ 2 年ͳいう短期間Ͳ実現Ͳͪ͘
͹ͺɼあΔͪΌͱ各協⼒ϟーΩーͶ感謝ͤΖͳ͞ΘͲあΖɽ

 100%再⽣材Ν使ͮͪT､poεϨーθ

回収͠ΗͪϘρφϚφϩ͖Δ作ΔΗͪ100％再⽣⽷

 ⽩⾊化΍実現ͪ͢再⽣樹脂ϘϪρφ

再⽣⽷100％ϟρεϣ͹⾊彩化
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世界΃͹発信ͳ評価
 約40͖国Ͳ使⽤͠ΗͱいΖηνρΫϱήοΥΠT､poʰτΡーϛʱͫ͗ɼ2010
年͹ΨϩΪτρέͲϕϫφν΢ϕͳ͢ͱυϑϣー͢ɼ2012年開催͹ΨϩΪτρέ
Ͳͺ100％再⽣材仕様ͳ͢ͱ新ͪͶ⽣ΉΗ変わͮͪ姿ͲɼΠζΠ製品ͳ͢ͱ初Ό
ͱΨϩΪτρέ΢όϗーεϥϱΠワーχ最優秀賞Ν受賞ͤΖ͞ͳ͗Ͳͪ͘ɽ既Ͷ
欧⽶Ͳ͹υδ΢ϱ的評価ͺ⾼͚Ϫρχχρφ賞ɼIF賞͵ʹ受賞͢ͱいͪ製品Ͳͺ
あͮͪ͗ɼ2012年͹再⽣材100％ͳいう΢ϱϏέφͺ欧⽶Ͳͺ相当強͚ɼ連⽇͹
問い合わͦͶ追わΗΖ状況ͳ͵ͮͪɽ以来ɼ世界͹名ͫͪΖήϫーώϩ企業ɼ国
内外͹公共・教育施設Ͳ採⽤͠Η続͜ͱいΖɽ
Ήͪɼ͞ΗΔ͹υδ΢ϱϛϨεー⾃体͹評価ͳ͢ͱɼ海外Ͳ͹建築・ϕϫξέφ
͹環境問題Ͷͯいͱ͹φーέϧ΢ϔΏϟυΡΠ΢ϱνϑϣーͲ΍ͨ͹重要性ͳϕ
ϫιηͶͯいͱ発信ͤΖ機会Ν得Ζ͞ͳ͗Ͳͪ͘ɽ
T､poʰτΡーϛʱ͹⽬指ͪ͢ͳ͞ΘͺɼηνρΫϱήοΥΠͲあΖ以上ɼ軽͚ɼ
ΓΕ多͚積載Ͳ͘ɼ不特定多数͹⼈͗扱う͞ͳͶΓΖ⾼強度性ͳいͮͪɼϤω
ώーγϩ機能ΝεϱϕϩͲ美͢いυδ΢ϱͲΉͳΌΖͳいう通常͹ϕϫξέφυ
δ΢ϱ͹ϕϫιηͫ͜Ͳ͵͚ɼ再⽣材100％ͳいう真͹γητΡψϔϩ要素Ν加
えΖ͞ͳͲɼ現代的͖ͯ普遍的͵価値Ν与えΖ͞ͳ͗Ͳͪ͘ͳいえΖɽΉͪɼͨ
͹再⽣材技術ͺɼ新ͪ͵製品ώϨΦーεϥϱɼϜϩοΩϧー展開͵ʹɼ現在΍進
化͢続͜ͱいΖɽ͞ΗΉͲ述΄ͪ再⽣材ϕϫήϧϞͺɼ͕ͨΔ͚独⾃͹ϩーφ開
発ͶΓΖ廃材管理εητϞ͗͵͜Ηͻ不可能͵ϕϫζΥέφͲあͮͪͳ思うɽ今
΍ͮͱ樹脂再⽣材100％ͶΓΖϒϣΠϙワ΢φΝ実現͢ͱいΖϕϫξέφ製品ͺɼ
私͹知Ζ限Ε世界Ͳ΍⾒当ͪΔ͵いɽ現代͹φϪϱχͲあΖSDGか͗注⽬͠ΗΖ
中ɼ͞͹再⽣材100％ϕϫζΥέφͺ⼤͘͵成果ͳ͢ͱ今後͠Δ͵Ζ躍進Ν期待
͢ͱいΖɽ

ϟϩϚϩϱͲ開催͠Ηͪ΢ϱτϨΠōϓΥητΡώϩʰDEN FAIRʱ
環境問題Ͷͯいͱ͹φーέϧ΢ϔ΢ϗϱφͲΦαϕϫήϧϞΝ発表ɽ

ϕϫξέφυδ΢ϱ͹役割
 ΍͹͗あ΀ΗΖ現代Ͷ͕いͱɼϕϫξέφυδ΢ϱ͹役割Ͷͯいͱ問う必要͗
あΖɽ我々͹家具業界Ν⾒渡͢ͱ΍ɼ似通ͮͪ製品Ͳあ΀Η͖えͮͱいΖΓうͶ
⾒えΖɽ場合ͶΓͮͱͺɼΓ͚⾒Ζͳ多少υδ΢ϱ͗異͵Ζͫ͜͹΍͹΍少͵͚
͵いɽΉͪɼ意味性͹説明Ͳ͘͵いΨーώーυδ΢ϱͶΓΖ素材͹無駄Ͱ͖い
等々ɽ͞ΗΔͺ限ΔΗͪϜーίρφͶ於͜Ζ経済的側⾯Ͷ͕いͱ΍ɼ無駄͵価格
競争Ν΍⽣Ίɼ効果的⼿段ͳͺ⾔え͵いɽ同時Ͷɼ⼤量消費ͶΓΖ廃棄物͹増加
Ͷ΍繋͗ͮͱいΖɽ͞ΗͺあΔΑΖ⾯Ͳ残念͵循環ͲあΖɽ
ϕϫξέφυδ΢ϱͳͺɼϑζϋηͳ両⽴ͪ͢新͢い創造͖Δ⽣ΉΗΖ進化Ν提
案͢ͱい͚͞ͳͲあΖɽ
20世紀ͺ っϠό͹Ωνο、 Νυδ΢ϱͤΖ時代Ͳあͮͪ͗ɼ͖ͨ͞Δ⽣ΉΗͪ弊
害ΓΕ21世紀͹現代Ͳͺ っαφ͹Ωνο、 Νυδ΢ϱͤΖ時代ͳ⾔えΖɽͨ͹
っαφ、 ͹⼀環ͳ͢ͱγητΡψϔϩ͵循環構築ͺϕϫξέφυδ΢ϱ͹⼤͘͵役
割ͳ考えΖɽ
͞͹循環͖Δ⽣ΉΗΖϕϫξέφͺɼ突͘詰ΌΗͻɼ最⼩ϏーςͶΓΖϤωώー
γϩΦαϕϫξέφͳ͵Ζɽͨ͢ͱͨΗͺ必然的ͶεϱϕϩͲ無駄͹͵い新͢͠
Ν創造ͪ͢΍͹Ͳ͵͜Ηͻ͵Δ͵いͳ私ͺ思うɽ

ϛϩεΥ ϝϣーζΠϞ/εϣφΣρφΪϩφ・χ΢ς

 χ΢ςōίϩϱͲ開催͠ΗΖ世界最⼤͹ΨϓΡη家具展 ŊORGATECŋ

熊澤 ⼯ ϕϫϓΡーϩ
1994年 名古屋芸術⼤学 υδ΢ϱ科΢ϱξηφϨΠϩυδ΢ϱ学科
卒ɽ同年ɼ愛知株式会社⼊社ɽυδ΢ϱ開発部Ͷͱ新͢い視点Ͳ͹
ϏϔϨρέϓΟωοϡー͹υδ΢ϱɼ企画Ν多͚⼿掛͜Ζɽ
機能ͳυδ΢ϱΝ融合ͦͪ͠独⾃͹υδ΢ϱ⼿法͖Δ⽣ΉΗΖ機能
美ΝɼϝωϜϩ͵世界観Ͳ表現͢続͜ͱいΖɽ
Ήͪ海外͹展⽰会Ν通ͣ同社͹ϔϧϱχɼυδ΢ϱΝ世界Ͷ発信͢
ͱ͕Εɼ代表作͹ηνρΫϱήοΥΠT､poεϨーθΏX50ɼCTZ
τーϔϩͺ世界40Ω国͹著名͵建築͵ʹͲ愛⽤͠ΗͱいΖɽ

主͵受賞歴
1997−2021年 ήρχυδ΢ϱ賞 33点
2010年 ήρχυδ΢ϱ特別賞
2015年 ήρχυδ΢ϱōϫϱήϧ΢ϓ賞
2012−2021年 IF deか､｢n aくaおd/χ΢ς  7 点
2011−2019年 おed doが deか､｢n aくaおd /χ΢ς  5 点
2013−2020年 Geおman Deか､｢n Aくaおd/χ΢ς  9 点
2012Ō 2018年 AIT Innoぎaが､on Aくaおd aが ORGATEC /χ΢ς
2012−2020年  C｣､ca｢o Aが｣enaeきm Good deか､｢n, 

Gおeen Good deか､｢n/ΠϟϨΩ 9 点
ͨ͹他ɼ⼤学等Ͳ講義ɼ講演 等

JAPAN HOUSE/ϫϱχϱ・΢άϨη
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暮Δ͢Ͷ息Ͱ͚花͹価値
ίーεϥϱ代表取締役 川崎景太

PROFESSIONAL FILE　06 FLOWER ARTIST

ϓϧワーΠーτΡηφ 株式会社ίーεϥϱ

 地球上ɼ⾷物連鎖͹最上位ͶあΖ⼈間Ͷͳͮͱɼh ⽣͘ͳ

͢⽣͜Ζ΍͹ʱͳ͹共⽣共存Ν⼤切Ͷ思う気持ͬΏɼͤ΄

ͱ͹⽣͘物Ͷʰ⽣͖͠ΗͱいΖʱͳいう実感Ν抱͘社会⽣

活Ν営΋⾏動ͺɼ私ͪͬ͹ʰͤΊ͖ʱͲあΖ地球͗元気Ν

͵͚͢始Όͪ今⽇ɼ⼤切͵精神志向ͫͳ信ͣͱΏΉ͵いɽ

私͗専⾨ͳͤΖ花Ώ植物Ͷ͕いͱͺɼ⼈ͳ共Ͷ⽣活ͤΖ中

Ͳ⼈間本位͹装飾ͳ͢ͱ扱わΗͱいΖίーη͗多いɽ例え

ͻɼh ͨ͹部屋͹αーψー寂͢い͖Δ植物Ν置͚ͳいいΞ

ͣΎ͵い͖͵ʱh ͞͹卓上Ͷ花Ν飾Ζͳ豪華Ͷ⾒えͱ様Ͷ

͵ΖΞͣΎ͵い？ʱ΍͢花本位͹解釈Ν持ͬɼ彼Δ͹存在

意義Ν考えͪ時ɼ花ͺ寂͢͠Ν紛ΔわͦΖ⽣͘物Ͳͺ͵͚ɼ

豪華絢爛Ν演出ͤΖい͘΍͹Ͳ΍͵いΓう͵気͗ͤΖɽ

花ͳ共Ͷ居住ͤΖ中Ͳɼ΢ϱτϨΠͺ⼤地Ώ⾵景ɼͨ͢ͱ

季節折々͹情景ɽ⾳楽Ώ会話ͺ⿃͹͠えͥΕΏ⾍͹⾳⾊ɽ

⼈͹営Ίͺ⾃然界͹多͚͹⽣͘物Ώ⾃然現象Ͷ変わΖ存在

ͳ͢ͱɼ時ͳ͢ͱ⾬Ν降Δͦɼ太陽Ώ⽉あ͖Εɼ⾵Ν⽣Ί

ͫ͢ɼ⾍Ώ⿃Ͷ変わΖ役割͠え果ͪ͠͵͚ͱͺい͜͵いɽ

花͗ͨ͹環境͹快適͠Ͷ満ͪ͠Ηͪ時ɼ初Όͱ私ͪͬ͗持

ͬ備えͱい͵い多彩͵⾊ɼ摩訶不思議͵容姿ɼ⼼地Γい⾹

Εɼ⽣命⼒͹偉⼤͠͵ʹ数々͹才能Ν発揮͢ɼ私ͪͬ͹⼼

Ν癒͢和Ήͦͱ͚ΗΖ͹Ͳͺ͵͖Θう͖ɽ

KEITA＋岡本太郎ʤ花͹滝ʥ
 太郎⽒͗⼀⾔ɼh ͞͹⾓Ͷ花ΝΠーφ͢ͱ͚Ηʱ⻘Ͷ引͘⽴ͯʰ命͹Άͳͻ
͢Εʱ͗表現͠Ηͪ作品ɽ

KEITA＋ISAMU NOGUCHIʤ芝͹τーϔϩʥ
΢γϞ・όήο⽒͹明͖Εʤ⽇ͳ⽉ʥͶ照Δ͠Ηɼ⽣͘ͳ͢⽣͜Ζ΍͹ͺ命Ν紡͛ɽ

庭͗無͚ͳ΍居住空間Ͳϒέωρέ気分Ͷ͵ͮͱΊͱͺɽ
2004年ʰ΢γϞ・όήο 和͹AKARIͳ暮Δͤʱ展ʤεϔϢ⻄武ɼͨ͟う神⼾ʥ
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新ͪ͵花創造΃͹οϡϪϱζ

 幼い頃ͺɼͤ΄ͱ͗新鮮Ͷ⾒え⽇々ワέワέɼ

χΫχΫ⼼ͳ͘ΌいͱいͪΓう͵気͗ͤΖɽ⽉⽇

ͺ流Η今⽇ɼ⼩͠い頃⾒え͵͖ͮͪ΍͹͚͗ͪ͠

Ξ⾒えΖΓうͶ͵ͮͪ反⾯ɼあ͹時Άʹ͹ɼͳ͘

Ό͘ɼͽΔΌ͘ɼ͘ΔΌ͗͘感ͣΔΗ͵い͞ͳͶ

少々͖͗ͮΕͤΖɽ柔軟Ͳ刺激的ͲあͮͪϜ΢ϱ

χ͗い͖ͯ͢ʰ͞Ηͺ͞うͤ΄ͫ͘ʱh ͞う͢͵͚

ͱͺい͜͵いʱͳいう固定概念Ν強͚持ͯΓうͶ

͵ͮͱ͢Ή͖ͮͪΔ͵͹ͲあΘう͖ɽ

͖͢͢ɼͨ͹道Ν究Όͪ固定概念Ν持ͮͪ͞ͳͲɼ

数々͹新ͪ͵ͽΔΌ͗͘芽⽣えͪɽ

時Ͷ道Ν外͢邪道外道͹唐突͵発想Ͷɼ暮Δ͢Ͷ

息Ͱ͚必然性Ν⾒いͫͦͪ͵Δɼ新ͪ͵花⽂化͹

礎Ͷ͵ΕうΖ可能性͗⽣ΉΗΖͳɽ

私͗花͹世界Ͷ⼊ͮͱ͖Δɼ͖ͪ͗30数年ɽΉ

ͫΉͫ知Δ͵い͞ͳͫΔͫ͗͜ɼ⼀ͯͫ͜確信Ν

持ͮͪ͞ͳ͗あΖɽͨΗͺɼh 花ͺ物Ͳͺ͵͚ɼ⽣

͘΍͹ʱͳいう͞ͳͫɽ

⾃分ͳ同ͣ⽣͘΍͹ͲあΖ花Ν使ͮͱυδ΢ϱͤ

Ζͳ⾔う͞ͳͺɼ植物͗持ͯ特性Ώ特徴Ν余ͤͳ

͞Θ͵͚観察͢ɼ⾃然界Ͳͺ決͢ͱ⾒ͦͱ͚Η͵

花幕͹内
 幕͹内弁当ͺɼ決ΌΔΗͪ
γ΢θ͹折Ε箱Ͷ数々͹͕͖
ͥ͗無駄͵͚ɼώϧϱηΓ͚
詰Ό込ΉΗɼͨ͹⼀ͯ⼀ͯͶ
味覚͹違いɼ形͹美͢͠ɼ栄
養配分ɼ季節感Ν表現͢ͱい
Ζ誇Δ͢い⽇本⽂化ͲあΖɽ
ͨ͹⽂化Ν季節折々͹花Ͷ託
͢ͱΊͪɽ

KEITA＋久保⽥⼀⽵ʤ⾊΃͹賛歌ʥ
⼤地Ͷ根Ͱ͚⾊ɼ天͖Δ降臨ͤΖ光͵ʹɼ⾃然界͖Δ学΁ っ⾊彩͹喜;、 ΝτーϜͶͪ͢作品ɽ

ʰ⼀⽵辻͗花ʱ͹中Ͷ息Ͱ͚ っ⾃然͹美、 ͳ植物Ν⼀体化ͦ͠ɼ艶Ώ͖Ͳ幻想的͵⾵景Ν創作ͪ͢ɽ
2009年ʰ久保⽥⼀⽵ͳ川崎景太ʱ展ʤ松屋銀座ʥ

⽣͘ͱいΖ花屏⾵
花͗描͖ΗͱいΖ屏⾵Ν鑑賞ͤΖͳɼ⾊ɼ⾹Εɼ環境͵ʹ͹΢Ϝζϋーεϥϱ͗広͗Ε知識以上͹豊͖͵気持ͬͶ͵ΗΖɽ

΍う⼀ͯ変化ͤΖ花Ν⾒ͱΊͪいɽ΍͢͞͹花͗⽣花ͫͮͪΔ・・・ͳいう好奇⼼͗͞͹作品Ͷ͵ͮͪɽ
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川崎 景太ʤϓϧワーΠーτΡηφʥ ke､がakaくaかak､.neが
1958年ɼ東ښ⽣ΉΗɽ
ϓϧワーΠーφͲあΕ͵͗ΔɼαϱτϱϛϧϨーΠーφͶ΍通ͣΖ⼤胆͵空間΢ϱηνϪーεϥϱͶ定評͗あΖɽυΡηϕ
Ϫ΢Ώυδ΢ϱ関連Ͳ΍数々͹賞Ν受賞ɽ多彩͵表情Ν持ͯ作品Ͷͺʰ⽣͘΍͹ͳ͢ͱ͹植物ʱͳいう⼀貫ͪ͢姿勢͗通底
͢ɼ現代社会Ͷ向͜ͱʰ共⽣・共感ʱͳいうτーϜΝ投͖͜͝ͱいΖɽ
2014年ɼ新ͪ͵ϔϧϱχʰKe､がaʱΝ⽴ͬあ͝ɼ͠Ή͡Ή͵ζϡϱϩ͹͵͖Ͳ植物͹魅⼒Ν追求ͤΖ⼀⽅Ͳɼ岡本太郎ɼ
΢γϞόήοɼ藪内佐⽃司ɼϩϋ・ϧϨρέɼ久保⽥⼀⽵͵ʹɼ多͚͹ΠーτΡηφ͹作品͹魅⼒Ν⽣͖ͪ͢΢ϱηνϪー
εϥϱ΍数多͚͞͵ͤɽ

͖ͮͪͲあΘうͨ͹ʰ才能ʱΝɼ敬意Ν΍ͮͱ表現ͤΖͳいう

͞ͳɽͨうͪ͢交流ͶΓͮͱͨ͞ɼ花ͺ知識Ν超えͪ感動Ώ喜

;Ν私ͪͬͶ与えͱ͚ΗΖͳ信ͣͱΏΉ͵いɽ触ΗΖ͞ͳͲ形

状Ν感ͣɼ⾊Ν愛Ͳɼ⾹ΕΝ͘͘分͜ɼ味Ώ⾳Ν堪能ͤΖɽ

暮Δ͢͹͵͖Ͳɼ視・聴・嗅・味・触͹五感Ν⽣͖͢楽͢΋ͳ

いう͞ͳΝɼ私ͪͬͺͤ΄ͱ⾃然͖Δ学ΞͲͪ͘ɽ⽇々ɼͨ͹

恩恵Ν感ͣΖ⼼Ν持ͯ͞ͳͶΓͮͱɼ⼈ͺɼΓΕ輝͘ɼ充実感ɼ

満⾜感Ν持ͮͪ健Ώ͖͵光Ν放ͯ͞ͳ͗出来Ζ͹Ͳͺ͵いͫ

Θう͖ɽͯΉΕʰ⽣͘ͳ͢⽣͜Ζ΍͹΃͹感謝͹⼼ʱͨ͗͞ɼ

͞Η͖Δ͹時代Ͷ対͢ͱɼ花⽂化͗寄与͢うΖ基本的͵価値ͫ

ͳ私Ͷͺ感ͣΔΗΖɽ暮Δ͢͹中Ͳ共Ͷ⽣͘Ζ存在ͳ͢ͱ͹花

͗ɼ物質偏重͹思考͖Δ脱却͢ɼ豊͖͵精神性Ν育΋ͪΌ͹ͽ

ͳͯ͹潮流ͳ͢ͱ息Ͱ͚世͹中Ν創造͢ͱいͪ͘いɽͨ͢ͱɼ

私΍多͚͹⽣͘ͳ͢⽣͜Ζ΍͹ͳ͹感動͹分͖ͬ合いΝ花͹

ϟριϱζϡーͳ͢ͱɼ未ͫ⾒ͷ花͹才能Ν⼤切Ͷ⽇々Ν過͟

͢ͱいͪ͘いɽ

ϛηϓϫーϧ  写真Ͷ花Νいͪ͜εϨーθɽ写真ͳ花Ν組Ί合わͦΖ͞ͳͶΓͮͱɼ⼆次元ͳ三次元͗融合͢ɼͨ͞Ͷ不思議͵い͹ͬ͗芽⽣えͪɽ
上野国⽴科学博物館Ͷͱ展⽰

箱庭ϑΨφーϕ ΢ϱτϨΠͶ⼩川͹ͦͦΔ͙ͳ緑͹ΨΠεη
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φ΢Ϫ͹微⽣物汚Ηͳ臭い͹対策Ͷ関ͤΖ研究開発
TOTO株式会社 総合研究所 伊丹愛⼦ɼ⼭本政宏

PROFESSIONAL FILE　07 Residential equipment

衛⽣機器 TOTO株式会社

ͺͣΌͶ
 ⼤正 6 ʤ1917ʥ年ɼ⽇本初͹衛⽣陶器͹製造会社ͳ͢ͱ東洋陶器株式会社ʤ現在͹TOTOʥ͗設⽴͠Ηͪɽ当時͹φ΢Ϫͺ汲Ί取Ε式Ͳɼ家͹外Ͷ置

͖Ηͱいͪ時代͹͞ͳͫͮͪɽh 衛⽣的͵陶器͹便器Ν普及ͦ͠Ζ͞ͳͺɼ必ͥΏ社会͹発展Ͷ貢献ͤΖʱͨ͹固い意志ͳ不屈͹精神Ͳ衛⽣陶器͹普及͹

道Ν歩Ί始Όͪɽ

 ʰ豊͖Ͳ快適͵⽣活⽂化Ν創造ͤΖʱͳいう想いͲ͕客様͹満⾜Ν追求͢ɼ͕客様΃近Ͱ͚努⼒Ν続͜ɼͥ͘͵Ν深ΌΖɽ͕客様Ͷ期待以上͹満⾜Ν

提供ͪ͢いͳいう͞ͳ͗TOTO͹姿勢ͲあΖɽ社是ʰ愛業⾄誠 良品ͳ均質ɼ奉仕ͳ信⽤ɼ協⼒ͳ発展ʱͺ創⽴者͹事業育成͹精神Ν踏襲ͪ͢΍͹Ͳɼ͞

͹変わΔͷ想いͺɼ今΍脈々ͳ私ͪͬͶ引͘継͗ΗɼΤΧεϣϪρφΏϤωρφώη͵ʹɼ時代Ν先取Εͪ͢ʰ新͢い⽣活⽂化ʱΝ創造͢ͱͪ͘ɽ͠Δ

Ͷ近年ɼ豊͖Ͳ快適͵⽣活Ν求ΌΖ傾向͗⾼ΉͮͱいΖ͞ͳ͖Δɼ住宅Ͷ͕͜Ζ⽔ΉわΕ͹汚Η・臭い対策ͺɼTOTO͹ϜτϨΠϨτΡ͹１ͯͲあΖʰ͘

Ηいͳ快適ʱ͹重要͵要素ͳ͵ͮͱいΖɽ⽔ΉわΕ͹汚Ηͳ臭い対策ʤέϨーϱ技術ʥ͹研究Ͳͺʰ実使⽤Ͳ͕客様Ͷ効果Ν実感͢ɼ満⾜͢ͱいͪͫ͜

Ζ技術ʱ͹開発Ν⽬指͢ͱいΖɽ本稿Ͳͺɼ研究者͹開発΃͹思いΝɼTOTO͗誇ΖέϨーϱ技術͹誕⽣ϕϫιηΝ通ͣͱɼ紹介ͤΖɽ

汚Η͵いφ΢Ϫ΃͹挑戦
■汚Η発⽣͹原因究明

 έϨーϱ技術͹⼀ͯͲあΖʰ͘Ηい除菌⽔ʱ͹開発当初ɼ⼥性Ν対象Ͷͪ͢外出先Ͳ͹温⽔洗浄便座͹

使⽤実態調査Ͳɼ10〜20代Ͳͺ約 3 割͹⼈͗洗浄機能Ν使ͮͱい͵い͞ͳ͗判明ͪ͢ɽ世͹中͹除菌・抗

菌΃͹関⼼͹⾼ΉΕΝ背景Ͷɼh φ΢Ϫͺ汚Ηͱいͱ΍仕⽅͗͵いʱͳいう諦Όͳ決別ɽh ͕客様͹ͪΌͶ

΍ͮͳΫϪ΢Νʱͳ͹思い͖Δɼφ΢Ϫ͖Δ汚ΗΏ臭いΝ追放ͤΖ研究΃͹取Ε組ΊΝ始Όͪɽ便器͹汚

ΗͶͺɼ主Ͷ便付着ͳ輪ͣΊ汚Η͗あΖɽ輪ͣΊͺɼ便器喫⽔⾯Ͷ徐々Ͷ発⽣ͤΖ⿊ͥΊΏ⾚͢Ί等͹微

⽣物由来͹汚ΗͲあΖʤ図 1 ʥ ɽ実ͺ汚Η͹発⽣Ν抑制ͤΖͪΌ͹技術開発Ͷ͕いͱɼ汚Η͹発⽣ϟΩωθ

ϞΝ明Δ͖ͶͤΖ͞ͳ͗最΍近道ͲあΖͳ考えͱいΖɽ何͖Δ汚Η͗始ΉΖ͹͖Ν調΄Ζ͞ͳͲɼ΍ͳͳ

国産初͹腰掛式⽔洗便器ʤ右ʥͳ昭和初期͹Ωνϫή類

図 1 便器͹輪ͣΊ汚Η
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͵Ζ原因Ν叩͚効果的͵技術開発͗可能ͳ͵Ζɽ͞͹ʰ΍ͳ͖Δ断ͯʱͳいう考え⽅Ν研

究者ͺ⾮常Ͷ⼤事Ͷ͢ͱいΖɽ

 ͨ͹ͪΌɼh ͘Ηい除菌⽔ʱΝ便器͹輪ͣΊ発⽣Ν抑制ͤΖʰ便器͘ΗいʱͶ展開ͤΖ際ɼ

最初Ͷ徹底ͪ͢ϓΡーϩχ調査͗⾏わΗͪɽ事務所͹φ΢Ϫ͹様々͵部位Ͷͯいͱɼ⽬Ͷ

⾒え͵い微量͵汚Η͖Δ⽬Ͷ⾒えΖ汚ΗΉͲ徹底的Ͷ分析͢ɼ便器Ͷ残存ͤΖ汚Η量ɼ汚

Η͹種類ɼ微⽣物量ͳ輪ͣΊ発⽣͹関係Ν調査ͪ͢ʤ図 2 ʥɽ分析͹結果ɼ⿊ͥΊ汚Η͖Δ

ͺɼέϧχηϛϨΤϞ属ʤCladoかpoお､きm かp.ʥ͹⿊Ωϑ͗主Ͷ検出͠Ηɼ⾚͢Ί汚Η͖Δ

ͺɼϒϱέ⾊͹細菌ͲあΖϟοϫώέτϨΤϞ属ʤMeが｣けlobacがeお､きm かp.ʥ͹細菌͗主Ͷ

検出͠ΗͪɽΉͪɼφ΢ϪΝ使⽤͢ɼ⽔洗ͪ͢後ɼ⽬Ͷ⾒え͵いϪϗϩ͹便成分͗便器表

⾯Ͷ残ΕɼͨΗΝ栄養ͳ͢ͱ菌ΏΩϑ͵ʹ͹微⽣物͗繁殖͢ɼ⽬Ͷ⾒えΖ汚ΗͶ進展ͤΖ

ͳいう汚Η発⽣ϟΩωθϞΝ明Δ͖Ͷͪ͢ɽ

■汚ΗΝ発⽣ͦ͠͵い技術

 汚Η͹発⽣ϕϫιηͶ作⽤͢ɼ汚ΗΝ抑制ͤΖ技術ͳ͢ͱɼ⾒え͵い汚Η付着͹抑制ͳɼ微⽣

物増殖Ν抑制ͤΖ⽅法͗あΖɽ⼀般的͵陶器͹表⾯ͺ⽬視Ͳͺ平滑Ͷ⾒えΖ͗ɼϝέϫϱϪϗϩ

͹凹凸͗あΕɼ͞͹凹凸部Ͷ便汚ΗΏ微⽣物͗引͖͖ͮΖɽ͞͹凹凸ΝψόϪϗϩΉͲ⼩͚͢͠

ͪ超平滑便器ͶΓͮͱ汚Η付着Ν抑制ͤΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽ͠ΔͶɼ電気分解ͶΓͮͱɼ⽔道⽔中

͹塩化物΢ΨϱΝ次亜塩素酸Ͷ変えͪ電解⽔ʤ͘Ηい除菌⽔ʥ͗ɼ輪ͣΊ͹原因ͳ͵Ζέϧχη

ϛϨΤϞ属͹⿊ΩϑͳϟοϫώέτϨΤϞ属͹細菌Ν抑制ͤΖ͞ͳ͗可能Ͷ͵Ζ͞ͳ͗分͖ͮͪ

ʤ図 3 ʥɽ超平滑便器Ͷɼ微⽣物͹発⽣Ν抑制ͤΖ͘Ηい除菌⽔Ν組Ί合わͦΖ͞ͳͲɼ輪ͣΊ発

⽣Ν劇的Ͷ遅ΔͦΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζ͞ͳΝ⾒出ͪ͢ɽ

■全国Ͷ汚Η͵いφ΢ϪΝͳʹ͜ΖͪΌͶ

 ʰ͘Ηい除菌⽔ʱͺ⽔道⽔中͹塩化物΢ΨϱΝ原料ͳ͢ͱいΖɽ⽔道⽔ͺɼ地域ͶΓͮͱɼ⽔質͗異͵ΖͪΌɼ⽇本中͹ʹ͹⽔道⽔͖ΔͲ΍輪ͣΊΝ

抑制Ͳ͘Ζ次亜塩素酸Ν͚ͯΖ͹͗⾼いύーχϩͳ͵ͮͪɽΉͥ⾏ͮͪ͹ͺɼ全国͹⽔道⽔͹⽔質調査ͲあΖɽ年末Ͷ帰省ͤΖ社員ΏεϥーϩーϞͶ協

⼒Ν仰͙ɼ全国150͖所以上͹⽔道⽔Ν収集͢⽔質Ν分析ͪ͢ɽ次亜塩素酸͗⽣成͢Ͷ͚い⽔ͺɼ汚Η抑制効果͗不⾜͢ɼ逆Ͷ次亜塩素酸͗⽣成͢易い⽔

ͺɼηίーϩʤϝϋϧϩ分͗結晶化ͪ͢΍͹ʥ͗⽣成͢易いͳいͮͪ問題͗⾒͖ͯͮͪɽͨ͹ͪΌɼηίーϩ͗⽣成͢易い⽔質ͶあͪΕΝͯ͜ɼ現地Ͳ

実証実験Νͦ͠ͱ΍ΔえΖΓうͶ交渉͢ɼ幾度ͳ͵͚失敗Ν繰Ε返͢͵͗Δ検討Ν重͸ͪɽͨ͹結果ɼʹ͹Γう͵⽔質Ͳ΍⼀定Ϫϗϩ以上͹次亜塩素酸

Ν⽣成Ͳ͘ɼηίーϩͶΓΖ流路詰ΉΕ等͹不具合Ν起͞͠͵い電極Ώ制御⽅法Ν開発ͤΖ͞ͳ͗Ͳͪ͘ɽ

■͕客様Ͷ効果Ν実感͢ͱ΍ΔうͪΌͶ

 汚Η対策技術͹効果検証Ͷͺɼ実際͹環境Ν考慮ͪ͢効果検証Ͷͫ͞わͮͱい

Ζɽ例えͻ便汚Ηͺɼ現在Ͳͺ疑似便Ν⽤いͱいΖ΍͹͹ɼ開発当初ͺ実際͹便

Ν使ͮͱ検証ͤΖ͞ͳ΍あͮͪɽΉͪɼ使⽤ͤΖ微⽣物ͺɼ社員宅等͹⽔ΉわΕ

͖Δ採取ͪ͢微⽣物ʤ野⽣株ʥΝ使⽤͢ͱいΖɽͨΗͺɼ購⼊株ͳ野⽣株Ͳͺɼ

⼀般的Ͷ野⽣株͹⽅͗抗菌剤͵ʹ͹微⽣物対策技術Ͷ対͢ͱ抵抗性Ν有͢ͱいΖ

場合͗多い͖ΔͲあΖɽ例えͻɼ⽔ΉわΕ͹微⽣物ͲあΗͻɼ⽔道⽔中Ͷ含ΉΗ

Ζ次亜塩素酸Ͷ対͢ͱɼ抵抗性Ν有ͤΖ株͗存在ͤΖɽ効果検証Ͷͺ野⽣株Ν⽤

いΖ͞ͳͲɼ実際͹φ΢ϪͲ効果͗得ΔΗΖ͖ʹう͖⾒極ΌΖ͞ͳ͗Ͳ͘Ζɽ

 ͞͹Γう͵検証Ν可能ͳͤΖͪΌͶɼ全国͹⽔ΉわΕ͖Δ単離ʤ特定͹微⽣物Ν分離͢ͱ培養ͤΖ͞ͳʥɼ同定ʤ種類Ν特定ͤΖ͞ͳʥͪ͢細菌ΏΩϑ

Ν約500種類以上ɼ−80℃͹低温ϓϨーδーͲ保管͢ͱいΖʤ図 4 ʥɽΉͪɼ͕客様͗効果Ν実感ͤΖ͞ͳΝ⾮常Ͷ重要視͢ͱ͕ΕɼϧϚ試験͹ΊͲ効果

検証Ν終わΔͦΖ͞ͳͺ͵͚ɼ必ͥϓΡーϩχτηφͲ実際͹φ΢ϪͲ͹効果Ν検証͢ͱいΖɽͨ͹ͪΌɼ研究所内ͫ͜Ͳ͵͚ɼ関連事業部΍含Ό多͚

͹φ΢ϪΝϓΡーϩχτηφΏϠωνーͶ活⽤͢ɼ͕客様満⾜Ͷͯ͵͗Ζ努⼒Ν͢ͱいΖɽ

図 2 顕微鏡ͶΓΖ微⽣物観察

図 3 次亜塩素酸͹⽣成反応

図 4 −80℃͹ϓϨーδー
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臭わ͵いφ΢Ϫ΃͹挑戦
■臭い発⽣͹原因究明

 臭い͹発⽣源Ͷͺɼ⼤便由来ͳ尿由来͗あΖɽφ΢Ϫ͹⼤便由来͹臭いͺ便器内Ͳ瞬間的Ͷ発⽣͢温⽔洗浄便座͹脱臭Ͳ対策Ͳ͘ͱいΖ͹Ͷ対͢ɼ尿

由来͹臭いͺ⾶;散ͮͪ尿͖Δ継続的Ͷ発⽣͢ͱφ΢Ϫ空間Ͷ広͗ͮͱ͢Ήいɼ対策͗難͖ͮͪ͢ɽ空間Ͷ広͗ͮͱ͢Ήͮͪ臭いΝ脱臭ͤΖ͵ʹ͹対症

療法ͺɼ臭いΝ低減ͦ͠Ζͫ͜Ͳ臭い͹͵い快適͵空間ͺ達成Ͳͥ͘ɼ臭いΝ発⽣ͦ͠͵い根本的͵対策͗重要ͲあΖͳ考えͪɽͨ͹ͪΌͶͺɼ汚Η͹

場合ͳ同様Ͷ臭い発⽣͹ϟΩωθϞΝ明Δ͖ͶͤΖ必要͗あͮͪɽ第⼀歩ͺ臭い成分Ν特定ͤΖ͞ͳͫ͗ɼφ΢Ϫ空間内Ͷ存在ͤΖ数百成分͹うͬ͹ʹ

Η͗臭い͹原因Ͷ͵ͮͱいΖ͖ͺɼ分析装置ͫ͜Ͳͺ分͖Δ͵いɽ⼀⾒原始的ͫ͗図 5 ͹ΓうͶ分析装置ͳ⼈間͹⿐Ν組Ί合わͦͪGCー臭い嗅͙法͗唯

⼀͹特定⽅法Ͳあͮͪɽ臭い嗅͙法Ͳͺ瞬時Ͷ臭い͹強͠ͳ種類Ν判定ͤΖ必要͗あΖɽ

 ͨ͹ͪΌͶ数百種類͹悪臭物質αϪέεϥϱΝ使⽤͢ͱ⿐ΝφϪーωϱήͪ͢ɽφ΢Ϫ͹臭いΝ装置

Ͳ分析͢͵͗Δʹ͹成分͗臭う͹͖Ν全神経Ν集中͢ͱ嗅͙ɼ⼀般Ͷ考えΔΗͱいΖΠϱϠωΠΓΕφ

ϨϟοϩΠϝϱͳいう成分͹臭い͗強い͞ͳΝ⾒出ͪ͢ɽ次Ͷ͞͹成分͗ʹうΏͮͱ発⽣ͤΖ͖͹ϟΩ

ωθϞΝ調΄ͪɽ汚Η͵いφ΢Ϫ΃͹挑戦Ͳ紹介ͪ͢⽔ΉわΕ͖Δ集Όͪ野⽣株ʤ図 4 ʥ͹中͖Δ尿中

͹成分Ν分解͢ͱφϨϟοϩΠϝϱΝ多量Ͷ⽣成ͤΖ特殊͵菌Ν発⾒͢ɼ菌͗増殖ͤΖ因⼦ͳ臭い物質

͗気化ͤΖ尿中͹化学反応Ν解明͢ɼϟΩωθϞΝ明Δ͖Ͷͪ͢ɽ

■臭いΝ作Δͦ͵い技術

 臭い͗発⽣ͤΖϟΩωθϞ͖Δɼh 尿成分Ν残͠͵い͞ͳʱͳʰ臭いΝ発⽣ͦ͠Ζ菌͹繁殖Ν抑えΖ͞ͳʱͳいう 2 ͯ͹設計指針Ν⽴ͱͪɽ͖͞͞Δɼ

研究部⾨ͳ開発部⾨͗連携͢ɼ前者ͺ少͵い⽔Ͳ΍尿汚ΗΝ残͠͵いϓο͵͢便器形状ͳ旋回流ͶΓΖ洗浄Ν組Ί合わͦͪ便器Ώ尿νϪ軽減υδ΢ϱ⼩

便器ɼ後者ͺʰ͘Ηい除菌⽔ʱΏ⾼い抗菌性能Ν有ͪ͢ύ΢ϔϨρχ光触媒ν΢ϩ͵ʹΝ開発ͪ͢ɽ開発ͪ͢商品͹効果ͺɼ実験室Ώ家庭͹φ΢Ϫͫ͜

Ͳ͵͚ɼ臭い͗発⽣͢Ώ͚ͤ⼀番厳͢い使⽤環境͹ϏϔϨρέφ΢ϪͲ΍検証͢ͱいΖɽ駅舎Ώ空港ɼ学校͵ʹ͹ϏϔϨρέφ΢ϪΝ上述ͪ͢設計指針

Ͷ基Ͱいͱ改修⼯事͢ɼ改修前後͹臭い物質ͳ菌Ν測定͢ɼ官能的Ͷ΍臭い͗激減ͤΖ͞ͳΝ実証͢ͱいΖɽ

■͕客͠ΉͶ快適͵⽣活Ν͢ͱい͚ͪͫͪΌͶ

 臭いͳ汚Η͹ϟΩωθϞ解明͹ͪΌͶɼ図 6 ͹写真͹ΓうͶ国内外͹ϏϔϨρέΏ家庭φ΢ϪΝ͞

ΗΉͲͶ100͖所以上調査͢ͱいΖɽΉͪɼ弊社͹総合研究所Ͷͺɼ化学Ώ微⽣物Ν専⾨ͳͤΖϟϱ

ώー͗豊富Ͷ揃ͮͱ͕Εɼ何故臭いΏ汚Η͗発⽣ͤΖ͹͖ɼʹうͪ͢Δ対策Ͳ͘Ζ͹͖͵ʹ͹熱いυΡ

ηΩρεϥϱ͗毎⽇͹ΓうͶ取Ε交わ͠ΗɼΏΏ΍ͤΖͳ⾷事中ΉͲ糞尿͹話題Ν続͜ͱ͢Ήうɽ私ͪ

ͬͺɼ͞͹ΓうͶ͕客様Ͷ快適͵⽣活Ν͢ͱい͚ͪͫͪΌͶɼ昼夜͚͠い臭いΏ汚ΗͶ真ͮ向͖Δ向͘

合ͮͱɼΉͣΌͶɼ地道Ͷɼ愚直Ͷ技術開発Ν͢ͱ͕客様͹満⾜Ν追求͢ͱいΖɽ

͕わΕͶ

 近年ͺɼ新型αϫψΤ΢ϩη感染症拡⼤Ώ度重͵Ζ⾃然災害ɼ国際情勢͹変化ɼΉͪɼυζνϩ技術͹進展͵ʹɼ変化͹激͢い不確実Ͳ複雑͵時代ͳ

͵ͮͱいΖɽ将来ʹ͞΃向͖う͹͖ɼʹ͹ΓうͶ社会Ώ͕客様͹役Ͷ⽴ͮͱい͚͹͖ͳいう͞ͳΝ考えͪͳ͘Ͷɼ私ͪͬͺ創⽴者͹想いͶ⽴ͬ戻Ζɽ私

ͪͬ͹存在意義ͺ社会͹ͪΌɼ͕客様͹ͪΌͶɼ社会͹発展Ͷ貢献͢ɼ豊͖Ͳ快適͵⽣活⽂化Ν創造͢ͱい͚͞ͳͲあΖɽ

 TOTOήϩーϕͺ創⽴͖Δ͹⽣業ͳ͢ͱɼ⽣活者視点Ͳ世͹中͹半歩先ɼ⼀歩先Ν進Ίɼ社会Ͷʰ͘Ηいͳ快適 ʱΝ΍ͪΔͤ商品Ν提供ͤΖͳ同時Ͷ

ʰ節⽔ΝͺͣΌͳͪ͢環境Ͷ配慮ʱͪ͢商品Ν提供͢ͱͪ͘ɽ私ͪͬͺʰ͘Ηいͳ快適ʱͳʰ環境ʱΝ両⽴ͤΖ商品ΝʰγητΡψϔϩϕϫξέςʱͳ定

義͢ɼ͞Η͖Δ΍͞ΗΔ͹商品ΝήϫーώϩͲ普及ͦ͠Ζ͞ͳͶΓΕɼh ͘Ηいͳ快適 ʱΝ実現͢͵͗Δʰ環境ʱ課題΍解決͢ɼ地球環境Ͷ配慮ͪ͢豊͖

Ͳ快適͵社会͹実現Ͷ貢献͢ͱい͚ɽ

図 5 GC−臭い嗅͙法

図 6 臭いͳ汚Η͹現場調査

伊丹愛⼦
出 ⾝ 地 神奈川県
最終学歴 順天堂⼤学⼤学院医学研究科修了
学  位 修⼠ʤ医学ʥ
専  ⾨ 感染制御科学ɼ⽔ΉわΕ͹微⽣物͹研究

⼭本政宏
出 ⾝ 地 東ښ都
最終学歴 慶應義塾⼤学⼤学院理⼯学研究科修了
学  位 博⼠ʤ⼯学ʥ
専  ⾨ 分析化学・環境化学ɼ⽔ΉわΕ͹臭い・汚Η͹研究
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左官 職⼈社秀平組

 いΉ͖Δ30年前ɽͤͲͶʰ職⼈ͺɼ͞͹ΉΉͲͺ消えͱ͢Ήうʱͳ⾔わΗͱいͪɽͬΒうʹͨ͹͞Θɼ技能Ν必要ͳͤΖ職⼈͹仕事͗ʹΞʹΞ減ͮͱ

いͪɽ左官͹仕事͹あΕ͖ͪ͗⼤͚͘変わͮͱいͪ͹ͫɽ͖ͯͱͺ現代建築͹野丁場ʤϑϩ͵ʹ͹左官ʥ仕事Ͳͺɼ外壁ν΢ϩΝ張ΖͪΌͶRC͹躯体Ͷ

厚い下地ϠϩνϩΝ塗Εͯͪ͗͜ɼͨΗͶͺ精度͗必要Ͳ左官͹腕͗問わΗͪ΍͹ͫͮͪɽͨΗ͗徐々ͶαϱέϨーφ打ͬ放͢͹上Ͷ不陸調整͹薄塗Ε

Ν施ͪ͢上͹吹付͜仕上͝Ͷ変わͮͱい͚ɽ今ͺ͠ΔͶαηφ削減ͲɼS造ͶPＣ板Ν張Ζ⼯法΃ͳ変わͮͱ͢Ήͮͪɽ内装΍ɼϠϩνϩ⾦βτ押͠え͗

ϕϧηνーϚーχͶ取ͮͱ替わΕɼ技能Ν要ͤΖ職⼈͹現場ͺ減Εɼ仕事͹仕⽅͗激変ͪ͢ɽ

ʰ職⼈ʱ͖Δʰ作業員ʱ΃
 ͨΞ͵簡易͵仕上͝Ͷ͵ͮͪͶ΍͖͖わΔͥɼ⼤職⼈不⾜ͫɽ実ͺ30年前΍ɼ左官

業界Ͷͺ後継者͗⼊ͮͱ͘ͱ͕Δͥɼ職⼈不⾜Ͷ拍⾞͖͖͗ͮͱいͪ͹ͫɽ仕事ͺ減ͮ

ͱい͚ɼ後継者ͺい͵いɼʹΞʹΞ⾼齢化͗ͤͤ΋ɽ͞͹ΉΉͫͳ絶滅ͤΖ͞ͳͺ⾃明

ͫͮͪ͢ɼͨ͹͞ͳ͗話題Ͷ΍͵ͮͪɽ

 ͨ͢ͱɼʹう͵͖ͮͪɽ30年ɼͨ͹状態͹ΉΉ時間͗過͙ͪͫͫ͜ɽ国͖Δ⼿͗差͢

͹΄ΔΗΖ͞ͳ΍͵͚ɼ左官⼈⼝ͺ最盛期͹ 5 分͹ 1 ͳ⾔う͗ɼ実質10分͹１ͫͳ思

うɽ左官ͫ͜Ͳͺ͵いɽ⼤⼯΍ɼ伝統的͵⼯法͹継承ͺ΍ͬΘΞɼ少͢難͢い仕上͗͝

Ͳ͘Ζ⼈材͹育成ͺ⼗分Ͳͺ͵いɽύΤηϟーΩー͗台頭͢ͱ以降ɼ住宅ͺ打ͮͪΕɼ

切ͮͪΕɼ貼ͮͪΕ͢ͱɼ短期間Ͳ出来ͱ͢Ήう΍͹Ͷ͵ͮͪɽͨ͞ͶいΖ͹ͺ作業員

Ͳあͮͱɼ職⼈Ͳͺ͵いͫΘうɽ

進΋鈍感⼒
 同時Ͷ建築関係者͹眼⼒͗変わͮͪɽ職⼈仕事Ν⾒͵い͹͖ͫΔɼʹういう⼯程ΝͪʹΖ͹͖ʹΗ͚Δい͹時間͖͖͗Ζ͖ɼ⾒当͖͗ͯ͵い現場監督

ͺ50代Ͳ΍多いɽ無理΍͵いɽ建築家ͺ常Ͷ新͢い͞ͳΝ追いɼ建築計画͗優先ɽ巨⼤͵構造͹⼤空間Ͳɼ求ΌΖ素材ͺʰ⾊ͺɼ⽩ɼήϪーɼϗーζϣɼ

εϩώーɽ透明͹Ϊϧηɼ磨いͪ⼤理⽯ʱͲあΖɽ͞ΗͲ空間Ν作Ζ͞ͳ͗ɼ新͚͢ͱ格好͹ΓいϠξϱ͵͞ͳͳ͵ͮͪɽ住宅Ͳ΍店舗Ͳ΍ɼ⾜並ͨΘ

えͱ極端Ͷͨͮͬ΃振Ηͱ͢Ήͮͪɽ

 ⾊彩Ν使わ͵い͖Δɼ⾊合いɼ肌合いͶ対ͤΖ感受性͗低͚͵Ζɽͪͳえͻɼ壁Ͷ照明͗当ͪΕɼ内側͹Ϛーχ͹ζϥ΢ϱφ部分͹凹凸͗浮͘出ͱ⾒

えͱいͱ΍ɼ設計⼠Ώ現場監督͗ʰ͞ΗͺΉͥいͩʱͳ気Ͱ͖͵いΓうͶ͵ͮͪɽ実際ɼ現場Ͷ⼊ͮͱɼ私ͪͬΓΕ前ͶͲ͘ͱいΖ仕上͝Ν⾒ͱʰΤ

λ！ 現場監督΍建築家΍施主΍ɼΆΞͳͶ͞ΗͲ建築検査Ν通ͪ͢͹？ʱͳ思う͞ͳ͗あΖɽͨういう仕事͗普通Ͷ通Ζ時代Ͷ͵ͮͱいΖɽͨΗͲい

い͵Δͳ職⼈΍⼿Ν抜͚ΓうͶ͵ͮͪ͹͖ɼ΍͚͢ͺ未熟͵腕͵͹Ͷ通ͮͱ͢Ή͖ͮͪɽΊΞ͵Ͳ鈍感⼒͗進ΞͲい͚ɽ

ΫϨϱ͹焼酎ʰ⽩⽔ʱ͹CM背景ͳ͵ͮͪ壁⾯ɽ
波紋͗⼲渉͢あう様Ν表現ͪ͢

ΠϟϨΩ・εΠφϩ͹IT企業͹ϑϩ͹多⽬的ϙーϩͶ施⼯ͪ͢壁
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失わΗΖ美意識
 釈迦Ͷ説法ͫ͗ɼ΍ͳ΍ͳ⽇本͹建築ͺɼ寺社仏閣΍城΍⼟蔵΍数寄屋΍⺠家΍ɼ͞

Ή͖い意匠Ώ技能͙͗ͮ͢Ε込ΌΔΗͱいΖɽ床柱ɼ⻑押ɼ竿縁天井ɼ釘隠͢ɼ雪⾒障

⼦ɽ⼤⼯͵Δ⽊͹板⽬Ͷͫ͞わΕɼ⼨分狂わͷ留ΌͶͫ͞わͮͪɽ左官΍わ͖ͥ͵鏝波

ͶͤΔ細⼼͹注意Ν払ͮͪɽ空間Ͷͺ多͚͹出隅⼊隅͗あΖͫ͜Ͳ͵͚ɼ⾓Ͷͺ⾯取Ε

͗あΕɼ線͗4本Ͷ͵Ζ銀杏⾯ΉͲあͮͪɽ城郭͹破⾵΍ɼ窓ΉわΕ΍ɼ蛇腹΍線Ͷあ

΀ΗͱいΖɽh 不要͵線ͺ省いͱεϱϕϩͶʱΝ⼀義ͳͤΖ現代建築͹⼈間Ͷͺ⼿Ͷ負

え͵い΍͹Ͷ͵ͮͱいΖ͖΍͢Η͵いɽ

 εϱϕϩͳͺ対極͹ɼͨΞ͵建築͹͵͖Ͷ⼊ͮͱΊΖͳʹう感ͣΖ͖ɽ信ͣΔΗ͵

い͚Δい柔Δ͖͚ɼΠεϱϟφϨーͲ΍均整͗取Ηͱいͱɼ素晴Δ͢いɽ⽇本⼈ͺͤ

͖ͮͪ͟ͳ唸ΔͦΖɼ現場Ͳ⽣Ί出͠ΗͪΨϨζψϨτΡͶɼ繭͹ΓうͶ͚ΖΉΗΖ感

覚ɽ昔͹΍͹Ͳあͮͱ΍ɼΓ͚Γ͚考えΔΗͪιϱη͹いい空間ͺɼ線͹集合体ͲあΕ

͵͗ΔέーϩͲう͚͡͵いɽͨ͞ͶあΖ線ͺʰ不要͵線ʱͲͺ͵いɽ

 ͨういう空間Ͷ⽇本⼈ͲあΖ矜持ɼ美意識Ν͢ΊͣΊ感ͣΖɽ昔͖Δ͹⽇本͹美意識

Ͷ触Ηͪいͳ思ͮͱいΖ海外͹客⼈ͺ多いɽ⽇本⼈ͺいͯ΍⾃分͹⼤切͵΍͹Ν安易Ͷ

失ͮͱ͢Ήうɽ取Ε返͖͗ͯ͢͵͚͵Ζͩͳ警鐘Ν鳴Δͤ͹ͺɼ海外͹⼈ͲあͮͪΕͤ

Ζɽ職⼈͹技能͗⽇本͹建物͹美意識Ν⽀えͱいͪ͞ͳΝ建築家ɼ現場監督ɼ施主ΉͲ

知Δ͵い時代Ͷ͵ͮͪɽΊΞ͵Ͳ知Δ͵い͖Δ疑問Ͷ΍思わ͵いɽϕϫϓΥρεϥψϩͳ

認ΌΔΗͪ腕利͘͹職⼈ͪͬΆʹɼ泣͘⾔΍⾔わͥɼ黙ͮͱ第⼀線Ν退いͱいͮͪɽ

職⼈仕事͹粋Ν集ΌΖ……ʰ歓待͹⻄洋室ϕϫζΥέφʱ
 私ͺͥͮͳ継承͠Ηͱͪ͘左官技能Ν使ͮͱɼ現代的͵感覚Ͳ意匠Ν作Θうͳ͢ͱ左官͹仕事Ν続͜ͱͪ͘ɽ東ښ͹外資系͹ϙτϩΏ海外Ͳ仕事Νͤ

Ζͳɼh ⽇本ͮͱ͵Ξͱ素晴Δ͢いɽAMAZING !ʱͳ⾔わΗΖ͞ͳ͗あΖ͢ɼ壁Ν塗Ζ所作Ν美͢いͳ⾔わΗΖ͞ͳ΍あΖɽͲ΍いΉΏ職⼈⽂化ͺ΍う復

活͗望Ό͵いΆʹ͹状態Ͷ͵ͮͱいΖɽ30年ɼ気Ͱ͖ͥΊΞ͵Ͳ漂流͢ͱいͪɽ⼀般͹⼈Ͷ΍⾒Ζ⽬͗育ͮͱ͞͵͖ͮͪɽ昔͹ΓうͶ⽬利͘͹旦那͗腕

利͘職⼈Ν選ΞͲ普請ͤΖͳいう͞ͳͺ望΋΄͚΍͵いɽ

 ⼈͗⼀世代Ͳ真͹実⼒Ν発揮ͤΖ時間ͺ25年ɽ30年͹空⽩ͳ͵ΖͳͤͲͶ2世代͗途切ΗͱいΖɽ作ΖΆう͹感性͗途切Ηɼ⽬利͘΍途切ΗͱいΖɽ

いい΍悪い΍⾔え͵͚͵ͮͱいΖ͹ͫɽ歴史ͳ未来Νʹうͯ͵͛͹͖ɼ⾃分ͪͬ͹財産Νʹう守ͮͱ未来͹⼈ͪͬͶͯ͵いͲい͚͹͖ɼ͞͹国ͺ真剣Ͷ

考えͱいΖ͹͖ɼ疑問Ͷ思うɽ

 ͨ͹悔͢͠΍あΕɼ私ͺ⾃分⾃⾝Ͳʰ歓待͹⻄洋室ϕϫζΥέφʱΝ続͜ͱͪ͘ɽ⼤正時代͹古い洋館ΝΑͥΕう͜ɼ原⽣林Ν⼿作業Ͳ開͘ɼ移築͢ɼ

進化ͦ͠͵͗Δ保存ͤΖϕϫζΥέφͫɽͨ͞Ͷͺ⼤⼯仕事ɼ⽯͹仕事ɼ΍ͬΘΞ左官仕事͹粋΍集ΌͱいΖɽいͥΗ絶滅ͤΖͳわ͖ͮͱい͖ͪΔɼ΍

うͨ͹時͗最後͹οϡϱηͫͳ思ͮͪɽ第⼀線Ν退͘引退͢ͱいͪ腕利͘͹職⼈ͪͬͶ声Ν͖͜ɼν΢ϞΩϕιϩ͹ΓうͶ技術Ν詰Ό込ΞͫɽϠόΝ残

ͤ͞ͳͲ͖ͯ͢͵͛⽅法ͺ͵いɽͨ͹洋館͗20年͖͖ͮͱ完成Ͷ近ͰいͱいΖɽ公開ͺ͢ͱい͵い͗ɼͧͽ訪͸ͪいͳいう建築家͗いΗͻɼ⾒ͱ΍Δい

ͪいͳ΍思うɽ͞͞Ͷͺ⽇本͹Π΢υϱτΡτΡ͗感ͣΔΗΖͳ信ͣΖ͢ɼͨΗΝ作Ζ͞ͳͲ͖͢͞͹時代͹悲͢ΊͶ私ͺ耐えΔΗ͵͖ͮͪɽ

 職⼈͹͞ͳͺ脱・⼆酸化炭素問題ͳ似ͱい͵いͫΘう͖ɽ30年前͖Δ問題ͳͺ͠Ηͯͯɼ気候変動Ͳ甚⼤͵災害͗頻繁Ͷ͵ΖΉͲɼ眼͹前͹経済Ν追

う͞ͳͶ奔⾛͢ͱ問題Ͷ正⾯͖Δ取Ε組΋͞ͳΝ͕͘͡ΕͶͪ͢ɽ΍͢30年前Ͷ͖ͮ͢Ε考えͱいΗͻɼ⽇本͹循環型͹建築͹技能ͺ΍ͮͳ注⽬͠Ηɼ

⼭͹循環΍保ͪΗͱいͪ͹Ͳͺ͵いͫΘう͖ɽͨうͤΗͻ式年遷宮Ν例ͶͤΖΉͲ΍͵͚ɼ職⼈͹技能ͺ伝承Ͳ͘ɼ職⼈͹いΖ未来ͺ残͠Ηͪ͹Ͳͺ͵

い͖ɽͨ͢ͱɼ⽇本ͺSDGか͹最先端͹国Ͷ͵Η͖ͪ΍͢Η͵いɽͨう考えΖ͹ͺ私ͫ͜͵͹ͫΘう͖ɽ

挾⼟秀平 Sけき｣e､ Haかado

左官ɽ職⼈社秀平組代表ɽ1962 年ɼ岐⾩県⾼⼭市⽣ΉΗɽ1983年ɼ技能五輪全国⼤会左官部⾨優勝ɽ⽗͹会社Ͳ美術館Ώϙτϩ͵ʹ͹現場Ν⼿͗͜Ζɽ2001
年ʰ職⼈社秀平組ʱ設⽴ɽ⼟・砂・⽯灰・藁͵ʹɼ⾃然素材͹⼒Ώ⾊Ν活͖͢ɼηφーϨー͹あΖ壁Ν制作ɽ主͵仕事Ͷδ・Ϙωϱεϣϧϙτϩ東ښɼΠϜ
ϱ東ښɼJALϓΟーηφέϧηϧΤϱζɼNHK⼤河χϧϜʰ真⽥丸ʱ͹題字・ν΢φϩώρέ͵ʹɽくくく.かけき｣e､.･p

ϙτϩɼΠϜϱ東ښ͹ϪιϕεϥϱͶ施⼯ͪ͢ʰ11⽉͹蔓ʱ͹部分ɽ
⼭葡萄͹蔓Ώ実Ν埋Ό込ΞͲいΖ
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ν΢ϩ 織部製陶株式会社

 ΩνϫήΏ΢ϱνーϋρφͲ製品Ν選΁時代ɼ⼀貫͢ͱ特注⽣産Ͷͫ͞わΕ続͜ͱͪ͘ɽ建築家ɼυδ΢ψーͳ寄Ε添う͞ͳͺ新͢いϠόͰ͚ΕͶ繋

͗ͮͱͪ͘ɽ私達͗作Ε出ͤ製品ͺ⾃社製品ͳ考えͥɼΠ΢υΠΝ供給ͪ͢建築家ɼυδ΢ψー͹製品ͲあΕɼͨΗΝ実際Ͷ⼯事現場Ν統括ͤΖ⽅ɼ貼

Ζ職⼈͠Ξ͹存在あͮͱ͹完成ͳ考えΖɽ特注品͵ΔͲͺͲあΖɽ

 創業ΓΕ44年続いͪ͹ͺ͞͹Γう͵⽅々Ͷ⽀えΔΗɼ育ͱΔΗɼ⽣産Ͳͪ͘¨Ώ͘΍͹¨ν΢ϩΝ納品͢続͜Ζ͞ͳ͗Ͳ͖ͪ͘ΔͲあΕɼ要望Ͷ必死

Ͷ応えΓうͳあ͘ΔΌͥ奮闘ͤΖ製造͹職⼈͹͕͖͝ͲあΖɽ

⼟Ͷͫ͞わΖ
 織部製陶ɽ社名͹由来ͺ岐⾩県͹織部焼͹祖ͲあΖ古⽥織部ͶあΏ͖ͮͱͯͪ͜΍͹ɽ

ͨ͹古⽥織部͹Α͖Ε͹地ɼ岐⾩県美濃地⽅Ͷͫ͞わΕ続ͪ͜ɽͨ͹地Ͷ我々͗⽬指ͤ

¨Ώ͘΍͹¨͹良質͵⼟͗採ΗΖ͖Δͫɽ⽊節粘⼟ɼ͞͹原料Ν主ͳ͢様々͵原料Ν配

合͢ɼ要望Ͷ応ͣͪ形状ɼ⾵合いΝ作Ε出ͤɽ都度現場͟ͳͶ⼟͹配合Ν変化ͦ͠Ζ͞

ͳͺΨϨζψϩ͹追求Ͷ必須条件ͳ͵Ζɽ数⼗種類͹原料Ν常Ͷηφρέ͢ͱ͕Εɼ細

͖い要望Ͷ΍常Ͷ応えΔΗΖΓうͶ͢ͱいΖɽ特注専⾨͹⼯場͖ͫΔͫɽ

試作
 κϫ段階͖Δ⽣Ί出ͤ製品ͺ時間Ν要ͤΖɽ試作ͺ約 1 ͖⽉単位Ͳ作Εあ͝Ζɽ時Ͷ

ͺ岐⾩県ͶあΖ⼯場΃⾜Ν運ΞͲいͪͫ͘ɼ製造͹現場Ͳ打ͬ合わͦΝͪ͢Εɼ試作作

ΕΝ 3 回〜 4 回実施ͤΖ͞ͳ΍あΖɽ皆様ͫ͞わͮͱいͪͫ͜Ζ͹Ͳɼ時間Ν費Ώͤ͞

ͳͶ͵Ζɽ

試作͹⼭

Ώ͘΍͹Ν極Όͪい
織部製陶株式会社 営業部 ⾕川智崇

松灰陶板彫刻ϪϨーϓ

原料置場
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職⼈技
 作Ε出ͤ量Ώ製品ͶΓΕ異͵Ζ͗ɼ約 2 〜 3 ͖⽉͹時間Νいͪͫ͘Ψーξーϟ΢χ͹ν΢ϩΝ仕上͝ͱい͚ɽ効率Γ͚Ψーφϟーεϥϱ化͠Ηͪ設備

Ͳ͹⼤量⽣産͗可能͵⼯場Ͳͺ͵͚ɼ機器ͺ使⽤͢ͱいΖ͗極⼒職⼈͹⼿Ͳ͹⽣産Ͷͫ͞わΕ続͜ͱいΖɽ練ͮͪ⼟Νν΢ϩ͹形状Ͷ͢ͱい͚成型⼯程

Ώ乾燥ͦ͠ͱν΢ϩ͹窯積Ίɼ焼͘あ͗ͮͪν΢ϩ͹選別͵ʹ重要͵ͳ͞Θͺ職⼈͹判断Ͳ⾏わΗΖɽ例えͻ⽇本Ͷͺ四季͗あΕɼͨ͹季節͟ͳ͹調整

΍重要ͫɽ夏ͳ冬Ͳͺ窯積Ί前͹乾燥時間͗違いɼ乾燥不⼗分Ͳ焼͘あ͗ͮͪν΢ϩͶͺ裂傷͗⼊ͮͪΕͤΖ͹Ͳɼ培ͮͱͪ͘技術ͳ判断Ͳ時間Ν変化

ͦ͠ΖɽΉͪ50ｍあΖ窯ͺ中⼼地点͗最⾼温度1320度Ͷ達͢ɼ酸素Ν͢·ΕɼΏ͘΍͹Δ͢い⾃然͵⾊幅Ν出ͤɽ温度ͺ変えΖ͞ͳ͗Ͳ͘͵いͪΌɼ窯

͹中͹台⾞͹位置ʤ上段ɼ中段ɼ下段ʥͶ応ͣͱν΢ϩ͹⾊幅͹調整͵ʹ熟練͹職⼈͗⽀えͱいΖɽ͞͹ΓうͶ職⼈͹判断Ͳ仕上͗Ζ΍͹ͨ͞ɼ味わい

͹あΖ¨Ώ͘΍͹¨ν΢ϩͶ͵Ζɽ

ύϱχϟ΢χ仕上͝
 私共ͺ顧客͖Δ͹依頼Ν⼈͹⼿Ͳ表現ͤΖ͞ͳ͗多いɽ成型͖Δ乾燥͹間Ͷν΢ϩ͹顔ͳ͵Ζ表情ɼ⾵合いΝɼ要望Ͷ応ͣͱ職⼈͹⼿Ͳ⼀枚⼀枚仕上

͝ͱい͚ɽΨーφϟーεϥϱ化͠Ηͪ機械Ͳͺ͵͚ɼ⾃Δ作Ε出ͤ簡単͵道具Ν⽤い表現͢ͱい͚ɽ均⼀͠Ν出ͥ͠敢えͱ⼀枚⼀枚͗不揃いͶ仕上͝Ζ

͹ͫɽ

 ͞͹顧客͹要望Ͷ応ͣͱ作Ε出ͤύϱχϟ΢χ͹ν΢ϩΝ製品名ʰέϪ΢Ϝ΢ηνーʱͳ称͢ͱいΖɽχ΢ς語Ͳ⼟職⼈Ν意味ͤΖɽ様々͵打ͬ合わ

ͦͶΓΕ具現化͢ͱい͚έϪ΢Ϝ΢ηνーͺ⾊ɼ表情ɼ形状ͳ都度変わΖͪΌɼ͟依頼いͪͫいͪ顧客͹完全ΨϨζψϩ製品ͳ͵Ζɽ

Noͳ⾔い͚ͪ͵い
 特注Ν専⾨Ͷ我々営業ͺ打ͬ合わͦΝ進ΌΖɽ顧客͹要求Ν製造側Ͷ

伝えΖɽͫ͞わΕΝ持ͯ建築家ɼυδ΢ψー͹皆様͖ͫΔͨ͞弊社Ν

選ΞͲ͚ΗͱいΖͳ考えͱいΖɽ΍ͬΘΞ製造側΍同ͣ意志Ν持ͮͱい

Ζɽ限ΔΗͪ時間ɼ常Ͷ新͢い΍͹΃͹挑戦ͺ失敗΍多͚ɼ試⾏錯誤͹

連続ͫɽν΢ϩ͹試作ΓΕ 1 年ɼ 2 年経過͢本体͹製作ͳ͵Ηͻɼ⼟͹

層ɼ窯͹温度͵ʹ変化͗著͢いɽ少͢Ͳ΍再現͢Γうͳ努⼒ͤΖɽ͞͹

試⾏錯誤͹中͖Δ新͢い΍͹Ͱ͚ΕͶͯ͵͗Ζ͞ͳ͗あΖɽ難͢い課題

͗あͮͱͨ͞ɼ新͢い製品͗⽣ΉΗΖͳ考えͱいΖɽ⼯場⻑ͺ⾔うɽ難

͢い課題Ͷ対͢ͱʰͲ͘͵い͞ͳͺ͵いΓʱͳ濁ͤɽ

 我々営業ͺͨ͹⾔葉Ͷ励Ή͠ΗΖ．．．ɽ

ʰ松灰陶板ʱ͹完成
 ͕茶碗͵ʹͲ΍知ΔΗΖ釉薬ɽ我々ͺ元々釉薬Ν⽤いͥɼ⼟本来͹⾵

合いͲɼ製品Ν作Ε続͜ͱͪ͘ɽ苦⼿ͳいえͻͨΗΉͲ……ɽ顧客͹要

望Ώ代表͹希望΍あΕɼΏ͘΍͹Ν研究ͤΖ͞ͳͶɽ社名͹由来ɼ織部

焼Ώ美濃地⽅͹志野焼ɼ瀬⼾焼͵ʹ様々Ώ陶器Ν調΄ɼ釉薬͹原点ͳ͵

Ζ灰釉ʤ͖いΑうʥͶ着⽬ͤΖɽ本来窯͹中͹燃料͹灰͗溶͜ɼ製品Ͷ

付着ͪ͢⾃然釉ͲあΕɼ茶器͵ʹ͹灰͖΁Ε͹状態ͲͲ͘あ͗ΖΏ͘΍

͹Ν取Ε⼊Ηͪいͳ試⾏錯誤ͪ͢ɽ我々͗⽤いͪ͹ͺ松͹焼成灰Ͳɼ職

⼈͹⼿仕事ͳ組Ί合わͦͱʰ松灰陶板ʱΝ完成ͦͪ͠ɽ

 ͞͹灰釉Ν使ͮͪ製法Ͳ独特͵艶͗表現Ͳ͘ɼ⽬指ͤ¨Ώ͘΍͹¨͹

⼀品ͳ͵ͮͪɽ

 ⾕川智崇 2010年 織部製陶株式会社⼊社

⼿加⼯

 職⼈͹⼿仕事ͳ灰釉Ν組Ί合わͦͪ松灰陶板
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τΫην΢ϩ NUNO

 今͖Δ20年Άʹ前͹2000年ɼ私ͪͬNUNOͺʰϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東ښʱ͹ϕϫζΥέφͶ参加͢ͱいͪɽ2005年Ͷ⽇本橋Ͷ開業ͤΖϙτϩ͹

τΫην΢ϩ͹υδ΢ϱΝͤΖͶあͪΕɼh 森ͳ⽔ʱͳいうυδ΢ϱαϱιϕφΝ打ͬͪͱͪɽ 私ͪͬ⽇本⼈ͺ四季折々ɼ美͚͢変化ͤΖ⼭川草⽊Ͷ囲

ΉΗɼ独⾃͹感性ͳ⽂化Ν育ΞͲͪ͘ɽ森ͺ⼭川草⽊͹源ͲあΕɼ私ͪͬ͹⽂化ͺ森ͶΓͮͱ築͖Ηɼ⽣活΍森ͶΓͮͱ⽀えΔΗͱいͪͳ⾔えΖɽͨ͢

ͱ⼭͖Δ発͢ɼ川ͳ͵Ε流ΗΖ⽔΍ɼ私ͪͬ͹⽂化ͳ⽣活Ͷ͵͚ͱͺ͵Δ͵いɽ特Ͷ⾷⽂化Ͷ͕いͱ⽔ͺ重要ͫɽ稲͹⽣育Ͷͺ⽔͗必要ɼ⽇本酒ɼ͕茶ɼ

ͨͻɼʹΗ΍澄Ξͫ⽔͗͵͚ͱͺ美味͚͢͵いɽ⽇本͹豊͖͵⽂化Ν形成͢ɼ⽇本⼈͹⽣活Ν⽀えͱͪ͘ɼʹͬΔ΍重要͵存在ͫɽ

 ϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東͖ښΔͺɼ緑地ʤ森ʥ΍望ΌΖɽͨΗͺɼ皇居ʤϏϪηʥͫɽ東

ɼͨ͢ͱ⽇本͹中⼼Ͷͺɼ堀ʤ⽔ʥͶ囲ΉΗͪ広⼤͵緑͹森͗広͗Ζɽ皇居ʤϏϪηʥ΍Ήښ

ͪɼh 森ͳ⽔ ɽɦ

 ͞うͪ͢思いΝ巡Δͦɼαϱιϕφ͗決Ήͮͱいͮͪɽυδ΢ϱワーέͲͺɼh 森ͳ⽔ʱΝ΢

ϟーζͪ͢χϫー΢ϱή͖Δ始ΉΕɼ数多͚͹τΫην΢ϩΝ試作ͪ͢ɽ中Ͷͺχϫー΢ϱήͲ

終わͮͪ΍͹ɼあΖいͺ試作Ͳ終わͮͪ΍͹΍あΖɽͨ͹中͖Δ選ͻΗͪτΫην΢ϩͺɼϙτ

ϩ空間͹壁ɼ天井ɼ床Ͷ使⽤͠Ηɼ空間Ν構成ͪ͢ɽΉͪɼい͚͖ͯͺϔϧ΢ϱχɼ間仕切Εɼ

ϗρχΩώーɼέρεϥϱɼ家具͹張Ε地ɼ照明器具͹εΥーχ͵ʹͳ͵Ε空間Ν⾊付ͪ͜ɽ͠

ΔͶ数点͹τΫην΢ϩͺϙτϩ͹ϫϑーͲɼΠーφワーέͳ͢ͱ っ森ͳ⽔、 Ν⼒強͚表現ͪ͢ɽ

染織⼯場40社Ν動員
 ͞͹ϕϫζΥέφ͹ͪΌͶ動員͠Ηͪ染織⼯場ͺɼ主͵ͳ͞Θͫ͜Ͳ΍全国Ͳ40社Ͷ͕Γ΁ɽ

ͨΗ΍ɼ従来͹決ΌΔΗͪγϱϕϩ͖Δ布Ν作Ζ仕事Ͳͺ͵͚ɼ図案͖ΔΨϨζψϩ͹γϱϕϩ

Ν͕͢͞ɼ布地Ν͚ͯͮͱΑ͚作業Ͳあ͖ͮͪΔɼ制作ͺ⼤変ͫͮͪɽ͖͢͢産地͹職⼈魂Ν刺

激ͤΖ仕事Ͳあͮͪͳ思わΗɼ⼀⻫ͶϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東ښΝ向いͱ切磋琢磨͢ɼ各地

Ͳ⼀⻫Ͷ製作͗始Ήͮͪɽ͠ΔͶϕϫζΥέφ͹ͫ͞わΕͺɼ⽇本͹伝統⽂化͹継承Ͷ΍及Ξ

ͫɽΰηφϩーϞ͹壁Ν飾Ζ͹ͺɼ染Ό物Ͷ使わΗͪʰ伊勢型ʱ͹αϪέεϥϱͲあΖɽͨΗͺ

ϙτϩ͹⼀室͗ϝϣーζΠϞ͹役割Ν果ͪ͢ͱいΖͳ⾔えΖɽ

森ͳ⽔／成⻑ͳ成熟͹物語 τΫην΢ϩ͗主役ͳ͵Ζϙτϩ
NUNOτΫην΢ϩυδ΢ψー 須藤玲⼦

ʰϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東ښʱ1 階ΦϪϗーνーϙーϩ
P｣oがo bけ Okoc｣､ Tadaか｣､

ΰηφϩーϞ2005〜2019年 P｣oがo bけ Okoc｣､ Tadaか｣､

ΰηφϩーϞ2019年〜 P｣oがo bけ Nacaかa&Paおがneおか Inc
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⽇本橋ͳいう⽴地
 ϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東ښͺ͞う͢ͱτΫην΢ϩ͗主役ͳ͵Ζɼ世界Ͳ΍稀有͵αϱιϕφΝ持ͯϙτϩͳ͵ͮͪɽͨΗͺɼϙτϩ͹⽴地͗⽇

本橋Ͳあͮͪ͞ͳ͗ɼ運命Ͱ͜ͱいΖͳ思えͱ͵Δ͵いɽ⽇本橋ͺ江⼾͹痕跡Ν残ͤɼ東ښͲ΍数少͵い場所ͲあΕɼ⽇本͹⽂化ɼ産業͹中⼼ͲあΕɼ

͵͖Ͳ΍和服ͺ江⼾͹華Ͳあ͖ͮͪΔͫɽͨ͹後ɼϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東ښͺɼ2020年Ͷ向͜ͱ改装Ν͕͞͵う͞ͳͳ͵ͮͪɽͨ͞Ͳɼυδ΢ϱ

τーϜͲあΖʰ森ͳ⽔ʱΝ引͘継͙ɼυδ΢ϱ͹τーϜΝʰ成⻑͢成熟ͪ͢森ͳ⽔ʱͳ͢ɼ改装Ͷ向͜ͱ準備͗始Ήͮͪɽ

⻄陣産地͖Δ三河産地΃
 ʰ森ʱ͹成⻑ͺあͬͬ͞Ͷʰ͞΍Η;ʱΝ͚ͯΖɽ⾃然Ν愛͢ͱɼ四季͹移Θい

Ͷ寄Ε添い⽣͘ͱいΖ⽇本⼈Ͷͺ当ͪΕ前͹ʰ͞΍Η;ʱͫ͗ɼ英語Ͷͺ対ͤΖ単

語͗͵いͨうͫɽ38階ϟ΢ϱϫϑーͲΰηφΝ迎えΖϧήͺʰ͞΍Η;ʱΝϠοー

ϓͳ͢ͱいΖɽ制作ͺτΫην΢ϩ産地͹最北端ɼ⼭形県͹ 5 名͹職⼈ͶΓΖ⼿作

業͹織⼯程Ν΃ͱɼ奥深い⽴体的͵ϧήͶ仕上ͪ͝ɽ歴史Ν経ͪʰ森ͳ⽔ʱ͹濃厚

͵緑⾊͗ɼ苔΋ͪ͢ʰ森ʱ͹ΓうͲ΍あΕɼ⾼低差Νͯͪ͜τέηοϡー͗奥⾏͘

Ν与えΖ͞ͳͶ͵ͮͪɽ椅⼦͹張地Ͷ⽤いͪυδ΢ϱͺɼ丸͚⼩͚͠可憐͵花Ν咲

͖ͦɼ⽣命⼒豊͖͵ʰϐϟςϩλώʱΝϠοーϓͶ͢ͱいΖɽ制作ͺ織物͹歴史Ν

⻄暦750年ΉͲ遡Ζ三河産地Ν選Ξͫɽ織物͹伝統Ν守Ζ三河産地ͺɼ現在Ͳͺ΢

ϱτϨΠτΫην΢ϩ͹⽣産地ͳ͢ͱ常ͶϨーχͤΖ開発⼒ͳ探究⼼͹あΖ産地Ͳ

あΖɽ椅⼦Ͷ採⽤ͪ͢τΫην΢ϩͺ同⼀模様Ν 2 ⾊͹⾊合いͲ構成͢ͱいΖ͗ɼ

ͨΗͩΗ͹⾊合いͶ合わͦͱɼ素材ͳ織組織Ν変化ͦ͠ɼ同ͣ柄ͲあΕ͵͗Δɼ趣

͗͘異͵Ζɽ⼀⽅ɼ⼀階͹ΦϱφϧϱηϫϑーͲΰηφΝ迎えΖ年輪模様͹織物ͺ

創業時͹ΉΉɼ15年͹年⽉Ν感ͣͦ͠͵い艶Ώ͖͵深い⾚⾊ΝͪͪえͱいΖɽ⽇本

͹織物͹発祥͹地ͲあΖښ都⻄陣Ͳ織Ε上ͪ͝最⾼峰͹紋織物ͺ不変ͳ΍⾔えΖɽ

⼟地͗育Ξͫ歴史ͳ⽂化΃͹尊厳
 ϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東ښͺɼΨーϕϱ当初͖Δ⼀部Ν除͘ɼΆ·

⽇本͹産地Ͳ作ΔΗɼϟ΢χ・΢ϱ・ζϡϏϱ͹布地Ͳ覆わΗͱいΖɽ外

資系ͲあΕ͵͗Δɼ⽇本͹ϙτϩͲ͠え思い͖ͯ͵͖ͮͪΓう͵ͫ͞わΕ

Ν貫いͪ͹ͺɼϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ ϙτϩήϩーϕ͹基礎ͳ͵ͮͱ

いΖ͞͹⾔葉Ͷ集約͠ΗͱいΖɽ̡ Senかe of Place ɼrͨ͹場所͵ΔͲͺ͹

何͖ɽͨΗͺɼ単Ͷͨ͹場所Δ͢いυδ΢ϱΝ取Ε上͝Ζͳいͮͪ表⾯的

͵͞ͳͲͺ͵͚ͱɼͨ͹⼟地͗育ΞͲͪ͘歴史ͳ⽂化Ͷ対ͤΖ尊厳͵͹

ͫɽ⽇本橋͹ϜϱξϨϱ ΨϨΦϱνϩ 東ښͲ過ͪ͟͢経験͗忘ΗΔΗ͵

い印象ͳ͢ͱ⼈々͹⼼͹底Ͷ記憶ͳ͢ͱ残ΖɼͨΗΝτΫην΢ϩ͹⾵合

いɼ⾊合いɼͨ͢ͱ⼿触Ε͗導いͪͳͪ͢Δ本望ͫɽ

1 階Φϱφϧϱηϫϑー P｣oがo bけ Okoc｣､ Tadaか｣､

38階ϟ΢ϱϫϑー P｣oがo bけ Nきno

須藤玲⼦
τΫην΢ϩυδ΢ψーɽ1984年ɼ株式会社ʰ布ʱ͹設⽴Ͷ参加ɽ現在ɼ代表取締役υδ΢ϱυΡϪένーɽ⽇本͹伝統的͵染織技術͖Δ現代͹先端技
術ΉͲΝ駆使͢ɼ新͢いτΫην΢ϩͰ͚ΕΝ͕͞͵うɽ布͹豊͖͵表現性͗評価͠ΗɼωϣーϦーέ近代美術館͵ʹ世界各地͹美術館Ͷ作品͗所蔵ɼ
2008年ΓΕ無印良品͹ϓΟϔϨρέ企画開発Ͷ携わΕɼ2016年ΓΕυδ΢ϱΠχώ΢δϨーϚーχɽ毎⽇υδ΢ϱ賞ɼϫηα―賞ɼJID部⾨賞等受賞ɽ
英国UCA芸術⼤学ΓΕ名誉修⼠号授与ɽ東ښ造形⼤学名誉教授ɼιϱφϧϩ・ιϱφ・Ϝーοϱθ客員教授ɽ
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⽯ͺ地球͹記憶͹賜物ɽ⽯Ν住空間Ͷ活͖ͤ͞ͳͲɼ古͹⼈々͗持ͬ合わͦͱいͪ
ϕϨϝτΡϔ͵感覚Ν現代Ͷ伝えͱいͪ͘いɽ⼭⽥能資

 ⼭Ͳ⼈Ͷ出会うͳɼ何故͖⼈ͺ⼼Ν許͢ͱͯい⾊々語ͮͱ͢Ήうɽ誰͢΍ͨΞ͵経験͗あΖ͹Ͳͺ͵いͫΘう͖ɽ相⼿͗⼭͹主ʤあΖͣʥ͹Γう͵⼈

͵Δͻɼ尚更ͲあΖɽ今回͹⼭͹主΍ɼ来客Ν喜ΞͲ͚Ηͱいͪ͹ͫΘう͖ɼ共Ͷ⼭Ν歩͘͵͗Δ⼤蔵⼭͹物語ΝΑ͚ͮΕͳɼ語Ε部͹ΓうͶ丁寧Ͷ

語ͮͱ͚Ηͪɽ語ͮͱ͚Ηͪ͹ͺɼ⼭͹主ͳいうͶͺΉͫ若いʤ͖͢͢何故͖主ͮΈいʥɼ⼤蔵⼭ηνζΨ代表͹⼭⽥能資͠ΞͲあΖɽ

 ͞͹度訪Ηͪ宮城県͹⼤蔵⼭ͺɼ秋͹少͢物憂͝͵⾵ͳ静͜͠͹中Ͷあͮͱɼ⼒強い⼤地͹⿎動Ν切Ε取ͮͪ迫⼒Ͷ満ͬ溢Ηͱいͪɽͪͫͪͫʰ静͵

Ζ΍͹ʱͲあΖͺͥ͵͹Ͷɼʹ͞ΉͲ΍熱͚語Ε͖͜ͱ͚Ζ伊達冠⽯͹凄Ήͣ͠Ͷ圧倒͠Η͵͗Δɼ⼭⽥͠Ξͳ⼤蔵⼭Ν巡Ε歩いͪɽ

 伊達冠⽯ͳͺɼ͞͞⼤蔵⼭Ͳ採掘͠ΗΖ鉄分Ν多͚含Ξͫ表情豊͖͵⽯材Ν指ͤɽ様々͵⾊ͳ模様͗あΕɼͨ͹独特͵錆͹表情͖Δ建築空間ͲΠーφ

͹ΓうͶ使わΗΖ͞ͳ͗多い⽯材ͲあΖɽ⼤蔵⼭ͺͨ͹伊達冠⽯͹採⽯場ͲあΖ͹ͫ͗ɼ普通Ͷ私ͪͬ͗想像ͤΖ採⽯場ͳͺ異͵Ζ⾵景Ν作Ε出͢ͱい

Ζɽ採⽯⾏為ͨ͹΍͹͗ΠーτΡητΡρέ͵͹ͲあΖɽ何故ͨう感ͣΖ͹͖ͺ⼭⽥͠Ξ͹話Ν聞͚ͳ良͚分͖Ζɽ

 ʰ⽯ͳいう͹ͺ地球͹⾻͹Γう͵感ͣ͗ͤΖΞͲͤɽͨΗΝ削ͮͱいͪͫいͱいΖ͹͖ͫΔɼͬ͘Ξͳ⼭Ͷ感謝͢ͱɼ何͖Ν返͠͵͜Ηͻ͵Δ͵いͳ

思う͹Ͳͤɽ͞͞ͺ⼟΍植⽣΍豊͖͵͹Ͳɼ採⽯場Ν含ΌͱϧϱχηίーϕΝ考えͱɼ⼭全体Ν物語͹あΖ場所Ͷ͢ͱいͪ͘いͳ考えͱいΉͤɽ既Ͷ

造ͮͪάϡϧϨーΝͺͣΌɼ⼭͹恵ΊΝい͚ͪͫ⾷堂ΏɼΰηφύΤη͵ʹ΍造ͮͱɼ⼭ͨ͹΍͹Ν五感Ͳ感ͣ取ͮͱいͪͫ͜ΖΓう͵採⽯場Ν͚ͯΕ

ͪいɽͨうͪ͢⼭全体͹物語ͳ採掘Ͷ対ͤΖ哲学Νɼ私ͪͬ͗⽣Ί出ͤ⽯͹創作物Ͷ乗ͦͱ届͜ͱいͪ͘い͹Ͳͤɽɦ

 彼͹話ͺͳͱ΍興味深いɽ最終出来上͗ͮͪʰϠόʱͫ͗͜重要͵͹Ͳͺ͵͚ɼͨ͹ϕϫιηͶあΖ物語͗透͜ͱ⾒えΖ͖ʹう͖͗重要ͫͳいうɽͨ

うͤΖͳɼ要Ζ΍͹ͳ要Δ͵い΍͹͗⾒えͱ͘ͱɼ部分的Ͷͺ事業Ν縮⼩͢͵͗Δ΍ɼ⼭Ͷ対͢ͱ正直͵⽅向性Ͷ舵Ν切ͮͱいΖɽ成Ζ程ɼ⽇本⼈的͵

⾃然観ͳ⻄洋的͵商業哲学ͳΝ上⼿Ͷ熟成ͦ͠ͱいΖ⼈ͫ͵ͳ感ͣͪɽΉ͠Ͷ万物Ͷ感謝ͤΖʰいͪͫ͘Ήͤɽɦ ͹⼼ΝΠーτΡητΡρέ͵⻄洋的感性

Ͳ経営Ͷ結;ͯ͜ͱいΖɽͨ͢ͱͨ͹感性͗形ͳ͵ͮͱ⼭Ͷ現ΗͱいΖɽ採⽯場Ͷͺ⽊Ώ⽵͗⽣い茂Εɼ全͚͹⾃然ͳɼ少͢⼿Ν⼊Ηͪ⾃然ͳɼ⽯Ν積

Ξͫ⼈⼯的建造物ͳ͗ɼ絶妙͹ώϧϱηͲ構成͠ΗͱいͱɼΉΖͲ⾳楽Ν奏ͲͱいΖ͖͹Γうͫɽ例えͻ昔͹採⽯場͖Δ投͝落ͳ͠Ηͪ⽯達͗苔΋͢ɼ

ͨ͞Ͷ⾃然ͳ⽵͗⽣えͱɼ⾒ͪ͞ͳ͹無い偶然͹美͢͠Ν形成͢ͱいΖɽ⼜ɼ苔΋ͪ͢⽯͹先Ͷ沼ͳいうͶͺ余ΕͶ΍澄Ξͫ⽔Νͪͪえͪ沼͗垣間⾒え

ͪΕͤΖɽ歩Ν進ΌΖͶͯΗͱ感覚͗Α͚ͮΕͳɼ少ͥͯ͢研͙澄Ή͠ΗͱΑ͘ɼ気͗ͯ͜ͻ⼭͹物語͹中Ͷ⼊Ε込ΞͲ͢ΉͮͱいΖ感覚Ͷ͵Ζɽ完全

͵⾃然Ͳͺ͵͚ɼ⼈͹活動ͳ⼭͹息吹͗調和ͪ͢⼼地Γ͗͠͞͞ͶͺあΖɽ͞Ξ͵⼭Ͷ私ͺ未͖ͫͯͱ出会ͮͪ͞ͳ͗͵いɽ⼭Ν巡Ε͵͗Δɼ彼͹⾒据

えΖ未来͹⼭͹話Ν聴͚ɽ先代͗⼭΃͹感謝Ν形Ͷ͢ͱͪ͘͞ͳͲ͞͞ΉͲ美͢い⾵景͗出来上͗ͮͱいΖ͗ɼ彼ͶͳͮͱͺΉͫΉͫ序章͹段階͹Γう

ͫɽͮ͘ͳ⼭͹物語ͺ͖͞͞Δ更ͶχϧϜορέͶ͵ͮͱΑ͚͹ͫΘうɽ

⼤蔵⼭͹未来Ν語Ζ⼭⽥͠Ξ
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ͨ͢ͱɼ΢γϞόήο͗ͨ͞Ͷ居ͪɽ
 ͞͞⼤蔵⼭͗ͨ͹名Ν知ΔΗͱいΖ理由͹ͽͳͯͶɼΏͺΕ彫刻家΢γϞόήο⽒͹存在͗あΖɽ彼͗͞͞Ͳ伊達冠⽯Ͷ惚Ηɼ彫刻Ͷ使ͮͪ事͖Δɼ

沢⼭͹彫刻家ΏΠーτΡηφɼυδ΢ψー達͗͞͹⼭͹⽯Ͷ魅了͠Ηɼ今΍尚⽇本中͖Δ声͖͖͗Ε続͜ͱいΖɽ⽯切場Ν͛Ζͮͳ巡ͮͱɼあΖ場所Ͳ

⼭⽥͠Ξ͗⽴ͬ⽌Ήͮͱɼ私Ͷ教えͱ͚Ηͪɽh ͗͞͞΢γϞόήο͠Ξ͗⽯Ν採ͮͱいͪ場所Ͳͤɽɦ ͳɽͨ͹時͹ΉΉͶɼ今΍同ͣ姿Ͳ保存͢ͱいΖ

ͳいうɽ彼͹彫刻͗男型ͫͳͤΖͳɼ͞͞ͺ雌型ͳͲ΍いう΄͖͘ɼɼɼɽ何⼗年͖前Ͷɼ΢γϞόήο͠Ξ͗͞͞Ͳ⽯Ν眺Όͱいͪ͹ͫͳ思うͳɼ感慨深

いɽh Ͳ΍ɼ⽯ͶͳͮͱͺͨΗ΍ͯい最近͵͹͖΍͢ΗΉͦΞ͸ɽɦ ͳ私͗呟͚ͳɼ⼭⽥͠ΞͺɼͬΒͮͳ私͹反応͗⾯⽩͖ͮͪ͹ͫΘう͖ɼ笑い͵͗Δ

ʰ͵Ξ͵Δͯい今͗ͪ͢ɼͤΗ違ͮͪ͛ΔいͲͤΓ͸ɽɦ ͳ答えͱ͚Ηͪɽ彼΍直接本⼈Ͷͺ͕会い͢ͱい͵いͳいう͗ɼ常Ͷ͞͹採⽯場Ν通͢ͱ偉⼤͵

彫刻家ͳ向͘合い続͜ͱいΖ様⼦͗窺えͪɽ

 ͨ͢ͱいͯ͹間Ͷ͖⽇͗沈ΞͲɼͳͮ΂Εͳ暮ΗͪηνζΨΝ後Ͷͪ͢ɽ次Ͷ訪ΗΖ際Ͷͺ物

語͹続͘Ͷ出会えΖ͹ͫΘうͳ思うͳ嬉͚͢͵Ζɽ帰Ε際ͶηνζΨ͹端Ͳɼ΢γϞόήο͠Ξ

ͳ⼭⽥͠Ξ͹祖⽗͗先程⾒ͱͪ͘採⽯場ΝώρέͶ並ΞͲ撮ͮͪ古い写真͗⽬Ͷ⽌Ήͮͪɽ⽯Ͷ

ͳͮͱͺͯいͮ͘͠・・・ͳいう͞ͳ͵͹ͫΘうɼͮ͘ͳɽ

建築空間Ͳ伊達冠⽯ͺ強い個性Ν放ͯ

臆凪ね拠醍ぬ依奪刊籍ぎ
たふおちて撒憧シワヵ

歳籍宙ね遇禅どくち店禅ば懲国
優溢矛弐ば漠倫ぎいろ

撒兎しアばウグレセ罪楽宙ば幽刃ぎ秒うとけゎち醍造撒ば鞍凪逗
撒ァ補うち悟ね賢沈せな，なとや噴きれゆせう恥逗ぢな畿夫け

絡ぎ乱っとさば恵ねぬづち鑓
精盟倫な遇禅ば側恵ね箕僚しゎろ

歳籍ァ東ごとたばむむば穣替きる，
籍ぱ貸もす，蓄燐なぬづと蕗渓ねぬろ

懲国ばりえぬ籍ぎ閉ほるゎとうろ
籍ば斉寓グュルレ‐などやうえほくき

 

坤むしね歳籍すとうろ歳籍嬢
禿挑ばいろ依奪刊籍ぎ柊すう

歳籍嬢ば溢楓ぎ稚ねぬづとうろ
歳籍講異たばやばぎ蕗渓ァ校森すとうけ

価どやぬう繍ば蕗渓ぎ柊すう
栖ゎとうゎひ造襖呂崩ぎ賢おろ

拠籍ァ掠とと，害れァ委づち堰恵ば
舷大ウヱケル

ウシモバゲッぎ籍ァ歳づとうち贋碧
祷滋ばむむね鋪尊しゎとうろ

嘉巷嬢ど籍なギルセァ麻うとうろ触刃
さえすと籍ぱイ‐ナね精むゎ篇ゑろ

撒ァ溢醇れすと，籍な目どどくち
音きうセチズガね貰づとけろ

曝う籍ば山どどくちセチズガばボヵヂヵ
ナルウナ。玉摸な豹条ぎ価畿ぬけ柊すう

羽抽ば洪整踊蘇，寓；蕗；禍；睡；恥
ァ醤挑せろ伍鱗套

⼭⽥能資  1980年宮城県⽣ΉΗɽ⽟川⼤学⽂学部英⽶⽂学科ɼ英国ιϱφϧϩ・ιϱφ・Ϝーο
ϱθ芸術⼤学ήϧϓΡρέυδ΢ϱ科 卒業ɽ2008年⼭⽥⽯材計画ʤ現・⼤蔵⼭ην
ζΨʥͶ⼊社ɽ国内外͹έϨΦ΢νーͳ͹協業Ώ⾃社Ͳ͹ϕϫξέφ開発ɼ⽂化事業
͵ʹΝ⼿͗͜Ζɽ17年ΓΕ代表取締役
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鋳造 株式会社能作

創業105年͹富⼭県⾼岡市͹鋳物ϟーΩーͲあΖ能作ɽ

まͬͶ開͖Ηͪ新社屋Ν拠点ͳしͱ地域ͳ繋͗ͮͪ伝統産業͹⾰新Ν⽬指す能作克治社⻑Ͷ͕話Ν伺ͮͪɽ

ηνーφͺ͕客様͹声Ν聞いͱ商品Ν作Ζͳいう͞ͳɽ
 私ͺɼ35年前Ͷ能作Ͷ⼊社ͪ͢͹Ͳͤ͗ɼ当時ͺ問屋͠Ξ͹下請͜Ͳɼ仏具Ν中⼼Ͷ製作͢ͱいΉͪ͢ɽ私ͪͬ͹鋳造Ͷ限Δͥɼ伝統産業ͳ呼ͻΗ

Ζ΍͹ͺɼͨ͹商品͖Δ流通ΉͲ型ͶͺΉͮͱいͱɼͨΗΝ受͜継いͲΑ͚ͳいうΓう͵漠然ͳͪ͢考え͗中⼼ͶあΕΉͤɽ確͖Ͷ守Ζ΄͘⼤切͵΍͹

ͺ沢⼭あΕΉͤ͗ɼͨΗͫ͜Ͳͺ伝統産業͹先細Εͺ避͜ΔΗͥɼ変えΔΗΖ部分ͺ͵い΍͹͖ͳ模索͢ͱいͪͳ͞ΘɼあΖ時声掛͜Νいͪͫいͱɼ東

Ͳ͕茶道具Ώ花器͹展⽰会Ν開催͢Ήͪ͢ɽͤΖͳ有名͵ιϪέφεϥρϕ͖Δɼ展⽰͢ͱいͪϗϩΝ取Ε扱いͪいͳいう話ΝいͪͫいͱɼϗϩΝښ

εϥρϕͶ並΄ͱ΍Δう事Ͷ͵ͮͪ͹Ͳͤɽͳ͞Θ͗ɼ全然売Η͵いɽ͵ͧͫΘうͳ思ͮͱいͪͳ͞ΘɼあΖ店員͠ΞΓΕʰ能作͠Ξ͹ϗϩͺ⾳͗綺麗

͵͹Ͳɼ⾵鈴Ν作ͮͱͺʹうͲ͖ͤ？ʱͳ⾔わΗͪ͹Ͳͤɽ成Ζ程ͳ思い早速作ͮͱ並΄ͱ΍Δͮͪͳ͞Θɼ売Ε場Ͳ勝⼿Ͷ鳴ͮͱ͚ΗΖ͹Ͳɼ⾶΁Γ

うͶ売ΗͺͣΌͪ͹Ͳͤɽ

 ͞͹時感ͣͪ͹ͺɼ買い求Όͱ͚ΗΖ͕客様Ώ店員͠Ξͳ接点Ν持ͮͱ⾊々͵意⾒Ν聞͚ͳいう事͗⼤切ͳいう事Ͳͪ͢ɽ΍͹Ͱ͚ΕͺϤーδー͗望

΋΍͹Ν作ͮͱい͚͞ͳ͗重要͵͹ͲͤɽͨΗ͖Δͺɼ直Ͷ͕客様ͳ触Η合ͮͱいΖ店員͠Ξ͹意⾒Ν聞いͱ回ΖΓうͶ͵Εɼ出ͱͪ͘͹͗ɼ⾷器͵ʹ

⾝近Ͳ実際Ͷ触Ηͱ使えΖ΍͹͗欲͢いͳいう意⾒Ͳͪ͢ɽ͞Ηͺοϡϱηͫͳ思ͮͪ͹Ͳͤ͗ɼ⾷品衛⽣法ͶΓͮͱɼ銅͹混ͮ͡ͱいΖ真鍮Ͳͺ⾷器

Ν作Ζ事͗出来ΉͦΞɽͲͺ他ͶʹΞ͵素材ͫͮͪΔ能作Ͳ作ΗΖͫΘう͖ͳ考えɼ融点͗低͚ɼ少͵い熱量Ͳ加⼯͗出来Ζʰ錫ʱΝ使ͮͱΊΖ͞ͳͶ

͢Ήͪ͢ɽ⽇本Ͳͺ⼤阪錫器Ώ薩摩錫器等͗あΕΉͤ͗ɼ全ͱ亜鉛Ώ銅ͳ併ͦͱ固ΌΖʰϒϣーνーʱ

ͳ呼ͻΗΖ錫合⾦Ͳͤɽͨ͹理由ͺɼ錫100％ͫͳ⼈͹⼿͹⼒程度Ͳ曲͗ͮͱ͢Ήう͹Ͳ加⼯ͤΖ事͗困

難͖ͫΔͲͤɽ͖͢͢͞͞Ͳ諦Όͥɼ成型鋳造ͳいう⼿法Ͳ型Ν綺麗Ͷ起ͦ͞ͻɼΆͳΞʹ加⼯Ν施͠

ͥͶ製品化出来Ζ͹Ͳͺ͵い͖ͳ思いɼοϡϪϱζͪ͢͹Ͳͤɽ職⼈͹技術͗⾼͚͵いͳ͞ういう事ͺ

Ͳ͘ΉͦΞɽ伝統⼯芸ͶΓͮͱ培わΗͪ技術⼒͗͞͞ͲϠόΝ⾔ͮͪ͹ͲͤɽͨΗͲ΍最初͹職⼈͖Δ

͹評価ͺɼͨΞ͵͹柔Δ͖͙ͤͱ商品Ͷ͵Ζわ͗͜͵いͳいう΍͹Ͳͪ͢ɽ確͖Ͷɼ出来上͗ͮͪ錫͹

製品ͺͬΒͮͳ⼒Ν加えΖͳ歪ΊΉͤɽͨ͞ͲɼͫͮͪΔ曲͝ͱ使えͻいいͣΎ͵いͳいう発想Ͷ切Ε

替えͱɼh 柔Δ͖い錫ʱͳいう特性Ν前⾯Ͷ出͢ͱ商品化ͤΖ͞ͳͶͪ͢͹Ͳͤɽ⾃由Ͷ引͘伸ͻͦΖ錫製͹ʰKAGOʱ

新社屋͹顔ͳ͵ͮͱいΖ⽊型倉庫
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 ͨΞ͵折ɼυδ΢ψー͹⼩野⾥奈͠Ξ͗錫Ͳͤ͟い΍͹Ν考えͪ͹Ͳͤ͗ɼ

製品化Ͳ͘Ζ΍͹ͫΘう͖ͳ県͖Δ相談͗あΕΉͪ͢ɽ⾒ͱΊΖͳɼ迷路͹Γ

う͵形͹籠Ͳɼ繊細͵細͖͵線ͲͲ͘ͱいΉͤɽ難͢い形状Ͳͪ͗͢ɼ能作͹

技術⼒͵Δͻ可能ͫΘうͳ引͘受͜ͱ作ͮͱΊΉͪ͢ɽͤΖͳɼ͞Η͗ͳΞͲ

΍͵͚⾯⽩いɽ錫͹特性ͳ彼⼥͹υδ΢ϱɼͨ͢ͱ能作͹技術⼒ͶΓͮͱɼ平

⾯͖Δɼ⾃由͵形Ͷ⽴体Ͷ͢ͱ使えΖͳいう新͢い発想͹道具͗出来上͗ͮͪ

͹ͲͤɽͨΗ͗今ɼ能作͹錫商品Ν代表ͤΖ⼈気商品Ͷ͵ͮͱいΉͤɽ

倉庫Ͳ観光ύϔΝ͚ͯΖɽ
 2017年Ͷ完成ͪ͢能作͹新社屋ͺɼ⽊型倉庫Ν中⼼Ͷɼ⼯場ɼ本社機能ɼΩ

ϓΥɼ体験ηϘーη͵ʹ͗⼀体ͳ͵ͮͪ建物Ͷ͵ͮͱいΉͤɽ中央͹ΪϧηͲ

Ͳͪ͘⽊型倉庫Ͷ並΁⽊型ͺ展⽰⽤Ͳͺ͵͚ɼ実際Ͷ鋳物Ͷ使ͮͱいΖ⽊型͗

並ΞͲいΉͤɽ͞͹⽊型倉庫Ν⾒ͦΖ計画Ͷ͢Γうͳ思ͮͪ経緯Ͷͺɼ物語͗

あΕΉͤɽ私͗⼊社͢ͱ間΍͵い頃ɼあΖ親⼦͗⾒学ͦ͠ͱΆ͢いͳ訪Ηͱ͘

ͪ͹Ͳͤɽ興味Ν持ͮͱ͚Ηͪ͹͖͵ͳ嬉͚͢思いɼ⼀通Ε⼯場Ν案内ͪ͢後ɼ

͕⺟͠Ξ͗⼦供ͶʰΓ͚⾒͵͠いɽ勉強͢͵͖ͮͪΔ͞Ξ͵仕事Ͷ͚ͯ事Ͷ͵

Ζ͹Γɽɦ ͳ⾔ͮͪ͹Ͳͤɽ͵͖͵͖͹εϥρέͲͪ͢ɽ伝統産業Ώ地場産業ͳ

いう͹ͺ⼟地͗あͮͱ成Ε⽴ͯ΍͹ͲあΕɼͨ͹⼟地͹⼈々Ͷ職⼈͗認ΌΔΗ

͵いΓう͵事ͺあͮͱͺ͵Δ͵いͳ思いɼΉͥͺ地域͹⽅々͹意識Ν変えΓう

ͳ考えΉͪ͢ɽͨ͞Ͳ͞͹出来事Ν逆⼿Ͷͳͮͱ⼦供Ν中⼼ͶʹΞʹΞ⾒ͱ貰

いɼͬ͘Ξͳ知ͮͱ΍Δ͕うͳ⾒学会Ν始ΌΉͪ͢ɽ最初ͺ少⼈数Ͳͪ͗͢ɼ次第Ͷ学校単位Ͳ⾒学Ν受͜⼊ΗΖΓうͶ͵Εɼ遂Ͷͺ１年間Ͳ１万⼈͹

⾒学者数Ν超えΖΓうͶ͵ΕΉͪ͢ɽ͞͹考え͗⼯場Ώ倉庫ͳ⼀体ͳ͵ͮͪ新社屋建設Ͷ結;ͯいͱいΉͤɽ建替え前͖Δ⽊型倉庫ͺ⾒学者Ͷ⼈気͹空

間ͫͮͪ͹Ͳɼ建築家͹広⾕純弘͠Ξ͗Φϱφϧϱη正⾯ͶΪϧη͹⽊型倉庫Ν͚ͯͮͱ⾒ͦΖͳいう素晴Δ͢い案Ν出͢ͱ͚ΗΉͪ͢ɽΉ͠Ͷ能作͹

技術⼒ΝあΔわ͢ͱいΖ⽣ͪ͘空間Ͷ͵ͮͱいΉͤɽ 

 新社屋Ν建設͢ͱ͖Δͺɼ若い͕客͠Ξ΍多͚ɼ⼦供͹頃Ͷ⼯場Ͷ⾒学Ͷ来ͪ⼦ʹ΍ͪͬ͗ɼ就職Ν希望ͤΖΓうͶ΍͵ΕΉͪ͢ɽ地元͹⽅々΍ɼ⾼

岡͹鋳物⽣産Ν地域産業ͳ͢ͱ誇ΕͶ思えΖΓうͶ͵ͮͱͪ͘ͳ思いΉͤɽ今Ͳͺ年間13万⼈͹͕客͠Ξ͗͞͹社屋Ν訪ΗΉͤɽ富⼭観光͹⼀翼Ͷ位置

付͜ΔΗͱいΖ事ͺ⾮常Ͷ有Ε難͚思ͮͱいΉͤɽ͖͢͢ɼͫ͜͞͞Ν⾒学͢ͱ΍Δͮͱ΍地域全体ͳ͢ͱͺ活性化͢ͱい͘ΉͦΞɽͨ͞Ͳɼ何͖Ͳ͘

Ζ事ͺ͵い͖ͳ考えͫͪ͢͹͗ɼh 富⼭χΠーθʱͲͤɽ能作͗観光ύϔͳ͵ͮͱ富⼭͹魅⼒Ν沢⼭発⾒͢ͱ΍Δう事Ν⽬的ͳ͢ͱɼΦϱφϧϱη付近Ͷ

250枚͹産業観光ΩーχΝ⾒ͦΖ棚Ν作ΕΉͪ͢ɽ富⼭中Ͷ͞Ξ͵Ͷ良いͳ͞Θ͗あΖΓͳいうɼ社員͹ϨγーοͶΓΖ⼿作Ε紹介ΩーχͲͤɽ͞͹富⼭

χΠーθΝ͖ͮ͘͜Ͷɼ富⼭͹魅⼒Ν広͚知ͮͱ΍Δいɼ地域͹活性化Ͷ繋͗Ηͻ͞Ξ͵Ͷ嬉͢い事ͺあΕΉͦΞɽ

ͨ͢ͱɼ΍͹Ͱ͚Ε͹未来Ν͚ͯΖɽ
 伝統産業ͺ守Ζ΄͘部分ͳɼ思い切ͮͱ⾰新ͤ΄͘部分͹ώϧϱη͗⼤切Ͳ

ͤɽ最近Ͳͺ建築分野͹照明器具Ώ什器・壁材͹製作Ν⼿掛͜ͱいΉͤɽϙτ

ϩ͹ϓϫϱφΩΤϱνー͵ʹɼ徐々Ͷ⼤͘͵΍͹΍⼿͗͜ΖΓうͶ͵ͮͱ͘Ή

ͪ͢ɽ⼜ɼ錫͹抗菌性Ώ曲͗Ζ特性Ν活͖ͪ͢医療機器͹開発・製造Ώɼ3D

ϕϨϱνー͹活⽤͵ʹɼ分野Ώ製法Ν問わͥοϡϪϱζ͢ͱいΉͤɽͨういう

οϡϪϱζ͗伝統産業͹永続ͳɼ世代Ν超えͪʰ΍͹Ͱ͚Εʱ͹喜;Ͷ繋͗Ζ

͹ͫͳ思いΉͤɽ

 ͨ͢ͱ今ɼ⽇本中͹伝統産業͗繋͗ͮͱɼ世界Ͷ向͜ͱΠϒーϩ͢ͱい͚場

Ν͚ͯΘうͳɼήϩーϕΝ͚ͯͮͱ⼤͘͵動͘Ν⽣Ί出ͤ΄͚働͖͘͜ͱいΉ

ͤɽͨういͮͪ活動Ν通͢ͱɼ様々͵伝統産業͗形Ν変え͵͗Δ΍発展͢ͱい

͚ͪΌͶɼͲ͘Ζ事ͺ何Ͳ΍ΏΕͪいͳ思う͹Ͳͤɽ

砂Ͳ鋳型Ν作Ζ⼯程

富⼭χΠーθͶͯいͱ語Ζ能作社⻑

能作克治
1958年福井県⽣ΉΗɽ⼤⼿新聞社͹ΩϟϧϜϱΝ経ͱ
1984年ɼ能作⼊社ɽ鋳物職⼈ͳ͢ͱ18年働いͪ後ɼ
2002年代表取締役社⻑Ͷ就任ɽ2016年藍綬褒章受章ɽ

⾃作͹γ΢ϱ͗ͨΗͩΗ͹場所Ν⽰͢ͱいΖ⼯場内͹⾵景
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輸⼊家具 株式会社΢ϱτϨΠθ

2011年ɼ΢νϨΠ͹ύ΢Φϱχ家具ϔϧϱχΝ中⼼Ͷɼ⽇本͹販売代理店ͳ͢ͱ創業ͪ͢株式会社΢ϱτϨΠθɽ現在ͲͺɼBoffi  ずDePadoぎaʤϚρϓΡ

υϏχϲΟʥɼLIVING DIVANIʤϨϑϱήυΡώーωʥɼ poおおoʤϛρϫʥɼ ͨ͢ͱSALVATORIʤγϩώφーϨʥ͵ʹΝ販売ͤΖ⼀⽅Ͳɼ創業以来ɼαϱφϧ

έφϑζϋηͲ実績Ν積Ί上͝ͱͪ͘ΨϨζψϩϔϧϱχ bけ ､nがeお､oおかʤώ΢ ΢ϱτϨΠθʥ΍展開ɽ今年 4 ⽉Ͷͺ南⻘⼭ͶεϥーϩーϞΝΨーϕϱ͢

ͪɽ数多͚͹ϔϧϱχΝ取Ε扱いɼ販売Ν続͜ͱͪ͘΢ϱτϨΠθ ͹國分秀記代表取締役社⻑Ͷ話Ν聞いͪɽ

ーインτϨアズͲͺɼ個性豊͖͵複数͹イνϨアϔϧンχ͹取Ε扱いΝさΗͱ͕Εます

͗ɼこΗΔ͹ϔϧンχΝ取Ε扱うこͳͶ͵ͮͪ経緯Ν教えͱ͚ͫさいɽ

͖ͮ͘͜ͺʰϒΦϫ・ϨρλーωʱͲͤɽ彼ͳ͹⻑い友⼈関係͖Δɼ彼͗ΠーφυΡϪ

ένーͳ͢ͱ監修ͤΖϔϧϱχΝ中⼼Ͷɼ⽇本Ͳ͹総代理店ͳ͢ͱ΢ϱτϨΠθͲ取Ε

扱う͞ͳͶ͵ΕΉͪ͢ɽ元々ɼϒΦϫ͹υδ΢ϱɼυΡτーϩɼͨ͢ͱ世界観͗ͳͱ

΍好͘Ͳ͢ͱɽ個性Ν持ͯϔϧϱχΝ複数ϝρέη͢ͱ΍違和感͵͚͕客͠ΉͶ紹介Ͳ

͘Ζ͹ͺɼϒΦϫ͗ϕϫξέφυδ΢ψーͲͺ͵͚ɼ空間全体Ν考えΔΗΖ建築家Ͳあ

Εɼ彼͗中⼼ͳ͵ͮͱ作Ε上͝ͱいΖ世界͖ͫΔͫͳ思いΉͤɽ

ͨ͢ͱɼ我々Ͷͳͮ

ͱͺɼ⼀ͯ͹εϥー

ϩーϞͲ複数͹ϔϧ

ϱχΝ提案Ͳ͘Ζ͞

ͳ͗ɼ他Ͷͺ͵いϤ

ωーέϋηͫͳ考え

ͱいΉͤɽ

写真右・左ʥϒΦϫ・ϨρλーωͳϒΦϫ͹ηνζΨͶͱ

l､m､がleかか, boおdeおleかか, が､meleかか ͵υδ΢ϱΝ⽇本ɼͨ͢ͱ世界΃ɽ
株式会社΢ϱτϨΠθ 代表取締役 國分秀記

Φ ΢ϱτϨΠθ ず ϚρϓΡυϏχϲΟ東ښ
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ͬ͵ΊͶɼ⽯材ϟーΩー͹ʰSALVATORIʱͺɼあΖ時γϫーϋͲBoffi  ͹εϥーϩーϞ͹壁Ͷ採⽤͠ΗͱいͱɼͨΗΝ初Όͱ⾒ͪ時Ͷ⼼打ͪΗΉͪ͢ɽ

⻑年͹間ɼ海外出張ͤΖ時ͺʰ海外Ͷあͮͱ⽇本Ͷͺ͵い΍͹ʱΝ探͢続͜ͱいͱɼ΢νϨΠͲͺ必ͥϒΦϫ͹ηνζΨΝ訪問͢ɼϜτϨΠϩγϱϕϩ

ϩーϞͲɼ世界中͹あΔΑΖϜτϨΠϩΝ⾒ͦͱ΍ΔͮͱいͪΞͲͤɽͨ͹͕͖͝ͲɼSALVATORI͹⽯Ν⾒ͪ時ͺ⼀⽬惚ΗͲͪ͢ɽ家具Νϟ΢ϱͶ取Ε

扱ͮͱいΉͪ͗͢ɼ私ͪͬ͗取Ε扱う家具Ώ空間ͶͿͮͪΕ合う⼤理⽯ͲあΕɼ必͕ͥ客͠ΉͶ喜ΞͲ΍ΔえΖͳ確信͢Ήͪ͢ɽ家具屋ͲあΖ我々͗扱

うͶͺɼ⼤理⽯ͺϨηέ͗⼤͘い͞ͳΝ認識͢͵͗Δ΍ɼʹう͢ͱ΍諦Ό͘ΗͥͶ社員ͪͬΝ説得͢ɼSALVATORI社⻑͹ΪϔϨΦϪͶ΍必死ͶϕϪκϱ

Ν͢ͱ代理店契約Ν結;ɼ今Ͷ⾄ΕΉͤɽ

ーイνϨア家具ͳいうͳɼυδイン先⾏͹Γう͵印象͗あΕます͗ɼイνϨアɼ

且ͯɼハイΦンχϔϧンχ͵ΔͲͺ͹特徴ͺあΕます͖？

ʰΠーφυΡϪένーΝ社外Ͷ持ͯʱͳいう組織ͫͳ思いΉͤɽ΢ϱύΤη͹場

合ɼ⼯場͹事情Ώɼ職⼈͹技術⼒ɼ営業⼒ɼ社⻑͵ʹɼ様々͵要素Ͷ対͢ͱ考慮

ͦ͡ΖΝ得ͥɼ新͚͢οϡϪϱζͤΖυδ΢ϱ͗⽣ΉΗͶ͚いɽ͖͢͢͵͗Δɼ

社外Ͷ置͚͞ͳͲɼυδ΢ψー͹要求Ͷ対͢ͱɼ͞ΗΉͲ͹限界Ν超えͱ真剣Ͷ

向͘合う必要性͗出ͱ͚Ζ͹Ͳͤɽ⾔ͮͱΊΗͻɼϐΦϧϩΫーΝ考えͥͶυδ

΢ϱͶ邁進Ͳ͘Ζɽ以前ɼh LIVING DIVANIʱͲͺɼ16mm⾓͹Ϗ΢ϕ͹太͠Ν

ʹう͢ͱ΍11mmͶͪ͢いͳいうυδ΢ψー͹ϨέΦηφͶ対͢ɼ会社͗⼀丸ͳ

͵ͮͱ取Ε組Ίɼͨ͹υδ΢ϱΝ具現化͢Ήͪ͢ɽ͞͹ 5 mmͶοϡϪϱζͲ͘

Ζ環境͗ɼυδ΢ϱͳͳ΍Ͷ技術⼒Ν向上ͦ͠ɼυδ΢ϱͳέΨϨτΡ͹両⽴Ν

図Ζ͞ͳ͗Ͳ͘Ζ͹ͫͳ思いΉͤɽ

ΉͪɼLIVING DIVANIͺɼ元々ϓϧϱη͹έϧεΩϩ͵λϓΟϔϧϱχ͹下請͜

⼯場Ͳͪ͗͢ɼϒΦϫ͗ΠーφυΡϪένーͶ参画ͤΖ͞ͳͲ⼀気ͶϠξϱυδ

΢ϱ΃ͳεϓφ͢ɼύ΢Φϱχϔϧϱχͳ͢ͱ͹地位Ν確⽴͢ͱいΉͤɽ͠ΔͶɼ

1986年͖ΔϒΦϫ͗ΠーφυΡϪένーͶ就任͢ɼ現在΍継続͢ͱいΖʰBoff､ʱ

ͺɼύ΢Φϱχϔϧϱχͳ͢ͱ先進的͵υδ΢ϱΝ提案͢ɼ͕客͠Ή͹ωーθͶ

向͘合えΖ体制Ν取ΖͪΌ͹内製率͹⾼͠΍͠Ζ͞ͳ͵͗ΔɼSALVATORI͵ʹΝ

ͺͣΌͳͤΖ⽯ɼΪϧηɼ⽊ɼ⾦属͵ʹɼ専⾨͹素材ϟーΩーͳ協業ΝͤΖ͞ͳ

Ͳɼ素材ɼυδ΢ϱɼέΨϨτΡɼ全ͱͶ͕いͱ業界ΝϨーχͤΖ存在Ͷ͵ΕΉ

ͪ͢ɽ世界⼀͹υδ΢ϱͳέΨϨτΡͺɼΠーφυΡϪένーΝ中⼼Ͷɼυδ΢

ψーͳ職⼈͹΁͖ͯΕ合いͶΓͮͱ⽣ΉΗΖ͹ͫͳɼ͞ΗΔ͹ϔϧϱχΝ通ͣͱ

肌Ͳ感ͣͱいΉͤɽ

ͨ͢ͱɼ我々͗取Ε扱うϔϧϱχ͹ΆͳΞʹͺɼͨ͹昔ɼϓΟϝϨーϑζϋη͖

Δηνーφ͢Ήͪ͢ɽ今΍͵͕ɼ家具ϔϧϱχ͗集ΉΖʰϔϨΠϱςΟʱͳいう

地域Ͷ拠点Ν置いͱいΉͤɽ͖ͯͱɼ皇族ͪͬ͗αϠ湖ͶϲΟΩϱηͶ出͖͜Ζ

際ɼ⾺⾞Ͳͺ⼀⽇以上͖͖Ζ道中͹中間地点Ͷ位置ͤΖϔϨΠϱςΟͶ⽴ͬ寄Εɼ

⼀泊Ν過ͪͨ͟͢うͲͤɽ次第Ͷɼͨ͞Ͳ家具Ν選;ɼΨーξーΝ͢ͱ͖ΔϲΟ

ΩϱηͶ出͖͜ɼϲΟΩϱη͖Δ戻Ζ頃Ͷͺ完成ͪ͢家具͗住ΉいͶ納ΌΔΗΉ

ͪ͢ɽ͞͹ΓうͶ͢ͱɼϔϨΠϱςΟͺ家具͹産地ͳ͢ͱ栄えɼ⾼品質͵家具͗

作ΔΗΖΓうͶ͵Εɼ素晴Δ͢い職⼈ɼͨ͢ͱ技術͗ɼ伝統ͳ͢ͱ脈々ͳ受͜継

͗ΗͱいΖͳ伝え聞いͱいΉͤɽ

γϩώφーϨ社⻑ΪϔϨΦϪͳγϩώφーϨ͹εϥーϩーϞͶͱ

今年Ψーϕϱͪ͢ϨϑϱήυΡώーω͹新εϥーϩーϞ

Φ ΢ϱτϨΠθ⼤阪
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ー ͳ こ Θ Ͳ ɼ 今 年 4 ⽉ Ͷ ͺ ɼ Ψ Ϩ ζ ψ ϩ ϔ ϧ ン χ

ʰbけ inがeおioおかʱ͹εョーϩーϞΝ南⻘⼭ͶΨーϕンさΗま

しͪɽこ͹ʰbけ inがeおioおかʱͳͺɼʹ͹Γう͵ϔϧンχͲ

しΒう͖？

΢νϨΠ͹ύ΢ΦϱχϔϧϱχΝ扱ͮͱいΖ͞ͳͲɼ世界

Ͳ通⽤ͤΖυδ΢ϱɼέΨϨτΡͶͯいͱ多͚Ν学ΞͲ͘

Ήͪ͢ɽ同時ͶɼαϱφϧέφϑζϋηͲ提案͢勝ͬ残Ζ

ͪΌͶͺɼ価格ͳ͹ώϧϱη΍必要Ͳͤɽͨ͹Γう͵中

Ͳɼϕϫ͹⽅々Ͷ認ΌΔΗΖ品質Ͷ妥協ͤΖ͞ͳ͵͚ɼ価

格Ͳ΍勝負Ͳ͘Ζ΍͹Ν作Εͪいͳ挑戦͢続͜ͱͪ͘΍͹

͗ʰbけ ､nがeお､oおかʱͲͤɽ2018年ͶΨϨζψϩϔϧϱχͳ͢

ͱ発表͢ɼ今年ɼεϥーϩーϞΝΨーϕϱ͢ͱいΉͤɽ

"S､lenが Qきal､がけ - Ϩηέͳ美͢͠ͳい͚ͯ΍͹困難͗ɼ静謐

͵έΨϨτΡΝ実現ͤΖ、 ͳいうυδ΢ϱαϱιϕφΝ掲

͝ɼ世界͹φρϕϔϧϱχͲ活躍ͤΖυδ΢ψーͪͬ͹英

知͗詰Ό込ΉΗͪϠξϱυδ΢ϱͳɼ⽇本͹優Ηͪτέό

ϫζーΝ掛͜合わͦΖ͞ͳͲɼ世界Ͷͺ͵い΍͹Ν⽇本Ͳ

創ΖϔϧϱχͲͤɽ

⽇本ɼͨ͢ͱ世界Ͷ向͜ͱ発信͢ͱいΉͤɽ

ー⽇本͹ΨϨζψϩϔϧンχͳしͱͺ珍し͚ʰアϩϝωΤϞʱ͹製品͗多͚⾒受͜ΔΗますɽアϩϝΝ採⽤さΗͪ理由ͺ何Ͳす͖？

Πϩϝͺ再利⽤可能͵γητψϔϩ͵素材ͲあΕɼ強度Ώ耐久性ɼͨ͢ͱ軽͠͵ʹɼ多͚͹利点Ν持ͮͱいΉͤɽ我々ͺ͠ΔͶɼϏϋϩ⾃体͗構造体Ν

兼͸備えɼ軽͚ͱ強͚汎⽤性͹⾼いʰΠϩϝωΤϞύωΩϞϏϋϩʱͳいう素材Ͷ着⽬͢Ήͪ͢ɽΠϩϝΝΉΖͲ⽊⼯͹ΓうͶ扱う技術⼒ͳͳ΍Ͷɼ新

͢い家具͹提案Ν続͜ͱいΉͤɽ

ー最後Ͷɼ輸⼊家具ϔϧンχΝ取Ε扱うʰèinがeおioおかʤΦ インτϨアズʥɦ ͳɼ

ΨϨζψϩϔϧンχ͹ʰbけ inがeおioおかʱ͹共通点ͺ何ͲしΒう͖？

共通点ͳいうͳ表現͗難͢い͖΍͢ΗΉͦΞɽͪͫɼ⼆ͯ͗交わΖ交差点ͳ͢

ͱɼ社員全員Ͳ何度΍議論͢ͱ作Ε上ͪ͝ϓΡϫλϓΡー͗あΕΉͤɽ

ʰ΢ϱτϨΠθ ͺɼϠξϱυδ΢ϱΝ価値͹基軸ͳ͢ɼΓΕ良い空間ɼ豊͖͵⼈

⽣ɼ新͢い⽂化Ν創造ͤΖ企業Ν⽬指͢Ήͤɽ΢ϱτϨΠ事業Ν通ͣɼ͕客様ɼ

⽣産者ɼ社員͹ͨΗͩΗ͹幸ͦΝ願いΉͤɽɦ

ͤ΄ͱͺ͗͞͞原点ͳ͵Εɼ͞ΗΉͲ͹10年間活動Ν続͜ͱ͘Ήͪ͢ɽ実ͺɼ    

è､nがeお､oおか͹εϥーϩーϞͺɼ東⽇本⼤震災͹直後ͶΨーϕϱ͢ɼbけ ､nがeお､oおか͹

εϥーϩーϞ΍ɼ期ͦͥ͢ͱ今年 4 ⽉ɼαϫψ禍ͲΨーϕϱͤΖ͞ͳͶ͵ΕΉ

ͪ͢ɽ厳͢い状況Ͳ΍οϡϪϱζͤΖ姿勢Ν忘ΗΖ͞ͳ͵͚ɼ͞Η͖Δ΍ΓΕ⼀

層ɼ皆͠Ήͳͳ΍Ͷ社会Ͷ貢献ͤΖ企業ͲあΕͪいͳ願ͮͱいΉͤɽ

國分秀記
株式会社΢ϱτϨΠθ 代表取締役社⻑
84年ωϣーϦーέ州⽴ϓΟρεϥϱ⼯科⼤学卒業ɽ87年ΩρεーψζϡϏϱ⼊社ɽ
01年ί΢ΠϱχΩϱϏωー設⽴ɽ11年΢ϱτϨΠθ 代表取締役就任ɽ

ώ΢ ΢ϱτϨΠθ東ښ

Φ ΢ϱτϨΠθ ず ϚρϓΡυϏχϲΟ東ښ 外観 

ΠϩϝωΤϞύωΩϞϏϋϩ͹ύωΩϞ部分

 ώ΢ ΢ϱτϨΠθ 東ښ 外観
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　京都市では、平成24年に策定した「京都市
都市計画マスタープラン」に基づき、各地域
が公共交通等によりネットワークされた、暮
らしやすく、持続可能な都市構造を実現する
ための都市づくりを進めてきた。そのような
中で、本格的な人口減少社会の到来や若年・
子育て層の市外流出、頻発する自然災害への
対応など、この間の社会経済動向の変化や時
代の潮流などを踏まえながら、新たな課題や
ニーズへの対応を図るため、本年9月に都市
計画マスタープランの見直しを行った。

 京都市の特徴と課題

　京都市は、周囲を三方の山々に囲まれた市
街地に約146万人もの人々が暮らしている大
都市であるとともに、1200年を超える歴史を
積み重ねてきた「国際文化観光都市」、さらに
は37の大学が立地し、人口の約10人に1人が
学生という「大学・学生のまち」でもある。
　一方、本市においても将来的な人口減少は
一定避けらない状況にあることに加え、就職
期の20代が東京・大阪に、結婚・子育て期の
30代が近郊都市に転出超過となっており、社
会を支える中核となる若年・子育て層が市外
へ転出している。

市内

就 職 期

子育て期

転出 若年・子育て層の
人口が転出超過

東京都・大阪府へ -2,484人

-1,443人近郊都市へ

転入

（京都府南部・
滋賀県・大阪府）

資料）京都市「住民基本台帳（令和 2年）」
　　　※令和元年10月～令和 2年 9月末の年計

市外

20
代
30
代

20代、30代の社会動態（令和 2 年）

地区

空室率（%）
京都 大阪 神戸
4.05
13,092
H23以降、延床1千坪以上の
テナントビル新規供給なし

4.33
11,818

4.75
11,246平均賃料（円/坪）

資料）三鬼商事「オフィスマーケット情報」

テナントビルの空室率の推移（令和 3 年 9月）

　また、産業面においても、テナントビルの
空室率は、コロナ禍の影響により上昇傾向で
はあるものの、依然として低水準であり、賃
料も高いなど、産業活動のための空間が確保
しにくい状態が続いている。
　そこで、そういった課題に対応し、京都の
都市特性をいかした持続可能な都市構造の実
現を図るため、昨年7月、京都市都市計画審
議会に「都市計画マスタープラン部会」を設
置し、計5回にわたってプランの見直しに向
けた検討を重ねた。

 主な見直しのポイント

■京都ならではの魅力と都市活力の“循環”
　本市では、これまでから市域を大きく「保
全・再生・創造」の3つのゾーニングに分類
して都市づくりを進めてきた。今回、その考
え方を踏襲しつつ、「保全ゾーン」を「歴史都
市・京都が未来に受け継ぐ魅力の源泉」、「創
造ゾーン」を「新たな価値を創造する都市で
あるための都市活力の伸びしろ」、「再生ゾー
ン」を「保全」と「創造」の要素を兼ね備え
たゾーンとして捉え、「保全・再生ゾーン」に
おける京都ならではの魅力と「創造・再生
ゾーン」で生み出す都市活力の好循環を生み
出すことにより、市域全体の持続性の確保を
目指すことを、都市づくりの基本的な理念と
して新たに盛り込んだ。

京都市

保全

再生

創造

自然と歴史的な景観を
保全するとともに、良好
な居住環境の保全・向
上等を図るゾーン

商業・業務機能が集積
し、歴史豊かな市街地
における調和を基調と
する再生を図るゾーン

21世紀の新たな活力を
担う創造のまちづくりを
進めるゾーン

京都の魅力と都市活力の循環のイメージ

■新たな時代の「職住共存・職住近接」の形成
　ワーク・ライフ・バランスの実現や、ウィ
ズコロナ・ポストコロナ社会の展望も見据え、
都心部への都市機能の集積のみならず、周辺
部の公共交通の拠点においても、各地域の特
性に応じて働く場や居住環境の充実を図るこ
とで、徒歩圏内で暮らしと営みの両方を賄え
る「職住共存・職住近接」のまちづくりを
推進し、様々な人々が活躍するヒューマンス
ケールな地域の魅力向上を図ることを新たな
視点として採り入れた。

日常生活エリア

ものづくり産業集積エリア 周辺都市

緑豊かなエリア

住まい方・働き方の将来イメージ

■ 近隣都市との一体性や相互の効果を踏まえた
「都市圏」の強化
　人口減少社会が到来する中、近隣都市と人
口を奪い合うのではなく、同じ「京都都市圏」
としての一体性を踏まえながら、互いにまち
の魅力・活力を高め合うことで、他の圏域や
世界の各都市との競争力の向上、東京一極集
中への対応を図り、ひいては都市圏全体の持
続性の向上につなげるといった、都市づくり
における広域的視点の拡充を行った。
■「方面別指針」の策定
　各地域の特性に応じた戦略的な都市計画や、
分野横断的な政策融合による効率的・効果的
な施策展開を図るため、市域全体における都
市計画の方針を示した「全体構想」に加え、
今回新たに市域を5つの方面に分類し、各方
面の地理的特性や土地利用の状況、さらには
方面間相互のつながりも踏まえながら、各地
域の将来像や土地利用の基本的な方針を明示
した「方面別指針」を新たに策定した。

 今後の展開

　今般見直しを行った本プランに掲げる方針
や将来像の実現を見据え、今後、学識経験者
による委員で構成する「京都市駅周辺等にふ
さわしい都市機能検討委員会」を立ち上げ、
具体的な都市計画の方策の検討を行う予定で
あり、特に市内周辺部の各地域のポテンシャ
ルや強みを引き出すことに主眼を置いて検討
を進めていくことを想定している。

 おわりに

　本プランの見直しに当たっては、「京都市都
市計画審議会」及び「京都市都市計画マスター
プラン部会」の委員の皆様に多大なるお力添
えを賜った。この場をお借りして深謝する。
　京都の都市の持続性向上に向けた取り組み
はまだ道半ばではあるが、本プランの見直し
をその足掛かりとして、全庁を挙げてあらゆ
る施策を連動させながら取り組みを推進して
まいりたい。
 （いえむら　なおひろ）
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法 令
コーナー

「京都市都市計画マスター
プラン」の見直し
－京都の特性を踏まえた持続可能な
都市構造の実現に向けて－

家村直宏
京都市都市計画局都市企画部都市計画課担当係長
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 はじめに

　脱炭素社会の実現は全世界的課題である。
2021年 4月の気候サミットで菅首相（当時）
が2030年度の温室効果ガスを2013年度比で
46％の削減を目指すという高い目標を表明し、
その対策は待ったなしの状況にある。
　日本国内のCO2排出量の約1/3は住宅・建築
物に係り、その大部分は運用段階で生じてお
り、設備制御のあり方が問われている。しか
し従来の有線式センシングは、センサに配線
が必要で壁や天井に設置場所が限られ、本来
制御の対象とすべき居住域環境が計測できず、
適切に空調や照明の制御ができていなかった。
無線式センシングの開発も進んでいるが、無
線式センサは電池式が主流で電池交換に手間
がかかるという課題があった。
　そこで、センサが居住域に設置可能な無線
式で、センサを電池レス化したセンシング手
法を理想の形と設定し、RFIDタグによる室内
環境センシングシステム（以下、RFIDシステ
ムと表記）を開発した。

 RFIDとは

　RFID（Radio Frequency IDentification）は、
電波（電磁波）を利用してRFIDタグ等にデー
タを読み書きする近距離無線通信技術である。
1980年代に欧米で始まり、日本でも研究や商
品化が進められてきた。
　RFIDの最大の特徴は、電波を電気エネル
ギーに変換し起電できることである。この起
電力でデータの送受信と温度などのセンサ作
動の電力を賄えれば、センサを電池レス化し
た無線式センシングが実現できる。しかし
RFIDには通信可能距離に課題があった。
　2012年に通信距離が長いUHF帯（920MHz）
が電波法で無線通信に割り当てられ、温度セ
ンサ付きRFIDタグ等の商品化も進んできた
が、アパレル業界などでの商品在庫管理等へ
の利用にとどまり、室内環境センシングへの
応用には至っていなかった。

 RFIDシステムの仕組み

図 1　RFIDシステムの仕組み

　天井内のアンテナから電波を送信し、それ
を受信したRFIDタグがその起電力でセンサを
作動させ、計測したデータを電波に乗せてア
ンテナに送信する仕組みである（図 1）。ア
ンテナの送信出力は電波法で上限が定められ
ていることから、RFIDタグの起電力でデータ
送受信とセンサ作動の電力を賄うフルパッシ
ブ方式と、センサ作動の電力は太陽電池等で
補うセミパッシブ方式の選択が可能である。

 RFIDシステムの導入事例

■横浜市役所
　RFIDシステムを含めた様々な環境配慮技
術により、都市型の超高層ビルにおいてZEB 
Readyを実現した建物である（図2）。外装の
手動式自然換気パネル（約2000ヶ所）は、コ
ロナ禍の感染防止対策として大いに機能し、
執務者に安心感を与えている。

 横浜市役所 執務室 自然換気パネル
図 2　横浜市役所と外装自然換気パネル

①RFIDタグ内蔵環境センサと居住域計測
　省エネルギー性と快適性を両立するために、
執務机にRFIDタグ内蔵環境センサを設置して
温度、湿度、照度、気圧を計測し、温度デー
タを空調制御に利用している（図 3）。複数
センサの安定的作動のため、センサ作動用に
太陽電池を設けたセミパッシブ方式である。

RFIDタグ内蔵環境センサ　　　　居住域温度を空調制御に利用
図 3　RFIDタグ内蔵環境センサと空調制御

②RFIDタグと外装自然換気パネル状態把握
　フルパッシブ方式のRFIDタグで外装自然換
気パネルの開閉状況等を検知している。電波
は金属面で遮断されるという一般的にはデメ
リットとされる特性を利用した開閉検知手法
を発案し実現した（図 4）。さらに中央監視
データと組合せ、これまで困難であった自然
換気の運用時評価と見える化を実現した。

  外装自然換気パネル：Close　　　 外装自然換気パネル：Open
図 4　自然換気パネル開閉検知（特許出願済）
③RFIDタグと人の在不在検知
　入退館カードホルダにフルパッシブ方式の
RFIDタグを取り付け、人の在不在の検知を実
現し、照明制御に利用している（図5）。

カードホルダとRFIDタグ　　   　在不在データを照明制御に利用
図 5　カードホルダRFIDタグと在不在検知

④居住域環境等の見える化
　RFIDシステムで収集した居住域環境データ
や自然換気の省エネ効果などをポータルサイ
トで見える化している（図6）。

図 6　ポータルサイトと見える化
■NOK本社ビル
　床敷設式放射空調システムを採用した中規
模本社ビルである（図 7）。フルパッシブ方
式の温度センサ付きRFIDタグを執務机に設置
し、温度データを空調制御に利用している。

　　　　NOK本社ビル　　　　　　　　　執務室
図 7　NOK本社ビル

 おわりに

　DXやデジタルツインにはセンシング技術の
進化は欠かせず、様々な分野の高度な技術の
融合が必要である。今回のRFIDシステムもシ
ステムインテグレータやIT企業と協業して初
めて実現できたものであり、今後も積極的に
協業して新たなソリューションを生み出し、
社会に貢献したいと考えている。

 謝辞

　RFIDシステムの開発には企画段階から社内
外問わず多くの方にご協力いただいた。横浜
市、NOK株式会社の皆様をはじめ、多くの関
係者の皆様に心より御礼申し上げます。
 （わたなべ　ひろき）

●渡邊啓生 
2006年 4月　株式会社竹中工務店入社
2021年現在　東京本店設計部設備部門課長
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■はじめに
　1974年に開館した大阪府立夕陽丘図書館は
東側の敷地境界線に沿って石貼りの塀がめぐ
らされており、その一角に「大原社会問題研
究所跡」と書かれたプレートがはめ込まれて
いる【図①】。かつてこの地に社会科学分野
では日本最古の民間研究所である大原社会問
題研究所（以下、大原社研と略す）があった
ことはあまり知られていない。世界中から大
原社研へ収集された蔵書はやがて「大原文庫」
となり、夕陽丘図書館設立へとつながってゆ
くのである。

■大原社会問題研究所の設立
　夕陽丘図書館南東方向には 6世紀末に日本
初の本格的な仏教寺院として創建された四天
王寺がある。四天王寺西門前は西方極楽浄土
を想う日想観の地として有名であるが、ここ
が夕陽丘と呼ばれるようになったのは1236年
（嘉禎2）に歌人・藤原家隆がこの地に小庵を
営んで夕陽庵と名付けたことに由来する。当
時は今よりも大阪湾と上町台地の距離が近く、
台地上のこの地からはすばらしい夕日の景色
がみられたであろう。また高低差のある地形
は湧き水が豊富で、清水寺の滝や天王寺七名
水として親しまれ、近世には崖下の下寺町界
隈や清水寺への参詣、それに浮

うか

瀬
むせ

をはじめ周
辺の料亭に訪れる人で賑わったという。そう
した大阪の歴史と文化を伝える夕陽丘に図書
館は開館する。この敷地はかつて四天王寺寺

僧集団の中核である秋野坊家が広大な屋敷を
構えていた。
　秋野坊家は四天王寺創建後に寺務を司った
小野妹子の末裔といわれ、代々四天王寺公文
所職を世襲して寺の文書管理を務めてきた。
しかし明治維新で権勢を失い廃寺となり、残
された屋敷は東成郡役所に転用される。役所
移転後は天王寺区方面委員となる岩田民次郎
が土地建物を借用して大阪養老院付属少年部
の福祉施設に使われ、さらに養老院移転後に
敷地を購入したのが岡山県倉敷の実業家・大
原孫三郎（初代倉敷紡績社長）であった。孫
三郎は先代から引き継いだ事業経営で成功す
るが、岡山で孤児院を創設した社会事業家・
石井十次の慈善事業に強く影響を受けてその
活動を支援し、十次の没後は東京と大阪に設
立した事務所を引き継ぎ、大阪事務所を拡大
して下寺町に石井記念愛染園を設立するに至
る。その頃の日本は全国に広まった米騒動で
先行きの不安が続く状態であり、労働問題や
貧困救済に強い関心を持っていた孫三郎は社
会事業を研究する組織の設立を志すようにな
る。そして1920年 7月に大原社会問題研究所
を設立して社会問題研究と関連図書収集の拠
点としたのである 1。
　この場所を選んだ理由は四天王寺が施薬治
療と救済事業に長い歴史を持つ場所であっ
たためで、設計は大原家関連施設を数多く設
計・管理してきた薬師寺主

か ず え

計が担当し、ベル
ギーのソルヴェー研究所を模した木造 2階建

③大阪府立夕陽丘図書館外観

「再読 関西の建築」

40

大阪府立夕陽丘図書館
設計：大阪府建築部
　　　浦辺建築事務所
　　　平田建築構造研究所
施工：竹中・米田共同企業体
　　　竹中工務店
　　　米田工務店

（1975年 1 月号）

阿部文和

大阪歴史博物館
学芸員

所 在 地　大阪市天王寺区伶人町
敷地面積　2,736.46㎡
建築面積　1,882.49㎡
延床面積　6,363,80㎡
構造規模　鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造
　　　　　地下 1階、地上 4階
　　　　　塔屋 2階
工　　期　1972年～1974年

①「大原社会問題研究所跡」プレート

②大原社会問題研究所
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てで建てられた【図②】。隣には鉄筋コンク
リートと煉瓦を併用した 3階建ての書庫棟も
建てられる 2。本館には研究室、図書整理室、
編集室、資料室、閲覧室、会議室などがあり、
社会衛生関係施設として疲労生理実験室が設
けられていた。孫三郎は研究調査の便を図る
ために所員を海外へ派遣して資料収集に力を
入れた。これらの蔵書は閲覧室で研究者へ公
開されたが、さらに講堂を増築、一般民衆
（労働民衆）への読書会や講演会を開催して事
業の普及につとめた。しかし治安維持法の制
定や金融恐慌の影響を受けて出資者である孫
三郎の事業不振が続くと研究所の運営維持も
次第に困難となり、1935年に拠点を東京へと
移し、規模を縮小しての存続という方針が決
定される。この時 8万冊にまで蓄積された経
済学関係の図書は「大原文庫」と名付けられ
て土地建物とともに20万円で大阪府へ譲渡さ
れた 3。

■大阪府立図書館天王寺分館の開館
　大阪府譲渡後も旧大原社研施設は継続使用
されたが第二次世界大戦の戦況悪化で活動を
停止、そして終戦少し前の大阪大空襲で建物
のほとんどが焼失してしまうのである。幸い
書庫棟は強固な構造であったため被害を免れ、
戦後蔵書移管先として同地に大阪府立図書館
天王寺分館建設が計画されることになった。
　1950年 6月に竣工した天王寺分館は木造 2
階建てで、書庫棟は焼け残った旧大原社研時
代の建物がそのまま使われた 4。開館当初は
大原社研の蔵書を母体とした学術図書館とい
う性格が強く、諸室も 1階は閲覧室と開架資
料室を配置し、 2階には研究室や講堂を置い
て大原社研時代と同じく社会問題研究と普及
を目的とした。開館時間は9時から17時まで、
利用者も20歳以上の一般成人（大学生を除く）
に限定された。しかし当時の大阪府下の図書
館設置率が他府県に比べて低い状況を考慮し、
図書サービス拡大のために一般蔵書も充実し
て府民サービスに努める方針に変更、入館年
齢制限も取り払われて夜間まで開館時間を延
長した。
　こうした方針変更によるサービスの向上で
利用者は年々増加傾向にあったが、一方で本
館のモルタル壁の剥離や大原社研時代から使
用されてきた書庫の老朽化は深刻となり、書
庫棟を含む全館建て替えに向けた委員会が開
かれることになった。天王寺分館改築委員会
の調査は「大阪府立図書館基本構想に関する
報告書」にまとめられて新館のための計画が
本格的に始動する。

■浦辺建築事務所と大原家
　新館設計は浦辺建築事務所に依頼されるが、
その経緯は司書部長貴田春男の回想中に述べ
られている。それによれば敷地に残る大原社
研時代の書庫棟解体を相談するため大原孫三
郎の長男で当時倉敷レイヨン（現クラレ）社
長であった大原總一郎氏に面会したところ
「基本構想」の趣旨を高く評価された。そして
図書館としての機能を十分に果たせる機能を
持った施設にしてほしいと要望を受けて浦辺
建築事務所（代表・浦辺鎮太郎）を設計者と
して推薦されたという。
　建築家・浦辺鎮太郎は生まれ故郷である岡
山県倉敷市での設計活動がよく知られている
が、大学生時代を京都で過ごし、戦後大阪を
拠点とした関西に縁の深い建築家である 5。
京都帝国大学の建築学科卒業後は中学校同期
の大原總一郎の紹介で、父・孫三郎が経営す
る倉敷レイヨンの営繕部門に入社する。入社
直後は大原社研設計に関わった薬師寺の指導
を受け、倉敷レイヨンに関連する工場や寄宿
舎を中心に設計に携わり、戦後になって大阪
営繕部長へ就任したのを機に大阪へ拠点を移
す。1962年には倉敷建築研究所を倉敷レイヨ
ン内に設立するが 2年後に退社して社名を倉
敷建築事務所に変更、66年に浦辺建築事務所
とした。その間に日本工芸館（1960年、大阪
市）や大原美術館分館（1961年、倉敷市）、倉
敷国際ホテル（1963年、倉敷市）、石井記念愛
染園付属愛染橋病院（1965年、大阪市）など
を設計している。倉敷レイヨン退社後も、同
社関連の施設設計に関わっており、先述した
石井記念愛染園一連の施設も多くが浦辺建築
事務所で設計されている。大原孫三郎・總一
郎親子との関係から建築に至った作品は非常
に多く、大原文庫を引き継ぐ夕陽丘図書館設
計に浦辺建築事務所が推薦されたことは至極
当然であったといえよう。

■難航した工事
　建て替え期間中、一般蔵書は桃山学院大学
図書館を借用し、また大原文庫をはじめと
する貴重図書は住友倉庫へ預け入れられた。
1972年 6月に解体工事開始、10月には新築工
事が着工された。
　設計は浦辺建築事務所と平田建築構造研究
所、施工は竹中・米田共同企業体（竹中工務店
と米田工務店）が当たることになった。大阪
万博後の落ち着きを取り戻した時期ではあっ
たが大阪府下の建築需要は高く、まず職人の
確保に難航したという。翌年にはオイルショッ
クの影響を受けてセメント・タイルの材料が
不足、運搬用の車両燃料も不足気味となった。
また建設現場でも周辺住居への電波障害や地

下工事の影響で近隣住居の池水が濁る問題が
発生する。上町台地を流れる地下水問題は工
事進行とその後の図書館運営に関わる重要な
課題とし、事前の地盤調査では地下鉄谷町線
開通工事のデータ提供を受けて対応が検討さ
れた。館内整備では備品の良し悪しが館内の
雰囲気に影響することから念入りに準備され、
司書係は他の図書館を見学してアドバイスを
受けるなど研究を重ねたという。各フロアの
書棚や書庫の電動書架が完成すると各地に保
管した図書が次々と搬入され、1974年 5月29
日、大阪府立図書館夕陽丘図書館は全館開館
した。夕陽丘図書館は第21回大阪府建築コン
クールで知事賞を受賞している 6。

■外観と内部の構成
　図書館の規模は地下 1階、地上 4階に 2階
建ての塔屋がのる。構造は鉄筋コンクリート
造に一部鉄骨造である。正面外観は 2階か
ら 4階まで一定の間隔で窓が並び、 3階の
各窓下には本を開いた形状のレリーフがはめ
られている【図④】。敷地東側の正面入り口
は、はじめに触れたように 2ｍほどの高さ
がある石貼りの塀が囲む。壁に自然石を埋
め込む仕上げ方は大原美術館分館の街路面外
壁でもみられるが、それに比べてはるかに石
の密度が高く、図書館入口としては閉鎖的な
印象を受ける。この理由は建物と敷地前面を
通る谷町筋との関係にある。谷町筋は上町台
地を南北に通る交通量の多い道路であり、図
書館建設の際に拡幅工事がされたことで建設
予定地と道路との距離が近くなった。そのた
め外部からの騒音対策が課題となる。その対
処法の一つが道路に沿って築かれた石貼り塀
であった。また 1階をピロティとして柱間
のアーチを塀より高く設定することで外部か
らの光が十分に届くよう設計がされている
【図⑤⑦⑨】。塀の内側に植えられた中・低木
の木々間を抜けてピロティまで達する光はと
ても明るく、陰湿さは感じられない。一方で
1階ホールから目録コーナーまで全面ガラス
張りで、 1階閲覧室から外が見通せる開放性
のある空間とし、外部騒音の抑制と公共施設
の開放性という矛盾した問題を解決している
【図⑥】。
　 2階以上の東側はエルミン窓として騒音、
換気、メンテナンスに対応している。エルミ
ン窓（エルミンサッシ）とは二重窓にブライ
ンドを封入した断熱と気密性に優れた窓で、
水平軸回転で開閉する。浦辺は『建築と社会』
（1973年10月号）でエルミン窓の性能を高く
評価しており、府内信用金庫（大分市、1966
年）、倉敷レイヨン中央研究所（倉敷市、1969
年）などに用いている。
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④窓下のレリーフとエルミン窓

⑤敷地入口からピロティ方向

⑥目録コーナーからピロティをみる

⑨自習室階段より玄関方向

⑦ピロティ

⑧ 1階・ 2階平面図

⑩自習室階段

⑪屋上庭園から見た書庫棟（左）と塔屋（中央）

図①④⑦⑩⑮：筆者撮影
図③⑤⑥⑧⑨⑪⑫⑬⑭：
　「建築と社会」1975年 1月号より
　写真は東出清彦氏撮影
図②： 国立国会図書館デジタルコレクション

『大原社会問題研究所栞』より転載
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　館内の構成は図書館利用者用の階段とエレ
ベーターホールを中心に開架閲覧棟エリア、
書庫棟エリア、事務管理棟エリアにわかれる
【図⑧】。玄関からロビーに入るとすぐに目録
コーナーがある。開館当初、目録コーナーの
隣は貴重本の展示コーナーとなっていたが、
児童向けサービスの要望が多数寄せられたこ
とから後に同コーナーを改築して児童室が開
室された。なお 1階は社会科学以外全ての分
野の資料を閲覧できた【図⑫⑬】。
　 2階以上は専門分野のフロアで、 2階は大
原社研時代から収集されてきた社会科学関係
資料専門のフロアとなる。また南西部分は屋
上庭園で利用者に開放されていた【図⑪】。3
階は特許関係資料の閲覧室で、国内のほかア
メリカやヨーロッパ諸国の特許資料が置かれ
た。社会科学と特許に関する資料は夕陽丘図
書館が重点分野として収集し、中之島図書館
と役割を分担している 7。
　地階から 4階までの書庫は2層構造となっ
ており 8層にわたる書架と電動積層書庫に約
62万冊分の収蔵スペースを確保している【図
⑭】。書庫棟裏側の外壁上部にはかつて板張り
の緊急救護用進入口があって、現在でも壁面
に赤い球が残されている。
　事務エリアは地階から 4階に置かれ、 1階
から3階は貸し出しや資料閲覧に関する業務、
4階は庶務課、整理課、会議室などの非公開
エリアとなっている。機械関係は地下と塔屋
内に集約されている。地下は書庫、機械室の
ほか、利用客へのサービスとして自習室と食
堂があった。自習室は図書閲覧室と分離して
出入口を設けており、 1階ピロティ横の専用
階段から直接出入りができた【図⑩】。建物裏
側に残る換気塔は食堂厨房から発生する煙や
においを排出するもので、四角柱の一角を削
り取ったような造形は大阪城野外音楽堂照明
塔や倉敷市民会館にも同型デザインが見られ
る【図⑮】。先述した地下水対策として地下
室のさらに下に湧水用の水槽が設置されてい
る。図書館西側の清水寺「玉出の滝」は市内
唯一の天然の滝であるが、水は四天王寺金堂
地下から流れ出ているとされ、図書館はその
延長線上に位置することから地下室内に水が
流入しないよう基礎部分が大小44個の湧水槽
となっている 8。
　塔屋は空調機械、高架水槽などの機械設備
が置かれ、外壁に尖頭アーチ窓がつく。開架
閲覧棟と書庫棟より約 2階分高くなるが中央
主階段の上部にあるため谷町筋からの外観で
は高さを感じさせない【図③】。また東側正面
窓の 3階と 4階の距離が近いことも建物を全
体的に低く見せる効果を生んでいる。塔屋を
中央に置いたのは北側および西側隣地が住居

地域であるため日影に配慮したもので、特に
北側については駐車場として隣地住居と十分
な距離が保たれている。

■夕陽丘図書館の閉館とその後
　「陽は又昇る！」のタイトルではじまる夕
陽丘図書館だより「ゆうひがおか」の最終号
は、22年の歴史に幕を下ろす図書館を振り
返る内容となっており、特に力を入れていた
サービスや裏話が語られている 9。夕陽丘図
書館は「大原文庫」から続く社会科学面の資
料収集と公開という専門的な学術図書館の伝
統を生かしながら現代的要請に応えるために
児童室や自動車文庫など充実したサービスを
提供してきた。夕陽丘図書館の設計について
も柱の少ない大空間と持続できる快適な館内
環境が図書館利用方法の変化に対応できるよ
う図られている。
　夕陽丘図書館は東大阪市荒本に新図書館
（府立中央図書館）が完成したことで図書館
の役目を終え、2010年まで特許資料に特化し
た大阪府立特許情報センターとなる。現在は
なにわ南府税事務所や大阪自動車事務所など
が入居した夕陽丘庁舎として利用されており、
図書館の頃より利用者は限定されてしまった
が、建設から47年を迎えた現在でも建築当時
のようすを残しながらうまく活用されている
ように思われる。

1  『大原社会問題研究所五十年史復刻版』（法政大学大原
社会問題研究所編、2001年）

2  敷地選定の理由および研究所の平面図については『大
原社会問題研究所栞』（大原社会問題研究所編、1920
年）所収。

3  東京移転に際し、社会主義関係の文献約10万冊は東京
に移されたが、戦時中の空襲で土蔵に保管されていた
貴重書、外国雑誌、労働運動資料を除いて数万冊の資
料は全て焼失した。研究所は1949年に法政大学大原社
会問題研究所として同大学に合併されて再出発し、現
在に至っている。

4  天王寺分館の平面図は『大阪府立夕陽丘図書館10年
史』（大阪府立夕陽丘図書館編、1984年）所収。また
大阪府に移管されてから焼失するまでの大阪府社会事
業会館時代の平面図は『「大原文庫」関係資料展』（大
阪府立夕陽丘図書館、1984年）所収。

5  浦辺鎮太郎作品については『浦辺鎮太郎作品集』（新
建築社、2003年）、『建築家浦辺鎮太郎の仕事：倉敷
から世界へ、工芸からまちづくりへ』（学芸出版社、
2019年）。

6  『ゆうひがおか』（No.50、1990年12月）の中で米田工
務店業務部長田中正博氏が建設当時の様子を語ってい
る。

7  3階以上の平面図および地階、塔屋については註（4）
『大阪府立夕陽丘図書館10年史』に掲載されている。
8『ゆうひがおか』（No.1、1974年10月）。
9 注（6）前掲書

⑫ 1階ホールより目録コーナー、カウンター、
一般閲覧室をみる

⑬1階一般閲覧室

⑭地下1階電動積層書庫

⑮換気塔
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55建築と社会■2021.12

『建築と社会』誌 カラー版をWEBで！ 
"2021年 4月号より『建築と社会』の紙面がPDFファイルで読めるようになりました。 
本誌ではモノクロのページも、PDF版はカラー写真を掲載しています。
会員専用ページからダウンロードできますので、ぜひご活用ください！！"

「会誌ダウンロード」の希望の号数のボタンを押すと会誌のPDFのダウンロードが始まります。 

"

＋『懸竹な者回』イ‐キウヘ起侍牽桜ば法烹－"

""

"

会員専用ページからは「建築と社会」の創刊号より2年前までの会誌の記事検索ができます。こちらもご利用ください。

入凡懸竹卿回ポ‐モボ‐ズ〔jvvru<11yyy0
ccl0qt0lr1〕ねいろ『ワゲウヵ』マチヵァケ
レヅケせろなKFなビセヱ‐ニば尿倫芽摸
ねぬれむせ．呼刃回姻ば法ねぱ回姻詳な協
ねKFなビセヱ‐ニァが鎗れすとうむせ．ざ
埠迷ぬ嬢拷ぱuqwowBccl 0qt0 lrぺが
紋拷そけぢしう．

ワゲウヵ悟，『回姻川羊ボ‐ズ』ばさばマチヵきる起侍牽桜ぎどくむせ．捻大な勿
治ァ嬉ねすちプレ‐ク‐ヱ‐ニ牽桜ぎどくむせ．〔起侍ばチウナロゆ嫉桧車明，
懸竹分ば明漸ぬに〕ちぢすチウナロ；嫉桧車ねがうと，去慈対，監強囲尊丙慈筒
ぱ牽桜スセトモ荏羊ばちゃ擾羊潅慈筒ぺ篇校すとうむせ．〔啄↑卓，濆↑琢，寞↑
篠ぬに〕
牽桜訣歌ば『豹耳せろ』マチヵァ横せな回資3察噴ばRFHプィウロぎ豹耳しゎむせ．



建築と社会■2021.1256

■ “みんなの計画、役所の支援”を
基本姿勢に

　これが私の“まちづくり”に関わってき

た基本姿勢である。“行政参加”というキー

ワードを生み出した「住民主体、行政による

まちづくり支援」のまちづくりであり、 3つ

の「し」づくり（仕組みづくり」＝社会計画、

「仕事づくり」＝産業計画、「施設づくり」＝

狭い意味での「都市計画」）を目指してきた。

その道程の大部分は、『豊中まちづくり物語～

行政参加と支援のまちづくり～』（敬天まちづ

くり研究会）にまとめている（写真1）。これ

は悪戦苦闘の実践記をまとめた博士論文『大

都市近郊における参加型まちづくりに関する

研究～実践から見た自治体とまちづくり協議

会の役割、その理念と実態～（大阪府豊中市

を事例として）』を基に、市民に読みやすくイ

ンタビュー形式にしたものである。

　〈「豊中方式」のまちづくりは、端的に言う

と、「行政参加・行政支援」という「アウト

リーチ」の手法を駆使した市民が主体となる

まちづくりです。「明治以来の官尊民卑の思想

によって、“お上”に寄りかかってきたために

確立できていない『住民・市民の自立』が必

要であり、それによって地域からの民主主義、

社会の質の向上に不可欠な民主主義を確立す

る」という「市民主権」の考え方を愚直に受け

止め、行政が主体となる都市計画の手法に疑問

を持って、市民が主体となるまちづくりに挑戦

してきた者たちの“闘いと反省”の記録をちゃ

んと残しておくためには、この節目の年が絶好

の機会だと思いました。〉（『豊中まちづくり物

語～行政参加と支援のまちづくり～』）

　〈「みんなの計画、役所の支援」という言葉

は行政が支援せずに住民が自主的に計画づくり

を行うことなど容易にできるはずがない。それ

への協力に労はいとわない。しかし、どこまで

も行政が黒子として支える側に回る、その心が

伝われる言葉である。」「行政参加」は芦田さん

の造語である。まちづくりといえば行政が行う

ものであるというのが中心的であった時代か

ら、ようやく住民の意見を取り込む必要性が叫

び始められた頃である。住民参加こそが新しい

まちづくりのあり方だと強調されていた。そん

な時、芦田さんは敢然と「住民参加」という

のは行政中心の活動の中に住民が入って来い

と言っているようなものだ。本当はそうでは

ない。住民の活動の中に行政が入っていくべき

だ。それこそが本当の意味での「住民主体の

まちづくりなのだ」と言い切った。その精神

を象徴する言葉である。〉（石原武政　大阪市

立大学名誉教授　同書　前書きから）

写真１　『豊中まちづくり物語』

　私は 3つの側面で「まちづくり」活動に関

わってきている。まず大阪府豊中市役所とい

う自治体職員として、次に早期退職して赴任

した京都女子大学現代社会学部教授から本格

的に始まる大学の教員として、さらに助役と

して呼び戻され行政マネジメントを経験した

後、さらに地域まちづくり活動を支援する㈲

豊中駅前まちづくり会社会長、豊中駅前まち

づくり協議会相談役としての民間人としての

側面である。そのいずれの側面でも、“みんな

の計画、役所の支援”の姿勢を貫いてきたつ

もりである。ちなみに、このキャッチコピー

は私が仕えた市長の選挙公約にもなった。

■自治体職員として
　大阪府豊中市の職員として、大阪万博・千

里NT・高度経済成長の歪、大阪市の影響をも

ろにうけた都市政策担当部局に配属される。

「規定演技」のできない未熟な身であったが、

新しい課題を扱う上司に厳しく訓練され、「は

みだし公務員」として働き始める。中小企業

庁から委託された豊中商工会議所での『商業

近代化計画』策定作業に参画して、「広域大

ドン・キホーテ
まちに出る
～みんなの計画、
役所の支援～

豊中まちづくり研究所代表

芦田英機

大阪大学工学部博士後期課程修了・工学博
士。大阪府豊中市に就職。初代まちづくり支
援室長、政策推進部長を務め、京都女子大学
現代社会学部教授に就任。豊中市に助役（現
副市長）として呼び戻され任期満了により退
任。その後、関西大学法学部大学院などの非
常勤講師を勤める。豊中まちづくり研究所代
表、ハウジング&コミュニティ財団評議員の
ほか幾つかの大学などへのゲスト講師を勤め
る。
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阪都市圏にあって、大阪市との機能分担関係

をどのように設定するか、あるいは近年の変

化に対応した商業施設の適正配置は如何にあ

るべきか」という「商業とまちづくりの一体

化」、すなわち“流通政策と都市計画の一体

化”の計画づくりを味わい、当時の各分野の

一流の流通学者や都市計画の専門家たちとの

談義を楽しんだ。その後、市制50周年事業の

一環として、法政大学名誉教授・地域政策プ

ランナー田村明氏に無理だと言われた「住宅

地での都市景観形成計画」を試みた。これが

後の建設省研修センター主催のソルボンヌ大

学での都市景観研修留学に結びついている。

　更に「衛星都市」という屈辱的な名称を

「生活副都心」として改称・位置付けたいと、

『豊中市産業振興ビジョン』策定のリーダー

として、大阪大学名誉教授大久保昌一先生が

提唱される“快適な都市に新しい産業が育ち、

新しい産業が都市の生活者を快適にする”と

の考え方の下に“産業とまちづくりの一体化”

を唱えて、ビジョン策定とその実現化方策と

しての行政内部でのシステム形成との両面か

ら「産業振興ビジョン策定チーム」を横断的

に結成し行政改革を試みる。後の「まちづく

り支援チーム」の原点であり、ここで数多く

の学者・専門家・企業人との交流が得られ、

今日までご指導頂いている。民間人となった

今も開催している「豊中まちづくりフォーラ

ム」や「実践まちづくり道場・敬天塾」の講

師は、この時からの縁者が少なくない。

　病の母を看るために“身を沈めた”と言い

続けて、「お前にはルーティンワークの仕事は

任されん」と褒められ（？）“出る杭は打たれ

る、出過ぎた杭は抜かれる、出ない杭は腐る”

ならば、思い切って仕事をしようと、「はみだ

し公務員」は考えたのである。

●「まちづくり支援室」の創設

　行政の組織の軋轢による難病にかかり、四

苦八苦の末『生きる』（黒沢明作品）を実践し

ようと考えた。“まちづくりの専門セクショ

ンに「ご（五）縁」が出来る一歩手前の「支

（四）援室」”を創り、各部局の若手職員で兼

任の「まちづくり支援チーム」を結成、市民

が活動を始めれば行政からの支援が必ずあ

る（“シェーンカムバック”）と市民を励まし、

「対策」「推進」「条件整備」などといったこれ

までの手法を超えた「支援」を始める。計画

実現には計画策定段階から当事者である市民

が活動し参画することが重要であり、その市

民活動に行政が参加する“行政参加”こそが

「使い勝手の良いまち」をつくり、手入れし、

「作りかえることに労を厭わない市民」「都市

に希望と責任を持つ市民」が育つ重要な要素

である。と理念高く考えた。

　『中学社会　公民的分野』（大阪書籍　平成

13年検定済教科書）の「地方自治とわたした

ち」の項目では、半ページを割いて「まちづく

りは住民が主役で」との見出しで私たちの活動

が紹介されている。黒々とした髪の私がメン

バーとワークショップしている（写真2）。

写真 2　ワークショップの様子

●まちづくり条例の制定

　この理念を制度化し、担当者・首長が変わっ

ても制度を法的に担保する方法として「まちづ

くり条例」制定を志向した。『生きる』に学ん

だ“個人の努力だけでは長続きしない、制度確

立が必要”との教訓を生かしたかったからであ

る。条例の最大の特徴は、「地区計画条例」の

規定と「建築協定条例」の規定を合わせて一つ

の連続の条例とした点にある。市民サイドが使

いやすい・解りやすい規定の再構築であり、市

民と事業者・行政・専門家の「連携と役割分

担」をめざした。また、市民相互及び市民と行

政の信頼、理解及び協力に基づいて、市民の自

発的な発想と市民及び行政の「連携と分担」に

より行われることを基本としている。この当時

のことを『造景』創刊号で「芦田英機とまちづ

くり支援室」と題して記事にしてくれた八甫谷

邦明編集長は以下のように評価している。

　〈実際に豊中市を訪れ、芦田英機室長の話

を聞いて、さらに強い印象を受けました。横

浜や世田谷のまちづくりに見られる限界を突

き破る挑戦的な試みが存在したからです・・・

①駅前の繁華街という都市の中心地で商業者

を含め多様な市民を対象に、市民主体のまち

づくりを試みていること。駅前再開発、中心

商店街の活性化、などを視野に入れたまちづ

くりは例がありませんでした。このような分

野は、行政と関連事業者が主体であり、市民

まで含めたステークホルダー全体が参加する

ことはありませんでした。②市民と行政の新

しい関係が提案されていること。市民が「参

加」するのではなく、市民が「主体」であり、

行政はその支援者だとする考え方は公共活動

におけるコペルニクス的転換ですが、今日で

もなかなか理解が進みません。東日本大震災

の復興事業を見るにつけ、その感を一層深く

します。気仙沼などにある辺境の小基部地区

で、住民主体の復興が試みられて成功してお

り、わずかな希望を抱いております。③市民

と行政が問題意識を共有するために、市民

フォーラム等を設け、他のまちづくりの考え

方、取り組み事例などを頻繁に紹介している

こと〉（『豊中まちづくり物語』あとがきから）

● 「商人大学」「実践まちづくり大学」「豊中

まちづくりフォーラム」へ

　“夢を形にする力”を養うための学習が大

切だと考え、地域の商業者に立地条件と消費

者に目を向けるよう試みた「商人大学」、行政

職員に「市民」とともに学び、その意向を反

映させるよう試みた「実践まちづくり大学」

「豊中まちづくりフォーラム」を開催していっ

た。「豊中まちづくりフォーラム」は、豊中市

職員として『豊中市産業振興ビジョン』策定

時に産業界のリーダーにご登壇頂いた「産業

界リーダーフォーラム」（1987年 5月）を開

催し、「豊中まちづくりフォーラム」と改称し

て以来、150回を手掛けている。

　かつて市商工課職員時代に手掛けた商業者

対象の「商人大学」（「中堅商業者育成講座）

とその後の「豊商研」が後の地域まちづくり

の担い手・リーダー養成に繋がったことにヒ

ントを得ている。定時制市民であるサラリー

マンでは担いきれない商業地のまちづくりを

「商業者が担うまちづくり」ととらえ、全日制

市民の「人育て」の重要性に着目したからで

ある。まちづくりに必要な要素としてのネッ

トワーク形成は、民間人となった今日も「豊

中まちづくりフォーラム」「（実践まちづくり

道場）敬天塾」を継続している考え方である。
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■教育者・大学人として
　早期退職して京都女子大学に赴任する。授

業日以外を地域活動に関われる、地方の有

力者の娘であるゼミ卒業生が卒業後にＵター

ンして地域活性化を担わされたとき、都市と

地方を結び付ける役割を果たそうという思い

だった。毎年15人のゼミ生が帰郷すると4年

で60人の卒業生が毎週待ち受けてくれ、都市

部のまちづくり（流通と地域活性化）が期待

できるとの胸算用だったが、復職してあえな

く企画倒れ！　とはいえ、京女では行政経験

者としての授業に加えて「住民参加論」を設

けてもらった。まちづくりの現場で活動する

方々をゲストとして招いて、学生に関心をも

たせることに苦心した。

　民間人となっても、非常勤講師として、こ

れからの社会を担ってくれる学生への授業を

行ってきた。関西大学大学院での「まちづく

りと法」であり、関西外国語大学での「地域

社会とまちづくり」、立命館大学、関西大学、

桃山学院大学、岡山商科大学、そのうち、時

間的にも現地性でも最も「地域社会と連携」し

ていたのは、園田学園女子大学の『つながりプ

ロジェクト14』の「地域連携プロジェクト授

業」の『まち歩き』であり、恒例の七夕まつ

り、豊中まち歩きツアー、アンケート調査を授

業の一環として学んでもらった。御影高校でも

講義しているが、本誌で三好庸隆氏（武庫川女

子大）が紹介されたように、現役時代に「中高

生のまちづくり講座」を手掛けた時と同様であ

る。現在は高齢者を中心とした「敬天まちづく

り大学」をコロナに休校を余儀なくされながら

もここ10年間週一回の授業を継続している。

■民間人として
　学位論文の末尾に「書き上げて道半ばであ

るから、今後は現場にこだわり関わって未完

成の論文を補っていく」と決意を述べた。その

表明に忠実に生きて行こうとして、豊中駅前ま

ちづくり推進協議会、㈲豊中駅前まちづくり会

社に関わって活動を続けた（写真3、4、5）。

●㈲豊中駅前まちづくり会社

　自ら行政職員としてシステム設計し、後に住

民組織・まちづくり協議会として関わった『豊

中駅前まちづくり構想』の特長は、①まちの将

来像が共有される②まちづくりの目標内容が理

解されやすくなる③構想づくりを通じてコンサ

ルタントやプランナーの役割が明確になる④い

つでも振り返り出発点に戻れる⑤市民に計画実

現への強い意思が出来る、という5点である。

　平成 5年（1993年）2月に設立された「豊

中駅前まちづくり協議会」が「このまちをうる

おいのある、歩きやすい、住みやすい、商売の

やりがいのある魅力のあるまちにしよう」とし

て、この構想を策定した。その事業の芽を協議

会と協力して実現させようと、有志の出資によ

り平成11年（1999年）12月21日、㈲豊中駅前

まちづくり会社が設立され、行政職員としても

退任後は経済的にも実質的な活動でも取締役会

長としてその活動に随走してきた（写真4）。
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写真 4　活動を伝える「まちづくりニュース」

●豊中まちづくりフォーラム

　退職後は豊中駅前まちづくり会社での「豊

中まちづくりフォーラム」（2007年開始）とし

て開催している。これは、行政がやるべき内

容ではなく、市民が前払いした税金と預けた

権力を行政が有効に活用して、まちづくりを

進めていくべき分野にもっと力を注いでもら

いたいのであれば、市民主体で「フォーラム」

すべきである、と考えて、民間人として主催

してきたものである。現在、豊中まちづくり

研究所」主催としてコロナ禍などによって中

断されながら開催している。それぞれ各分野

のエキスパートに登壇してもらっており、本

稿がお目にかかる12月には「豊中まちづくり

フォーラム」154回を、敬天塾は157回開催し

ているはずである（写真5）。

写真 5　第101回豊中まちづくりフォーラム

　協議会が策定し行政が『基本方針』とした

『豊中駅前まちづくり構想』の実現に向けたス

クランブル交差点の改善と歩道の確保、道路

の歩行者天国化などの整備構想は、現市長の

公約となり整備計画が描かれた。さらに、高

校の後輩である笑福亭由瓶の稽古の場として

「豊中寄席」を設定し、新規住民向けの「豊中

駅前まち歩きツアー」や協議会への参加意欲

を高め地域住民の交流の機会にしてきた年2回

のバスツアーとともに、まちづくり会社の経

営資金・活動収入源を兼ねている。また、地

域の七夕祭にはまちづくり会社としても参加、

豊中検定、折り紙教室などを催した。

　「思いは高く、地位低く、手間暇かけて儲

け下手、社会の隅で活動する会社」と自虐気

味につぶやき活動してきたが、現下の情勢に

よる収入減と人材不足により、 5月に閉鎖・

解散してしまった。残念である。

●豊中まちづくり研究所

　まちづくり会社解散後、業務を「豊中駅前

まちづくり協議会」と「豊中まちづくり研究

所」に任務分担し、これまでの活動を通じて

築き上げたネットワークを通じて知の蓄積を

図ろうとする「豊中まちづくり研究所」の本

格的稼働に力を入れている。研究所では、次

のことを実践していきたい。

　①豊中方式であった“市民・住民主体のま

ちづくり”の継承をめざし、“市民・住民の

手によるまちづくり”を具体化するための知

見・情報・経験の蓄積と交流の場をつくる②

市民・住民と専門家・行政が、“市民・住民を

視点においたまちづくり活動”を行うために、

豊中検定
子どもたちに○×で
答えてもらいました！

写真 3　 ㈲豊中駅前まちづくり会社の活動。多く
の子供たちが参加している
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市民・住民と専門家・行政のそれぞれが責任

をもって、“連携と役割分担”によるまちづく

りを実践することをめざす③市民・住民の地

を這う日常の活動の課題・問題点を明確にし、

理論的研究に基づく具体的政策な提言を行い、

人間的結集の場に役立てる④これらを通じて、

まちづくり活動家を育成などの活動を目指し

ているが現時点での具体的な活動として、（1）

月一回の豊中まちづくりフォーラムと敬天塾

（2）成熟したシニアのリカレント学習の場と

して週1回の「敬天まちづくり大学」（3）HP

開設（4）出版物の発行をしていく。

■地域社会に果たそうとした役割
　 3つの場面での役割で、まちづくりに関わ

りながら、自治職員としては“はみ出し公務

員”で、大学教員としては短期間しか勤めず、

地域社会では古い地域風土の中で地元出身者で

ない身で、いずれも中途半端な貢献しかできな

かった。その中途医半端な分、市民からのまち

づくりに不可欠な「行政と市民」「専門家と市

民」という間での制度・言葉・考え方の“通

訳”を果たそうとしてきたつもりである。

　「（制度には）素人の市民の意向を聞き、専

門家の知恵を借り、企業と協力し、政治家に

すり寄るまちづくり」は上手くいく。行政職

員が、まち・地域社会の改善を計画し政策化

を図るためには、専門家の知恵を借り、市民

と合意形成をし、専門家と市民との合意に至

るコミュニケーション能力が必要であること

を痛感した。そこで「専門家と市民との通訳」

を自らの役割と位置づけようと考えたのであ

る。恩師に施主と工務店主との会話力を教え

られたことを思い出す。

●行政と市民との通訳

　『実践まちづくり大学』での管理職講師を

登用して「言葉が解らない」「制度が使いにく

い」との指摘を受け、市民感覚との違いを認

識する機会をもって行政改革にもつながった。

　行政用語の平易化は笑い話だ。「図書館の供

用開始までに道路幅員を拡幅する」（図書館が

オープンするまでに道幅を拡げます）、「時計

道路」（都市計画道路）、「吐血」（都市計画決

定）、橋梁のスパン（橋桁の幅）、この地域は

「商業ポテンシャルが高い」「それ何ですか？」

「潜在（洗剤）能力ですわ」「それどのくらい

落ちまんねん？」。これらは、今も学生や敬天

まちづくり大学（老人大学）で質問するが理

解されない。

●専門家と市民との通訳

　言葉だけでなく、立ち位置による考え方の

ギャップを埋める役割が求められる。まちづ

くり協議会では、まちの将来像を描き行政に

提案する『まちづくり構想』策定過程のワー

クショップで、コンサルタントとまちづくり

協議会メンバーとの対立が生じる。制約条件を

知らない市民の考え方に「専門家が関わってい

てそんな計画案を行政に提出できない」と言い

放たれてしまう。制約条件を知ることで与条件

化での計画がされるという説明によって専門家

の優秀性をも証明できる機会であったが。

●ダジャレとコミュニケーション

　まち（タウン）をお金（マネー）と土地

（ジメン）だけの話にしないと戒めの言葉に

した。悪いコンサルタントは、助言が欲しい

時にはなかなか「来ん」、たまに来てもすぐ

に「去る」、帰りは「お金と自分が欲しい情報

を「タンと」持って帰り、良いコンサルタン

トは「根」気よく助言して、「去る」時は住民

に「タンと」力をつけておいてくれる。

　私のダジャレについて高口恭行氏（建築

家・奈良女子大学名誉教授）は以下のように

指摘された。「通常、行政は縦割り行政とい

う言葉があるように、それぞれ自分の権限と

裁量の枠組みを持っており、その枠組みから

外れた、例えばＡの縦ラインとＢの縦ライン

の中間にあるようなものは、余所へ回そうと

するところがあります。しかし、街づくりは、

ほとんどの場合において単純にいくケースが

少なく、横向きにつながなければ街というもの

は全く機能しないと思われますので、かなり難

しい中で横につなぎ、それを市民に理解させる

ことが求められます。この理解させることと、

横につなぐことは、行政とは正反対のことです

が、その間、散々色々な所で叩かれているうち

に、駄洒落でボディガードするという話術が生

まれたのかもしれません」（JIA市民大学講座）。

■今、思うこと
　口の悪い友人が「土木の人間は集団で大き

い物に当たる性質、建築は個性尊重でバラバ

ラ。その中で勉強の出来る奴は構造へ進み、

絵のうまい奴はデザインに進み、両方だめな

奴は手を使わず口を生かして都市計画に進み

ました。貴兄もその口でしょう」と教えてく

れたが、「豊中方式」も「その成果として形・

施設が出来上がったのかどうか」「土地建物に

どのような変化を与えたのか」が常に問われ

てきた。都市計画学会関西支部が行なってい

る「まちづくり賞」の選考でも、その点が選

考に落ちた理由とされている。これぞまさし

く「まち。街（がい）」（間違い）の元である。

「こんな難しい方式では市民はついてきませ

ん、もっと軽い行動の手法を採用すべきです」

と、大学教授に揶揄されたことを思い出す。

軽い“まちづくり”を続けてまちの課題が解

決できるのだろうか？　入り口では重要な手

法ではあるが、そればかりでは“まちづくり

ごっこ”でしかないだろう。

　「ダジャレで語るまちづくり」の漫談は受

けるが、通訳は重要だが難しい、いみじくも

幕末期に通弁として活躍したジョン万次郎が

土佐沖に帰国した日が私の誕生日である。

　折角取り組んだ「交通社会実験」も、行

政・地元ともに意欲を失い、駅前の交通問題

が射程距離にないのが心残りである。「システ

ム運用」の難しさを知り、今更ながら『生き

る』の世界を痛感する。

　かつてまちづくり専門誌を出すG出版社から

企画されながら日の目を見なかった“ドン・キ

ホーテまちに出る”さながら、社会変革は自己

変革からと「豊中まちづくり研究所」は健在で

ある。学位論文の末尾に「今後未完成の論を実

践で埋めていく」と決意表明して、それを実践

して喜寿を迎えてなお実践の中にいる。

　ベランダにくる雀たちに“われと来て遊べ

や妻のない雀”と餌をやるが、柵に並んで用

心深く様子見して無鉄砲な一羽に偵察させ安

全を確認させて横取りする。その賢明さに驚

嘆する。いつも“フライング芦田”みたいな

奴はおらんなぁ。無私無欲な生き方を前に男

の嫉妬で折角の仕組みを台無しにされた経験

もないのだろうか？

　目下、自治体職員のための遺書『はみだし

公務員・芦田英機言動録』を執筆しながら、

これからも役に立つのなら”ロージン（老人）

バックのまちづくり”として控えておりま

しょう。 （あしだ　ひでき）



建築と社会■2021.1260

　生きた建築ミュージアムフェスティバル大

阪（OPEN　HOUSE　OSAKA）2021の連携

プログラム「日本建築協会Presents！近代の

大阪城址を歩く」が、2021年10月30日（土）

に行われました。

　同プログラムは協会の情報見学小委員会の

委員が進行、引率し、史料研究会から橋寺知

子、山形政昭、福原和則各先生、大阪歴史博

物館の阿部文和学芸員に案内人として協力い

ただきました。

　冒頭、指田孝太郎会長は、協会の100年を

超える歴史や会員の多様性などを紹介したあ

と、「昨年はバーチャル開催となりましたが、

今年は専門の先生方から興味深い話を生で聞

けると思います。好天の下、心ゆくまで大阪

城址の探訪を楽しんでください」と挨拶され

ました。

ツアー参加者を前に挨拶する指田会長
（左から 3人目。大阪歴史博物館で）

　出発地点となった大阪歴史博物館の敷地か

らは古代の都「難波宮」の遺構が発見されて

おり、阿部学芸員から1階床の強化ガラスを

通して見られる地下の柱穴跡などについて解

説がありました。

床の強化ガラスを通して見られる「難波宮跡」
の遺構について解説する阿部学芸員（左端）

　同館を出て最初に訪れたのが、今年、登録

有形文化財に登録された大阪府庁本館。現役

最古の都道府県庁舎とのことで、それまでの

公共建築で多く用いられた和洋折衷の「帝冠

様式」とは異なる、当時としてはシンプルで

装飾性を極力排した新しい造形にトライした

との説明がありました。

　いよいよ大手門をくぐって大阪城公園内

へ。西の丸庭園では、大名茶人としても有名

な小堀遠州が手掛けた重文「千貫櫓」「乾櫓」

の解説に耳を傾けながら「大阪迎賓館」へ歩

を進めました。1995年のAPEC国際会議に合

わせて京都・二条城の白書院をモデルに造ら

れた純和風建築です。漆喰風の外壁、こけら

葺風の屋根などいかにも木造っぽく見えます

が、実は鉄骨造と聞き、皆さん驚きの様子で

した。

　庭園を歩くにつれて陽光を浴びて輝く天守

閣が眼前に迫ってきました。昭和初期の最先

端技術で建造された鉄骨鉄筋コンクリート造

の天守閣ですが、築城に当たっては大坂夏の

陣図屏風などごく限られた史料を参考に綿密

に考証し、豊臣期天守の復元を目指したそう

です。

　本丸西側の空堀沿いを歩いていくと、石垣

を貫く2本の鉄管の姿が目に入ってきました。

説明によると、明治期の水道管で今も現役と

のこと。一見無粋に見えますが、当時、蔓延

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

イケフェス大阪2021スペシャルツアー
日本建築協会Presents！

「近代の大阪城址を歩く」リポート

大阪府庁本館前で意匠について説明する福原先生
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していた感染症を防ぐことを目的に、城が立

地する自然の高低差を利用して上水道を引い

たという先生のお話に、参加者は大いに興味

を引かれた様子でした。公園入口にあった大

手前配水場とともに、水道インフラとしての

大阪城の貴重な一面を垣間見たようでした。

　最後の見学場所はミライザ大阪城。旧陸軍

第 4師団司令部庁舎の建物を維持しながら、

大阪市立博物館となり、現在は土産物屋など

の複合施設にリノベーションされています。

当時の大阪城公園整備事業は市民からの寄付

金150万円で賄われ、うち天守閣建造費47万

円に対し、司令部庁舎建設に倍近い80万円が

投じられたことにも驚かされました。

　2時間余りのツアーを終えた参加者は、疲

れも見せず満足感いっぱいの表情でした。終

了後のアンケートにも「ふだん知ることがで

きない大阪城の話をたくさん聞けて良かった」

「来年も期待したい」などの意見が多く寄せら

れていました。

M e m b e r ’ s 　 F o r u m

会員投稿の頁

堀を横切って石垣を貫く水道管。明治期に造ら
れ今も現役

大阪迎賓館を前に解説する山形先生（左の白い
ズボンの男性）。同館は現在、宴会場などとし
て利用されている

旧陸軍第4師団司令部庁舎の建物をリノベー
ションし、複合施設としてオープンしたミライ
ザ大阪城

西の丸庭園から仰ぎ見る大阪城天守閣

（引率に当たった情報見学小委員会の委員コメント）

●奥村朋孝副委員長（鴻池組）

　昨年はやむを得ずバーチャルツアーとなったが、ツアー参加者が興味深そうに説明に聞き入

る様子を見、人の体験とはリアルな空間に身を置いてこそ得られるものと再認識した。大阪で

勤めるようになって30年近くになるが、大阪城周辺は近くて知らないエリアとして残り続けて

きた。それは大阪城が当時の姿ではなく、近代の人々によって作られた存在であったことが私

の中で近づくことのない一因であったのだが、今回、大阪城だけではなく大阪城周辺の歴史性

や大阪市民のエリア整備にかけた思いの一端を皆様と一緒に知る機会を得、興味深い体験がで

きたことに感謝している。

●稲葉一秀委員（大林組）

　今年度から委員となり、初のイベント裏方参加でした。いつもWEB会議のため準備集合の際

は「初めまして」で少し緊張していました。絶好の秋晴れの中、久しく訪れていない大阪城を

歩き、講師の方の説明がとてもわかりやすく充実した時間を過ごすことができました。特に大

阪城の復元デザインの丁寧な解説は参加者の皆様も興味を持って聞かれていました。やはり対

面イベントは素晴らしい。事務局の皆様、ご準備ありがとうございました。

●松森織江委員（東畑建築事務所）

　秋晴れの気持ちの良い空の下、先生方の熱心で興味深いお話を伺いながら巡るリアルツアー

はとても楽しいイベントでした。大阪で生まれ育ちながら、大阪城のことは知っているようで

知らないもの。2代目天守閣焼失後実は300年近くも天守がなかったことや、府庁やミライザ

が当時非常に意欲的なモダンデザインであったことなど、沢山の驚きや学びがありました。大

阪城址の歴史が折り重なった奥行き深さを実感できる貴重な体験になりました。ありがとうご

ざいました。
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チラシ封入サービスのご案内
会員限定
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会社名

ご連絡先
（住所・担当者名・部署名）

住所

担当者名　　　　　　　　　　　　　　部署名

ご連絡先　電話番号・E-mail
電話番号
E-mail：

申込用紙　きりとり

建築と社会
2013  No. 109

1 2日本建築協会

Architecture and S
ociety

特集 ： しくない 空間

広
　
告

　
チ
ラ
シ

※チラシサイズ：A4版
　パンフレット：20頁程度迄



63建築と社会■2021.12

U-35委員会企画
talk baton 19　活動報告

talk baton とは…

若手プラットフォームづくりの活動の一環と

して、建築を取り巻く他分野のゲストがトー

クのバトンを繋げていくコミュニケーション

トークイベントです。

建築をフィールドとする私たちと毎回のゲス

トとの対話を通じて、建築が本来持っている

多様性やバイタリティを見つめ直し、これか

らの建築に求められる領域を探っていきます。

U-35委員会Facebookページ

活動内容やメンバーの雑感などざっくばらん

に情報をアップしています。ぜひ一度お立ち

寄りください。

https://www.facebook.com/U35.aaj

talk baton 19
「建築と仏教」

ゲスト
三津寺副住職
フリースタイルな僧侶
たち代表
加賀俊裕 氏
1986年生まれ。
真言宗御室派僧侶。

寺社建築という言葉もあるとおり、建築と仏

教は密接に関係している。しかし今回のトー

クバトンでは、建築様式としての仏教に焦点

を当てるのではない。日常生活の中にある仏

教に注目をしてみたい。今回のゲストである

加賀氏は三津寺の副住職を務める傍ら、仏教

の新しいあり方に挑戦し宗派を超えた僧侶た

ちの団体であるフリースタイルな僧侶たちの

代表も務める。既成概念に執着することなく

お寺・仏教の新しいあり方を見つめ直す加賀

氏の活動に迫りたい。

■ カオス（混沌）とコスモス（秩序）ーそもそ

も宗教とは

加賀　まずは皆さんのことを知りたいと思い

ます。今、皆さんが日常何をされているのか、

自己紹介を兼ねて、最近のカオス（混沌）と

コスモス（秩序）を教えて頂けたらなと思い

ます。

－仕事、家庭、子供、飲み会、結婚、介護

などそれぞれが自身の私生活になぞらえなが

ら最近のカオスとコスモスを織り交ぜて自己

紹介を行った。

加賀　仏教についてお話する前に「宗教って

何のためにあるのか」というところからお話

していこうと思います。私はお寺の生まれで

はありますが、昔からものづくりが好きなこ

ともあり京都大学地球工学科へ入学しました。

大学に入ると燃え尽き症候群というんですか

ね、ふと目標を見失い、麻雀とバイトに明け

暮れる日々でした。そんななか、たまたま障

害を持った子供達と富士山に登る機会があり、

子供達の純真な心に自分の今までのものの見

方に対して色々気づかされました。そこで自

分の生き方をもう一度見つめ直そうと思い、

自分のルーツであるお寺で修業をしました。

1年間の修行中にすっかり仏教の世界観に魅

了され、現在は三津寺の副住職として仏事を

行っています。

先ほど、皆さんのカオスとコスモスをお聞き

しましたが、あくまで平和における日常のカ

オスなんです。私は宗教というのはカオスと

どう向き合っていくかがスタートになってる

と思います。仏教が生まれた2500年前は、自

分ではどうにでもならない戦争・病気・天災

など、日々生と死に向き合っているような状

況でした。このような状況をなんとかコスモ

スの状態に近づけ自分を理解させるために宗

教が生まれてきたのではないかと思います。

■物語と哲学ー宗教特性の違い

加賀　宗教の特性には2つあると思っていま

す。「物語性と哲学性」です。例えば、ユダヤ

教徒は神様と契約している選ばれた民族なの

だ、神様は私たちが聖なる民族であるかどう

かを試すためにいろんな試練を与えてくるの

だと、そんな大きな物語を創りアイデンティ

ティを確立し、混沌した状況から秩序を作っ

ていったんですね。ヒンズー教、キリスト教、

イスラム教など、また日本には神道がありま

す。これらは物語性の宗教です。物語を作る

ことによって、自分たちに起こる様々なつら

いことを理解させていこうという考え方です。

自分たちの物語を中心としているため世界観

も違うわけで、その物語は間違っているなど、

宗教間の争いも生まれるわけです。

一方で仏教はちょっと雰囲気が違います。仏

教は、生きる哲学と言われたりしますが、自

分に起こる様々な悲劇、苦しみをしっかり見
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つめ分析し、その原因を追求していこうと

いった宗教です。仏教の哲学というのは誰で

も実践できます。キリスト教であるから座禅

ができません、座禅をしたのでキリスト教を

抜けてくださいということにはならないわけ

です。これが物語を中心とし自分のアイデン

ティティを確立している宗教と哲学を中心に

している仏教の違いです。

参加者　仏教以外で哲学を中心としたものは

ないのでしょうか？

加賀　私が知る限りはないと思います。仏教

にすべて集約されているのかなと思っており

ます。仏教はその地域ごとの哲学を吸収しな

がら、大きくなっていきましたので、そうい

う意味合いで建築とも近いのかなと思ってお

ります。また、日本は宗教のサラダボールな

んていわれたりしますが、宗教に対して非常

にカジュアルで特徴的ですよね。ただし、ど

の宗教も同じですが向き合ったものに対して

はやっぱり真摯に向き合わなければいけない

ですし、それぞれの宗教に対して真摯に向き

合っている人がいるということを決して忘れ

てはいけないと思います。

■仏教における真理ー「無常苦無我」

加賀　宗教は「儀礼と真理」この2つの側面

を持っています。例えばキリスト教には安息

日があります。神様との契約なのでこの日は

絶対休むわけです。安産祈願、七五三、お祭

など、日本では宗教的に大切な儀礼イベント

がありますね。

真理とは哲学を突き詰めていった先にあるも

ので、私たちが体験している法則、統一の

ルールが世の中にはありますという考え方で

す。ちなみに皆さんに質問ですが建築におけ

る真理とはなんでしょう？

－加賀氏の問いかけに、一同が沈黙した。

（建築における真理が理解できれば、良い建築

もおのずとわかるのであろうか。）

加賀　難しいのは仏教もそうですが、哲学を

持っているものという意味で、私は仏教と建

築は非常に考え方が近いのではないかと思っ

ています。時代のルールやニーズによらない

変わらないものを真理といいます。仏教にお

ける真理はなにかというと「無常苦無我」で

す。仏教においても、服装や作法などの儀礼

は少しずつ変わってきていますが、真理とい

うものは変わっていません。

「無常」は一瞬でも同じ状態がない、常に物事

はうつり変わっていくことを指します。例え

ば、昨日の皆さんと今日の皆さんは違います

し、もっと言えば、今発言している私と発言

し終わった私とでは、ちょっと違うんですね。

無常の世界が仏教のベースになっています。

でも、私たちはその無常の世界観を頭で理解

していても心で理解できないので様々な苦し

みを日常生活で享受しているんですね。「苦」

の代表は老、病気、死、生。自分の思い通り

にならない4つの苦しみがあります。「無我」

とは、私たちは一人だけで生きているわけで

はない、私という存在があるのは父と母がい

たからで、もっと言えば、ここに床があって、

この衣服を着ているから、今日、皆さんの前

にこうしてお話ができているわけです。

つまり、「無常苦無我」を頭でわかるだけでな

く、心でちゃんとわかるためにはどうしてい

きましょうかということを哲学的に解説する

のが仏教です。おそらく、皆さんが想像して

いたキリスト教などの物語系の宗教とは少し

毛色が違うかと思います。ただ、心でわかる

ためには哲学だけでなく、仏教の儀式儀礼、

目に見える仏像を作り世界観を理解すること

も必要で、仏教の中でも様々な宗派やお経が

生まれたりします。

－この後、仏教の教えである「貪と瞋と痴、

分析と直感、空と仮と中、自利と利他と不二、

戒律と禅定と智慧、深信と修行」について加

賀氏から有難いお言葉を学ばせて頂いた。

■“U35”と“フリースタイルな僧侶たち”

参加者　加賀氏は「フリースタイルな僧侶た

ち」というグループ活動を行っていらっしゃ

ると思いますが、宗派を超えて若いお坊さん

が集まって活動している点と、私たちU-35委

員会の活動について、共通点もあるように感

じています。活動について少しお伺いできま

すでしょうか？

加賀　なぜ若い人たちで集まるんでしょうか

ね？仏教団体にも青年会がありますが、最近

は若い方が少なくて、その会を存続させる

のが目的になっていてよくわからない状況に

なってますよね（笑）。

参加者　U-35委員会も日本建築協会内の組織

ですが、若手の建築業界の横のつながりを作

り、視野を広げるためのプラットフォーム作

りを目的としてスタートしました。私たちの

活動であるトークバトンは建築分野だけで集

まるだけでない、さらに視野を広げていくた

めにはどうすればよいかということを考え、

このように他分野のゲストの方々と対談を
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行っています。

加賀　どの業界も同じかもしれませんね。落

ち着いて安定し秩序だってくると、今度はそ

の秩序が不安になってくる。そこで、何か他

のものを取り入れてカオスな状態に引っ掻き

回し、先ほどの秩序は本当にあっていたのか

を確認するみたいな。年齢を重ねてくると安

定しきってしまい、積み上げてきた秩序を壊

すことが怖くなってくるんですかね。若いう

ちはそれを壊すことを厭わないというってい

うのは1つあるかもしれません。破壊神みた

いな（笑）。

お坊さんの業界は特にそう思いますね。今ま

でこういう風にやってきたからといって秩序

が完成してしまう。一方で、仏教というのは

無常を説くわけですね。こっちが安定してし

まっても、向こうが変わっていくわけですか

ら、やはりこちらも変わっていかなきゃいけ

ないのに、なかなか壊せないという。フリー

スタイルな僧侶達のスタートは本当にそうな

んです。仏教の布教というのは、お勤めなど

決まりきったことだけだったわけですね。お

坊さんと檀家さんとの関係も決まりきったも

のになっていました。でも時代と共に、檀家

さんの方がちょっとずつ変わってくるわけで

すよね。お坊さんの団体がフリーペーパーを

作って道で配るなど、当時はみっともないこ

とを始めてという批判もあったと思いますが、

仏教だって外への視野を広げる必要があると

私は思っています。

一方で外のものを入れていくことに危険な面

もあって、真理を見失うことだと思います。

仏教というのは無常苦無我っていう絶対的な

真理があって、その上に物事を組み立ててい

かなければいけないのに、新しいものを作っ

てみた結果、それが真理から道を外れたもの

になってしまうことは気を付けないといけま

せん。だから各業界には、絶対的な真理とし

て先輩たちがいて、その下にカオスを取り入

れようと現場に寄り添った若い方たちがいる

といった構図になるのかもしれませんね。私

はフリースタイルな僧侶たちの3代目代表です

が、代を経るごとにその意識が薄れてしまっ

ているというか、破壊神側にも秩序ができて

しまっているんですね。

参加者　U-35委員会も活動し始めて9年目で、

正にフォーマットしてきている部分が悩みで

もあり今後の課題かなと思っています。

■絵写経体験

加賀　本日、皆様に写して頂くのは不動明王

様という仏様です。この仏様は煩悩を縄で縛

り、背中の炎で焼き尽くしてくれる。荒波の

中で先頭に立って私たちが進むべき道を示し

ているというのがこの仏様のお姿です。また、

お経はさまざまな悪行を反省しますと書かれ

ています。アンダー35歳の皆さんは懺悔する

ことも多いだろうと思いこの絵写経を選びま

した（笑）。しんどいなと思ったとき、そのこ

とをしっかりと自分で見つめ、何が原因なの

かを理解するということが、仏教や哲学、瞑

想のスタートになっています。この写経を通

して、今自分が何を見つめているのか自分の

中でしっかりと理解して頂ければと思います。

－加賀氏の儀礼の中、それぞれ写経を行い、

あっという間に30分が過ぎた。

加賀　皆さんが書かれたものは世間的な上手

下手はあるのかもしれませんが、結局は自分

自身が目の前に現れているわけです。その書

いたものに対して、もう少しこうしておけば

よかったなと思うこと含めて出来上がったも

のなのです。今日書いたものと明日書いたも

のは必ず違うわけで、今描かれた自分のもの

をしっかりと受け止めてあげたらよいと思い

ます。

■一滴潤乾坤

加賀　最後に私が好きな仏教の言葉をお伝え

したいと思います。イッテキケンコンウルオ

スと読みます。一滴の水でも乾いた土を潤す

力があるという意味です。例えば、夏の暑い

日に雨がサーッと降って葉っぱから一滴の水

がポトッと落ちる。それを見て私たちはなぜ

かすがすがしい清涼感を感じるわけです。そ

の一適の水が大雨に匹敵するわけです。一方

で、その一適の水は土に吸収され、湧き水に

なって川に流れて、そして海に注がれ、大海

の一員になるわけですね。でまた大海から水

蒸気になって、雨になって山に降ってまた一

適となるわけですね。本日のトークバトンを

通じて、色々なお話をさせて頂きました。私

のお話が一滴となり皆様の心の中の水が足り

ていない部分に少しでも降り注いでいたらい

いなと思って、本日の会を終了したいと思い

ます。

参加者　貴重なお話をありがとうございまし

た。 （文責：水野）

 talk baton 19 を終えて

日々目まぐるしい世の中でしっかりと自

分を見つめ直すコスモス（秩序）の大切

さと、外のものを受け入れカオス（混沌）

を取り込む勇気を貰いました。

地域の文化や哲学に根付く仏教と建築に

は共通点もあり、また、加賀氏が行って

いる活動からU35での活動の意義も改めて

感じることができ、新しい知見を得るた

め他分野からのインプットというトーク

バトンの目的として有意義な会となりま

した。

対　 談 　日：2021.07.24

場　　　　所： 三津寺 墓地 松林庵

（大阪市中央区）

モデレーター： 水野裕介（大成建設）
三津寺様ではお勤めの一つとして絵写経の会を行っている 参加者が実際に写経・写仏した不動明王像
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i n f o r m a t i o n

深堀隆介展「金魚鉢、地球鉢。」1

雫　2010年

金魚の持つ神秘性に魅了され、創作を続ける深堀隆介。透明樹脂

にアクリル絵具で金魚を描くという、独自の斬新な手法で注目を

集める現代美術家である。

極めて独創的な深堀の技法は、器の中に樹脂を流し込み、固まっ

た表面にアクリル絵具で金魚を少しずつ部分的に描いていき、さ

らにその上から樹脂を重ねるというものである。そうした作業を

繰り返すことにより、絵が重なり合い、まるで生きているかのよ

うな金魚が表現され、圧倒的な立体感をもって観るものに迫る。

その生き生きとしたリアリティは、平面である絵画作品と立体作

品の境界に揺さぶりをかける革命的絵画－2.5D Painting－と言

えるだろう。深堀は、国内はもとより今や世界的にも高い評価を

受け、近年ではライブペインティングやインスタレーションにも

力を入れ、表現と活動の幅を広げている。

約300点もの深堀作品を展示する、東京の美術館では初めてとな

る本格的な展覧会である。絵画でありながら立体的な躍動感にあ

ふれ、不思議な美しさを湛えた“深堀金魚”を存分に楽しむこと

ができるだろう。

期　　　間　12月2日（木）～2022年1月31日（月）
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　12/31、1/1
会　　　場　上野の森美術館
　　　　　　東京都台東区上野公園1-2
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般1,600円、高大生1,300円、小中生800円
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は無料
　　　　　　＊未就学児は無料
　　　　　　＊小学生以下は保護者同伴で入場のこと

生誕160年記念　グランマ・モーゼス展
素敵な100年人生2

グランマ・モーゼスは、無名

の農婦から、70代で本格的

に絵を描き始め、80歳の時

ニューヨークで初めての個展

を開いた。身近な出来事や自

然への温かなまなざしを映し

た作風とそのユニークなキャ

リアは、当時、大恐慌や第

2次世界大戦を経験し疲弊

していたアメリカの人々の心

をとらえ、一躍人気作家とな

る。日本でも1980年代に初

めて紹介されて以来、根強い

ファンが多くいることで知られている。

今回、生誕160年を機に特別に企画された本展は、国内で開催さ

れる回顧展としては16年ぶり。第 1章「アンナ・メアリー・ロ

バートソン・モーゼス」、第 2章「仕事と幸せと」、第 3章「季

節ごとのお祝い」、第 4章「美しき世界」から成る 4章構成によ

り、最初期の作品から100歳で描いた絶筆、また愛用品や関連資

料まで、日本初来日を含む約130点を展示する。自然や素朴な暮

らしを愛し、たくましく誠実に、素敵な100年を生きたモーゼス

おばあさんの世界を紹介する。

（※本展覧会は、新型コロナウイルス感染症対策を十分講じて開

催します。）

期　　　間　2022年2月27日（日）まで
　　　　　　10：00～18：00
　　　　　　※入場は17：30まで
休　館　日　月曜日（ただし1/10は開館）、
　　　　　　12/29－1/3、1/11
会　　　場　世田谷美術館　 1階展示室
　　　　　　東京都世田谷区砧公園1-2
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般1,600円、65歳以上1,300円、
　　　　　　高大生800円、小中生500円
　　　　　　＊ 障がい者手帳等をお持ちの方は500円。ただし小中

高大生の障がい者は無料。介助者（当該障がい者
1名につき 1名）は無料

※入場は日時指定制となります。詳細は公式サイト
　（https://www.grandma-moses.jp/tokyo/）をご確認ください

アンナ・メアリー・ロバートソン・
“グランマ”・モーゼス
《シュガリング・オフ》

1955年/個人蔵
（ギャラリー・セント・

エティエンヌ、ニューヨーク寄託）
Ⓒ2021, 

Grandma Moses Properties Co., NY
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ザ・フィンランドデザイン展
自然が宿るライフスタイル3

豊かな自然と美しいデザイン

の宝庫、フィンランド。幸福

度世界一を誇る※この国で長く

使い続けられているプロダク

トの数々は、「大いなる自然を

忘れない」という思想に裏付

けられている。そのようなデ

ザインに囲まれたフィンラン

ドの人々は、大地からの恩恵

を生活に取り入れるライフス

タイルを愛してきた。

1930年代から70年代にかけ

て、今も広く知られるデザイ

ナー、建築家、アーティスト

たちが登場し、彼らの活躍に

よって今日まで続くフィンラ

ンドデザインが確立されたが、

彼らのインスピレーションの

源は、やはりこの国に広がる豊かな自然であった。

本展では、ヘルシンキ市立美術館（HAM）監修のもと、マリ

メッコやフィンレイソンのテキスタイル、カイ・フランクのガラ

ス工芸の他、陶磁器や家具など、同時代にデザイン・制作された

プロダクトとともに、同時代の絵画などもあわせて展示。約250

点の作品と約80点の関係資料で、時代を超えて愛される名品が

生み出されたフィンランドデザインの歩みを紹介する。自然とと

もに生きる暮らしのなかで生まれた、フィンランドの人々の豊か

な発想力と彩りにあふれる世界を楽しむことができるだろう。

（※国連「世界幸福度報告書」2021年版による）

期　　　間　12月7日（火）～2022年1月30日（日）
　　　　　　10：00～18：00（金・土曜日は21：00まで）
　　　　　　※入館は各閉館の30分前まで
休　館　日　1/1
会　　　場　Bunkamura ザ・ミュージアム
　　　　　　東京都渋谷区道玄坂2-24-1
　　　　　　TEL.050-5541-8600（ハローダイヤル）
観　覧　料　一般1,700円、高大生1,000円、小中生700円
　　　　　　＊学生は要証明（小学生を除く）
　　　　　　＊障がい者手帳等をお持ちの方とその介助者1名は半額
　　　　　　＊未就学児は入館無料

※ 会期中の全ての土日祝、および最終週の1/24～30は【オンライ
ンによる入場日時予約】が必要となります。
　 詳細は公式サイト（https://www.bunkamura.co.jp/museum/）
をご確認ください

特別展　貝殻旅行
―三岸好太郎・節子展―4

三岸好太郎《のんびり貝》
1934（昭和 9）年　油彩、キャンバス　50.9×107.4cm

北海道立三岸好太郎美術館蔵

作風を変遷させながら、一貫して独自のロマンティックな世界を

描き続けた夭折の画家・三岸好太郎（1903－34）。そして、女性

洋画家の先駆的存在として苦難の道を切り拓きながら、重厚な色

彩とマチエールに到達した三岸節子（1905－99）。

本展では、二人の「出会いから100年」を記念し、出会いから結

婚、「貝殻旅行」と称した最後の夫婦旅行と好太郎の急逝、その

後の節子の奮闘の軌跡を絵画によってたどる。恋人として、夫婦

として、愛し、高め合い、追慕しながら、洋画史にその名を刻む

画家となっていった二人の波乱万丈の「旅路」は、いかなるもの

であったのか。好太郎の作品46点と節子の作品37点および、絵

画のモチーフとなった貝殻やインカの壺などのコレクションも展

示する。

期　　　間　2022年2月13日（日）まで
　　　　　　10：00～17：00
　　　　　　※入館は16：30まで
休　館　日　月曜日（ただし1/10は開館）、12/29－1/3、1/11
会　　　場　神戸市立小磯記念美術館
　　　　　　神戸市東灘区向洋町中 5丁目 7
　　　　　　（六甲アイランド公園内）
　　　　　　TEL.078-857-5880
観　覧　料　一般800円、大学生400円
　　　　　　＊高校生以下無料
　　　　　　＊大学生・高校生・中学生は要証明
　　　　　　＊神戸市在住の65歳以上の方は400円（要証明）
　　　　　　＊ 障がい者手帳またはスマートフォンアプリ「ミラ

イロID」の提示により無料

本欄掲載の1～4の美術館等の招待券ご希望の方は、電話等で申し
込み後、招待券送付用の切手（84円）を日本建築協会事務局まで
お送りください。

事情により開催内容が変更、もしくは中止となる場合もございます
ので、会場WEBサイト等で最新情報をご確認ください。

 本展宣伝ビジュアル A
（オイヴァ・トイッカ《「ポムポム」花瓶》、
セッポ・サヴェス《アンニカ・リマラ

「リンヤヴィーッタ」ドレス、
ヴオッコ・ヌルメスニエミ「ガッレリア」
テキスタイルデザイン》、アルヴァ・

アアルト《「サヴォイ」花瓶》）
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編集委員会（2021年度）
■副会長
　川合　智明
■編集担当理事
　勝山　太郎
　佐藤　栄一
◎中原　岳夫
　橋寺　知子
　西　　博康
　菅野　忠司
　山田　　淳
　吉村　英祐
■副委員長
○惠本涼太郎
○米山　剛史
■特集小委員会
■計画分科会
★計画系
　飯田　　匡
　鈴木　克彦
△田中　直人
　林　　雄太
　松田奈緒子
　守井　　辰
　吉村　英祐
★建築計画系
　桑原　悠樹
　下坂　浩和
　東　　拓郎
△樋口　展寛
　瀧田　　曉
　渡部　　剛
　東　　一彦
　平岡　翔太
★インテリア・住宅系
　赤川貴世友
　東　奈生子
　今井　充彦
　高橋　伸明
　川合　隆之
　河西　孝平
△黒栁　　亮
　ペリー史子
■構造分科会
　宇野　綾真
　岡田　　健
　神子　河澄
　岸本　光平
　古島　正博
　正野　和司
　瀧野　敦夫
　竹本　孝輔
△萩原　　学
　向井　洋一

■設備分科会
　木谷　晃之
　北野　勝也
　寺井　千佳
　仲村　憲一
　夏井　重行
△橋本　直樹
　桝井　貴廣
　宮﨑ひろ志
　森山　正和
　山口　拓也
　茂木麻美子
■施工材料分科会
　門野　　陽
　桜井　和男
　秋竹　教行
　藤丸　啓一
△河合　智寛
　吉田　正友
　岡田　淑子
　吉田　克寿
■法令分科会
　太田可奈子
　奥山　陽二
　垣内　　明
△河野　　学
■作品作風小委員会
　居内　章夫
　石井眞由美
　稲垣　和江
▲太田　栄治
　加嶋　章博
　片岡　政規
　貴志　泰正
　倉渕奈千子
　澤田　純一
△髙木　秀晃
　鞆野　淳司
　西田　佳代
　藤原　　寛
　平野　尉仁
　増田　敬彦
■広告企画小委員会
　小川　雄介
　金築　　雄
　小山　　昭
　野山　将男
　藤田　昌宏
▲前田　　衛
　山辻　直樹

（順不同）

◎委員長
○副委員長
▲小委員会委員長
△ 幹事・小委員会
副委員長
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　　　　　電　　話　　06-6946-6981
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定　　価　1254円（税込）

Ⓒ「建築と社会」誌の記事の無断転載を禁じます

常任理事会
第 6回常任理事会
10月27日（水） 17：30～19：20
ドーンセンター＆WEB会議　指田会長ほか11名
議　事（ 1）2021年度上半期事業執行状況
　　　（ 2）2021年度上半期収支予算執行状況
　　　（ 3） 第 1回支部長会議（通常理事会）

【11/24】開催方法
　　　（ 4）特別編集委員会
　　　（ 5） 「建築と社会」誌掲載記事の外部

（他社）イントラネット配信
　　　（ 6） 建築 3団体の事業・委員会活動へ

の共有ツール活用状況
　　　（ 7） 第67回工高生デザインコンクール

審査結果報告

編集委員会
第 7回広告企画・編集合同委員会
10月21日（木） 18：00～19：10
WEB会議　中原委員長ほか8名
議　事（ 1）11月号特集　構造学から見る世界
　　　（ 2） 12月号特集　建築とインテリアを

創る真のプロフェッショナル（仮）
　　　（ 3） 1 月号特集 　コラボ特集「建築と

社会の夢をつなぐ」（仮）
　　　（ 4） 2月号特集　第28回私の空間作法
　　　（ 5） 3月号特集　東海支部特集
　　　（ 6）その他
　　　　　　① 2022年 4 月号編集委員会特集

テーマ
　　　　　　②今後の編集委員会の進め方
第 3回計画系分科会コラボ委員会
10月20日（水） 19：00～20：00
WEB会議　田中幹事ほか 6名
議　事 （ 1）2022年 1 月号コラボ特集
第 6回設備分科会
10月 6 日（水） 18：00～19：30
WEB会議　橋本幹事ほか 6名
議　事（ 1）「設備の頁」の企画
　　　（ 2） 2022年度特集年間テーマ案、希望

企画
第 4回施工材料分科会
10月12日（火） 17：00～18：10
協会＆WEB会議　秋竹委員ほか 6名
議　事（ 1）2021年特集の振り返り
　　　（ 2）次期幹事選出
　　　（ 3） 2022年度特集年間テーマ案、分科

会特集
第 7回作品作風小委員会
10月28日（木） 19：00～
WEB会議　太田小委員長ほか 8名
議　事（ 1）作品の掲載状況、予定
　　　（ 2）gallery掲載報告、予定
第 9回特別編集委員会
10月14日（木） 18：03～19：50
WEB会議　中原委員長ほか12名
議　事（ 1）常任理事会の報告
　　　（ 2） 年度の年間テーマと各分科会の割

り当ての検討
　　　（ 3）その他

事業委員会
大阪都市景観建築賞令和 3年度最終審査
10月12日（火） 18：30～20：30
WEB会議　中尾委員長
議　事（ 1） 第40回大阪都市景観建築賞（愛称 

大阪まちなみ賞）最終審査立ち合い

出版委員会
第 6回出版委員会
10月26日（火） 16：00～17：20
協会＆WEB会議　西委員長ほか 8名
議　事（1）既刊書籍経過報告
　　　（2）制作進行中の書籍
　　　（3）今後の出版テーマ
　　　（4）建築セミナー

教育委員会
第 1回工高生教育小委員会
10月 7 日（木） 18：05～20：00
日本建築協会会議室　橋寺委員長、谷口小委員
長ほか 4名
議　事（ 1） 第67回工高生デザインコンクール

応募作品の予備審査
　　　（ 2）審査会、表彰式の役割分担
第 7回大阪府住まい・まちづくり普及協議会
10月15日（金） 10：30～12：00
WEB会議
報告・議題
　　　（ 1）出前講座の予定と実施報告
　　　（ 2）補助金申請の検討報告

未来創生プロジェクト
第 6回建築次世代委員会
10月14日（木） 18：30～20：15
WEB会議　菅原委員長ほか 8名
議　事（ 1）Web見学会その他の本年度事業
　　　（ 2）建築次世代委員会ロゴの検討
第 5回2040委員会
10月18日（月） 19：30～
PARK Lab. ＆WEB会議　駒井リーダーほか 7名
議　事（ 1）企画内容
　　　（ 2）今後の委員会活動
第 7回Ｕ-35委員会
10月 1 日（金） 19：30～
WEB会議　平岡リーダーほか 9名
議　事（ 1）活動／予定
　　　（ 2）次回予定／その他
Ｕ-35委員会AAF分科会
10月 7 日（木） 19：30～
WEB会議　平岡リーダーほか 5名
議　事（ 1）当日スケジュールほか
U-35委員会
10月24日（日） 13：00～15：00
WEB＆うめきたSHIPホール
参加者　平岡リーダーほか56名
トークイベント「設計者のしごと」－組織で働
くU-35世代と建築－

審査会
第67回工高生デザインコンクール審査会
10月16日（土） 13：30～17：00
OMMビル地下 1階ギャラリー
出席者　審査員　神谷浩司審査員長ほか 8名
　　　　工高生教育小委員会委員
　　　　谷口小委員長ほか 3名
設計課題「『新しい』オフィス」
審査結果／応募学校数23校
　　　　　応募点数　149点
　　　　　最優秀賞 1点、優秀賞 2点、入選 7点

その他
青年技術者選考委員会会議
10月 8 日（金） 18：00～19：00
WEB会議　中原選考委員長ほか 7名
議　事（ 1） 来年度の青年技術者募集要項の内

容、選考基準について検討
生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪
2021連携事業
スペシャルツアー　日本建築協会Presents！近
代の大阪城址を歩く
10月30日（土）13：30～15：30
大阪歴史博物館～大阪城公園
参加者　16名
案内人　阿部文和氏（大阪歴史博物館学芸員）
　　　　橋寺知子氏（関西大学准教授）
　　　　福原和則氏（大阪工業大学教授）
　　　　山形政昭氏（大阪芸術大学名誉教授）
委　員　 指田会長、情報見学小委員会・奥村副

委員長ほか 7名



東京都千代田区神田小川町1丁目4-2 風雲堂別館ビル2階

年間広告のご案内
会誌「建築と社会」では、後付部分に
広告スペースを設けております。

1年を通じて、社名広告を掲載されませんか？

掲載期間：4月号～翌年3月号までの1年間
掲 載 料：48,000円（消費税込み）
サ イ ズ：1/12頁（タテ40mm╳ヨコ90mm）
　※毎月掲載誌をご送付します。
　※原稿は1年間同じ原稿を使用します。

お問い合わせ先
一般社団法人　日本建築協会　内山・井筒

TEL：06-6946-6981　FAX：06-6946-6984　E-mail：koukoku@aaj.or.jp
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図解　建築と設備の接点　トラブル予防のツボ
仲本尚志・馬渡勝昭・赤澤正治 著
A5判　232ページ　定価　本体2,800円＋税

直感で理解する！　構造力学の基本
山浦晋弘 著
A5判　216ページ　定価　本体2,400円＋税

図解　雨漏り事件簿　原因調査と対策のポイント
玉水新吾・唐鎌謙二 著
A5判　216ページ　定価　本体2,500円＋税

図解　住まいの寸法
堀野和人・黑田吏香 著
A5判　200ページ　定価　本体2,600円＋税

図解　一発で通す！確認申請
野口元・平沢隆志・仲本尚志 著
B5判　192ページ　定価　本体3,200円＋税

直感で理解する！　構造設計の基本
山浦晋弘 著
A5判　216ページ　定価　本体2,400円＋税

設計・監理・施工者のための
建築品質トラブル予防のツボ
仲本尚志・馬渡勝昭 著
A5判　248ページ　定価　本体2,800円＋税

改訂版　イラストでわかる　消防設備の技術
中井多喜雄 著　石田芳子 イラスト
赤澤正治・岩田雅之・西博康 改訂監修
B5判　216ページ　定価　本体3,000円＋税

プロが教える 住宅の植栽
藤山宏 著
B5判　176ページ　定価　2,800円＋税

〈プロのノウハウ〉シリーズ
建築現場のコンクリート技術
柿﨑正義・玉水新吾 著
四六判　220ページ　定価　本体2,000円＋税

写真マンガでわかる　工務店のクレーム対応術
玉水新吾・青山秀雄 著
四六判　220ページ　定価　本体2,000円＋税

現場直伝！ 躯体工事の100ポイント
中川徹 著
四六判　220ページ　定価　本体2,200円＋税

写真マンガでわかる 建築現場管理100ポイント
玉水新吾 著
四六判　224ページ　定価　本体1,900円＋税

図解　間取りの処方箋
暮らしから考える住宅設計・改修のポイント
玄関・トイレ・LDK・寝室など住まいの 8 つの空間につ
いて、人が暮らしていく上で不都合が生じる「お困り間取
り」と改善ポイントを分かりやすいイラストで解説。
著者　堀野和人・小山幸子
A5判　184ページ
定価　本体2,600円＋税

近刊 2019年 4月発行

図解　建築と構造の接点
トラブル予防のツボ100
建築のトラブルにつながりやすい建築デザイナーと構造エン
ジニアの協業不足。その「接点」を建物のライフサイクル・
構造種別に紹介し、トラブル予防のノウハウを具体的に解説。
著者　仲本尚志・馬渡勝昭・長瀬正
A5判　256ページ
定価　本体2,800円＋税

近刊 2020年12月発行

直感で理解する！建築デザイナー
のための構造技術の基本
難しい数式は必要最小限！「いい建築デザイン」はどんな
構造技術に支えられているのかを文章と手描きイラストで
やさしく解説する「直感」シリーズ第 3 弾。
著者　山浦晋弘
A5判　216ページ
定価　本体2,500円＋税

最新刊 2021年 8月発行

図解　住まいの設備設計
暮らしやすさから考える家づくりのポイント
玄関・洗面室・寝室など、住まいの10の空間別に、生活
行為に適した設備設計の考え方をわかりやすい 2 色刷イラ
ストで紹介。
著者　堀野和人・加藤圭介
A5判　172ページ
定価　本体2,600円＋税

近刊 2021年 2月発行


